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　俺は和泉いずみ正まさ宗むね。十六歳の高校二年生。

　学校に通いながらライトノベルを書いている兼業作家だ。

　ペンネームは、和泉いずみマサムネ。

　諸事情あって、二年前から、引きこもりの妹と二人きりで暮らしている。

　そんな生活に大きな変化があったのが、一年前のこと。

　俺は妹の『隠された秘密』を知ってしまう。

　俺の小説の挿絵を描いてくれているイラストレーター『エロマンガ先生』。

　その人こそが、俺の妹・和泉いずみ紗さ霧ぎりだったのだ。




　それから色々なことがあって──




　今は九月。

　俺たち兄きよう妹だいによる作品『世界で一番可か愛わいい妹』のアニメ化企画が進行中だ。

『紗さ霧ぎりを部屋から連れ出して、二人の作品のアニメを、二人で一緒に並んで観みる』。

　そんな俺たちの夢が、叶かないつつある。

　放送まで、約七ヶ月。

　少しずつ、少しずつ……夢が具体的なかたちに──現実へと変わっていく日々。

　自らの手で、夢を現実へと変えていく作業。

　忙しくも充実した毎日。

　と……

　一番大事なことを、言い忘れていたな。




　俺は紗さ霧ぎりと恋人同士になり……そして、正式に婚約をした。




「…………えへへ」

　リビングのソファに座って、婚約指輪を見つめ微ほほ笑えむ紗さ霧ぎり。

　それを少し離れて眺めていると、心から実感する。

　俺がずっと欲しかった幸も福のは、これなのだと。

　本当は、夢を叶かなえた後で、プロポーズしようと思っていたのにな。

　なかなかラノベのプロットのように、計画通りにはいかないものだ。

　まあ、俺がプロット通りに物語を進められることなんて、もとよりほとんどないのだけれど。

　ラノベ作家風に言うならば、エンディング後のエピローグにとっておくべき重大イベントを、前倒しにしてしまった感じがする。これがラブコメラノベだったなら、俺を動かしている作者は、さぞや困窮していることだろうな。

　このあと何を書けばいいんだ、ってさ。

　っはは……でも、まあ、うん。

　そんなの知ったことじゃない。

　問題ないし、構わない。万事が良しでオールオッケーだ。

　なぜなら、俺のそばで、紗さ霧ぎりが幸せそうにしているから。

　それだけでいい。

　俺の人生に、作者なんかいはしない。いたとしても、思い通りになんて動いてやらない。

　そうだなあ……俺が俺自身で、この物語の続きを書くとしたら──

　この先にあるのは、波乱に満ちた面白おかしいラブコメなんかじゃ断じてない。

　そう、俺が願うのは──

　ただひたすらに、紗さ霧ぎりが幸せになっていく物語だ。




　夏休みが終わり……

『世界で一番可か愛わいい妹』の放送まで、約七ヶ月に迫っていたある日のこと。

「ただいまー」

　俺が学校から帰宅すると、すぐに紗さ霧ぎりがリビングから出てきて、

「おかえりなさい、兄さんっ」

　こちらに向かって飛びついてきた。

「と、と」

　俺は、婚約者の小さく柔らかい身体からだをしっかりと抱きとめ、

　改めて「ただいま、紗さ霧ぎり」と言ってやる。

「へへー」

　俺の腕の中で、紗さ霧ぎりは楽しそうに笑む。

　甘い髪の香りが、ふわりと漂ってきて、俺は内心ドキドキしてしまう。

「なんだよ」

「なんでもないっ」

「あ、そ」

　俺は紗さ霧ぎりを、その場に下ろしてやる。名残惜しいが、このままじゃ家に上がれないからな。

　すると彼女は、パーカーのポケットから何やら紙を取り出し、手渡してくる。

「兄さん、これあげるね」

「んー？」

　なになに……？　不在連絡票とな？

　あむあむ様から、『幻げん想そう妖よう刀とう伝でん』燕つばめちゃんフィギュアだと？

「うわおまえ、また居留守したのかよ！　配達のお兄さんがかわいそうだろ！」

「だって出られないんだもん」

「まあそうだけどさ……」

　しょうがないっちゃしょうがない。

　こうして、ずいぶんと改善されてきた紗さ霧ぎりの『引きこもり』だが、依然として玄関の外には出ることができない。つい先日、緊急事態で外に飛び出したことがあったけれど……

　本当にアレは、あのときだけの『火事場の馬鹿力』的なものだったらしい。

　俺がいるときでも、一階に降りて来られるようになったし、最近は兄きよう妹だい一緒に食事を摂とることもできている。いままでと比べて、格段に進歩しちゃあいるが──

　ひとまずは、ここまで。

　いまの紗さ霧ぎりには、これが限界だ。

　急せかさず、じっくりと歩んでいこう。

　紗さ霧ぎり自身が、『いつか学校に行きたい』と言っているのだから。

「というわけで、兄さんっ──再配達のお電話、しておいてね」

「……気まずいなぁ。あのお兄さん、絶対居留守に気付いてるもん」

「明日の夕方、兄さんがいる時間に届くようにしてね。私、受け取れないから」

「はいはい。わーったよ」

　紗さ霧ぎりを引き連れて、リビングへと入っていく。ちょっと前までは、帰宅したら自室直行が俺の行動パターンだったのだが、最近はリビングで過ごすことが多くなった。

　──婚約者と、一緒に。

　俺は鞄かばんをソファの上に置くや、

「紗さ霧ぎり、今日はなにやってたんだ？」

「んー、色々。新キャラのラフ描いたりしてたよ」

「お、どれどれ？」

「……見たいの？　えぇ～、ど～しよっかなぁ」

「見たい見たい。見せてくれよ」

「──いいよ。はいこれ」

「おおぉ[image: ～][image: ～][image: ～]、いいじゃん！　めちゃ可か愛わいい！　新しいネタ思いつきそう！」

「ほんとに？　それじゃ、急いで仕上げちゃうね？」

「ははっ、慌てなくてもいいって。──あ、そうだ。紗さ霧ぎり、俺、着替えたら買い物行くけど、食べたいものとかある？」

「……兄さんの食べたいものがいい」

　言い遅れたが……婚約者となった紗さ霧ぎりは、俺への呼び方が『正まさ宗むね』から『兄さん』へと戻っている。そっちの方が呼び慣れているから、とのことだ。

　気持ちはわかるし、俺としてもそっちの方が照れくさくなくていいとも思うが……

　もし……結婚してからも『兄さん』と呼ばれ続けたらどうしよう……。

　いや！　あくまで俺個人としては、大歓迎というか、大興奮というか、

　うっおぉぉぉぉぉ！　という感じなのだが！




　周囲の新郎への目は、冷たかろう。





　──マサムネあんた、奥さんに自分のことを『兄さん』って呼ばせてるの……？

　──うぇぇ……さすがに引くわ……。シスコンここに極まれりね。






　エルフあたりから何を言われるかわかったものじゃない。

　と、話が脇道にそれすぎたな。

「『兄さんの食べたいもの』？　って……俺の好物を作れってことか？」

「そう……約束したでしょ？　私に料理を教えてくれるって」

「あー……」

　そういや言ったな、そんなこと。

「じゃあ、今日は一緒に作ろうか。──俺の好物をさ」

「うんっ！　えへへ……兄さんと一緒にお料理……記念の日になるかも」

　最近の俺たちは、こんな感じ。

　とても幸せに──ラブコメらしからぬ日常を過ごしている。

　ちなみにこの後、俺の大好きな『にんにくニラ鍋』の材料を買って来たら微妙な顔をされた。

　なぜだ……。




　和泉いずみ家で兄きよう妹だい鍋パーティが催された翌日──日曜日。

　俺のスマホに、早朝から電話がかかってきた。

　ムラマサ先輩んちの固定電話からだ。

　──当然、千せん寿じゆムラマサ、本名・梅うめ園ぞの花はな──俺の偉大なる先輩から、連絡が来たものとばかり思い、非常に軽い気持ちで電話を取った。

「ムラマサ先輩？　どうしたんだ？」

　ところが、聞こえてきたのはムラマサ先輩の声ではなく。

『私だ』

　渋い男性の声だった。

「え……？　ど、どなたですか？」

『梅うめ園ぞの麟りん太た郎ろうというものだが……こちらは和泉いずみマサムネ先生の携帯だろうか』

「──────」

　絶句したよ。ごくりと生唾を飲み込んで、混乱する頭を振り乱し、

　そうしてようやく事態を認識し、

　ひぇぇぇ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！　と、すくみあがった。

　なぜって、梅うめ園ぞの麟りん太た郎ろうとは、千せん寿じゆムラマサ先輩の御お父ちち上うえであり、時代小説の大家でもあるあの『梅うめ園ぞの麟りん太た郎ろう』ご本人のことだからだ。

「う、梅うめ園ぞの先生！　ご、ごごご、ご無沙汰しております！」

『フン、君に先生と呼ばれるいわれはない』

「で、では！　ムラマサ先輩の……お父さん」

『[image: あ]？　お義と父うさん？』

「漢字が違いますよ！」

　ニュアンスだけでわかるもんだな！

『君から義ち父ちと呼ばれる筋合いはない。どのような漢字であろうともだ。──他の呼び方にしたまえ。梅うめ園ぞのさんでも、麟りん太た郎ろうさんでも、りんちゃんでも』

　りんちゃんはキッツイっす。

「……梅うめ園ぞのさん、俺にどんなご用向きでしょうか？」

『きわめて重大な話がある。──いますぐここに来たまえ』

　ここって……千ち葉ばにある梅うめ園ぞの邸のことだろうか。……遠いな。

「…………い、いまからすか？」

『いまからだ』

「あの俺、いまかなり忙しくてですね……」

『承知の上で言っている。いますぐ来たまえ』

　有無を言わせぬという感じだった。俺は、半ば諦めて問う。

「……わかりました。ひとつだけお聞きしても？」

『なんだ？』

「……なんか、怒ってません？」

『激怒している』

「やっぱり！　超行きたくねえ！」

『ぐだぐだ言っとらんですぐ来い！』

「はい！　いますぐ行きます！」

　そんなわけで。

　俺は、怒れる大作家に呼び出され、千葉の奥地まで赴くことになったのである。




　数時間後。千ち葉ば県某所、梅うめ園ぞの邸。

　古こ色しよく蒼そう然ぜんとした街並みの中に立つ、武家屋や敷しき。

　インターホンすらない門前に、俺は立っていた。

　──ほんと、配送の人とかどうするんだろうな、これ。

　などと以前と同じ感想を抱きながら、

「ごめんくださ──い！」

　と、門に向かって声をかける。できればムラマサ先輩が出てくれればいいのだが……。

　しばし待つと門が開き……俺の希望とは裏腹に、和装の男性が姿を現す。

　厳いかめしい皺しわの刻まれた顔貌に、鋭い眼光。年齢不詳の外見をしている彼は、梅うめ園ぞの麟りん太た郎ろう。

　ムラマサ先輩の御お父ちち上うえで、俺を呼び出した張本人でもある。

　彼は、腕組みをして俺をひとにらみするや、顎をしゃくって、

「入りなさい」

　踵きびすを返かえす。俺は、家に戻っていく彼の後ろを、当惑しながらも付いていく。

　通されたのは、以前と同じ客間だった。

「座りなさい」

「は、はい……」

　俺と麟りん太た郎ろう氏は、向き合って正座をする。

　盤こそないが、まるで将棋の対局でもするかのようだ。

　お茶など出てくる気配もない。

　さもあらん……。さっき自分で、『激怒している』と言っていたものな……。

　眼前の怖いおっさんは、なんらかの理由で俺に怒っていて……それでわざわざこんなところまで呼び出したのだ。

　もちろん俺に、彼を怒らせる心当たりなどない。

　おっさんの勘違いかなにかであってくれればいいのだが……。

　ああ、それにしてもこの緊張感よ。部屋の空気がぴんと張り詰めていて、ただ座っているだけで神経がすり減っていく。胃が痛くなってきた。

「あ、あの……」

　じっと黙っているのに耐えられず、俺は口を開いた。

「その……今日、ムラマサ先輩は……？」

「朝から所用で編集部に行っている。だからこのタイミングで君を呼んだ。娘に会わせるつもりはないからな」

「そ、そうですか……」

　ムラマサ先輩と俺を会わせるつもりがない……？

　ふうむ、なんかコレ、俺が呼び出された理由……ムラマサ先輩が関係しているっぽいな。

　てか、先輩、編集部になにしに行ってんだろ。あの人が小説を書くのに、打ち合わせなどという行為をするとは思えないが……。そういえば以前、神楽かぐら坂ざかさんに電話をかけたとき、ムラマサ先輩が編集部にいて──代わってもらったこともあったっけ。

　当時、打ち合わせなのか、という俺の問いは、適当にはぐらかされてしまったが……。

　ムラマサ先輩は、『打ち合わせ以外の用事』で、神楽かぐら坂ざかさんと何度も会っている……？

　なんのために？

　と──現実逃避でそこまで考えたところで、眼前の麟りん太た郎ろう氏が「んんっ」と、わざとらしく咳せき払ばらいをした。

　俺は、ビクッと大いにビビり、慌てて居住まいを正す。

「さて、私が君を、わざわざ呼んだ理由だが……」

　どうやら、本題に入るらしい。

「君は、花はなちゃんが新しい小説を書き始めたことを、知っているか？」

　彼の言う『花はなちゃん』というのは、ムラマサ先輩のことだ。

「えっ？　い、いえ……初耳、ですけど」

「そうか。私が知ったのも昨夜だ。昨夜──あやめちゃん──もとい、娘の担当編集者の神楽かぐら坂ざか氏から、電話がかかってきた。千せん寿じゆムラマサの〝必ず大ヒットする〟新作小説を、出版したいとね」

　なるほど。超売れっ子作家とはいえ、ムラマサ先輩はまだ中学生なんだものな。

　出版に際しては、保護者に話を通す必要がある。

　俺や紗さ霧ぎりと、同じように。

　そういえば神楽かぐら坂ざかさんって、この人の恩人の娘……なんだっけ。その関係で、ムラマサ先輩のデビュー前原稿を読む機会があった……とかなんとか。

　それにしても〝必ず大ヒット〟するとは、千せん寿じゆムラマサの新作とはいえ、大きく出たものだ。

　神楽かぐら坂ざかさん、よほどの自信があるらしい。

　麟りん太た郎ろう氏は続ける。

「私は、『内容を知らなければ判断ができない。すぐに原稿を送ってくれ』と返事をした」

　あっ、娘の小説を読むの、編集部経由なんだ……。

　彼は、どん、と原稿の束を置く。

　ムラマサ先輩の手書き原稿ではない。

　Ａ４用紙に印刷された、俺が打ち合わせで使うのと同じ形式のものだ。先輩は執筆にＰＣを使わない作家なので、わざわざ編集部サイドで、手書き原稿から文字起こしをしたのだろう。

「これが現物だ。編集部のバイトが、昨夜のうちに直接持ってきた」

「は、はあ……それで……その……ムラマサ先輩の新作を、読んだんですか？」

「読んだ。およそ百ページほどしかなく、明らかに書き途中ではあったがね」

「どんな……内容だったんです？」

　おそらく。

　コレがお怒りの元凶であり、俺が呼び出された理由なのではないか。

「その質問に答える前に、和泉いずみマサムネ先生……君に聞かせて欲しいことがある。──娘と君との関係についてだ」

「えっ？　えっと……同業者の先輩後輩の間柄で、親しい友達でもあります」

「それだけかね？」

　ぎろり、と、鋭い眼光が俺を貫く。

「そ、それだけ……って」

『娘さんに告白されて振りました』とか言えるわけねえ！

「……なにが……言いたいんです？」

　苦肉の策で問い返すと、麟りん太た郎ろう氏は低く怖い声で、

「率直に聞くが。……君は、うちの娘と恋仲なのではないかな？　そしてすでにいかがわしい行為に及んでいるのでは？」

「及んでねえよ！」

　なに言ってんだこのオッサン！　男子高校生が相手でもセクハラだぞいまの発言！

「ほう、そうかね？　しかしこちらには、君を疑うだけの理由があるのだ。和泉いずみマサムネ先生……私の質問を否定するだけの根拠があるのなら、示してくれないか」

「俺、婚約者がいるので！　他の女性とそういうことはしません！」

「……ほう」

　……あ、あれ？　俺が『婚約者がいる』って口にした瞬間、目の色が変わったぞ？

　悪い方に。

　……無実を主張したはずなのに、これはいったい。

　異様な寒気に襲われた俺は、スマホの待ち受けを眼前の麟りん太た郎ろう氏に見せつける。

　待ち受けに映っているのは、『現実に存在する世界で一番可か愛わいい妹』こと紗さ霧ぎりの写真だ。

　撮りたてホヤホヤ、エプロン姿でニラを切っているメチャカワ画像である。

「しょ、証拠はこれです！　この娘が俺の婚約者で……！　超カワイイでしょう！　も、もし疑うなら、いまここで電話をかけてラブラブトークをしてやりますけど!?」

　逆ギレ気味に言うと、麟りん太た郎ろう氏は、『なにこいつキモい』みたいな顔で、

「いや、それには及ばない。信じるとも。君には愛しい婚約者がいる──そうかそうか、なるほどな」

「な、なんすか……その反応」

　怖いんですけど。

「ちなみに娘の新作小説の内容だが……中学三年生の女の子が主人公でね」

　──あ、絶対ムラマサ先輩自身がモデルじゃんそれ。




「婚約者のいる年上の男性と、禁断の恋愛をする話だった」





「センパァーイ！」



　なんちゅうモンを書いてるんですか！　そりゃ俺が疑われるよ！

「ご、ごごごごご、誤解です！」

「まだすべてを言っていないが？」

「理解しましたよ！　梅うめ園ぞのさんが怒っている理由も！　俺がここに呼ばれた理由も！」

「ハハッ、話が早くてなによりだ。では死ね」

「ぎゃああああ！　いつの間に刀を装備して!?　銃刀法違反！　銃刀法違反ー！」

「もちろん冗談だとも。ただの模造刀だ」

「よく研がれた刃に見えますけど!?　あと目が笑ってない！」

「冗談だと言っているだろう…………いまのところは」

「恐ろしい伏線を張らないでください！」

「そうわめくな。話が進まん」

　と、大作家先生は、剣豪のような仕草で納刀する。

　それから彼は、真剣にしか見えぬ模造刀をわきに置いて、話を戻す。

「さて……『すべて理解した』と君は言うが、認識不足だと私は思う。──君もコレを読んでみたまえ。そうすれば、私の意図を今度こそ正しく理解できるはずだ」

「は、はあ……」

　麟りん太た郎ろう氏が原稿を渡してくる。どうやら俺に選択肢はないらしい。

　──千せん寿じゆムラマサの小説に、タイトルはない。

　俺はごくりと喉を鳴らし、その原稿を読み始めた。




　静かな和室に、ページをめくる音だけが響いている。

　千せん寿じゆムラマサが綴つづった文章が、俺の目を通して身体からだの中に染しみ込こんでいく。

「────────────」

　読み終えるまで、一言も、言葉を発することができなかった。

　百ページをめくり終え、読むべき原稿がなくなってからも、呆ぼう然ぜんと虚こ空くうを見つめていた。

　名作映画のエンドロールを眺めているような虚脱感。

　はっ、と、正気に戻り、まずこう問うた。

「これっ……続きは……」

「ないよ。書き途中だと言っただろう」

「で、でもそれって、昨夜編集部経由で送られてきたものですよね？　ムラマサ先輩なら、きっと続きを書いているはずで──その原稿が、この家のどこかにあるんじゃ……」

「面白かったようだね」

「……っ！」

　図星を衝つかれ、俺はのけぞる。返答するのに、数秒の間が空いた。

「はい、とても」

　まさに千せん寿じゆムラマサの新境地だ。

「ただ、その……ええと……心中複雑で……上う手まく言えないんですが……」

　この小説を表現するのに、適切な言葉が見つからない。

　俺の代わりに、相応ふさわしい単語を口にしたのは、眼前の大作家だった。

「やばかったろ」

　ため息とともに出てきたのは、小説家らしからぬ砕けた表現。

　しかし俺は、一も二もなく同意した。

「はい！　こりゃやばいです！　とんでもないです！」

　なんで俺は、梅うめ園ぞの麟りん太た郎ろうとこんな頭の悪そうな会話をしているのだろう。

　しかしそうとでも言うしかない。

　千せん寿じゆムラマサの新作小説は──とんでもなくやばい。

　これに尽きる。断じてただのライトノベルではないし、軽薄な浮うわ気き小説でもない。

　化け物じみた小説作品だ。

「………………………………………………」

「………………………………………………」

　しばし沈黙が部屋に満ちる。

　俺の動揺が多少なりとも落ち着くのを見計らったように、麟りん太た郎ろう氏はこう言った。

「君の感想を、もう少し聞きたい。言葉を選ぶ必要はない。職業意識はいったん捨てて、素しろ人うと読者に戻ったつもりで、思いつくまま口に出してみたまえ」

「……滅め茶ちや苦く茶ちやえろかったです」

　まず初めに出てきたのがそれだった。

「……俺も……勉強で官能小説を読んだりしますけど……こんな読んでいてエロい気分になる文章は……生まれて初めてです。いままであの人がバトル描写に使っていた才能で濡ぬれ場ばを書くと……こうなるんだなって……つかコレの作者、絶対エロい子ですよ間違いない！」

「ははは作者は私の娘だよ。殺されたいのか小僧」

「言葉を選ぶなって言ったくせに！」

「限度があるわ！」

「でもド変態じゃないと書けないですよこんなの！　『椅子に入って好きな人と触れ合いたい』レベルですよ！」

「否定はしないがよりにもよって日本史上最強のド変態と比べるんじゃない！　それでどうなのだ!?　私が激怒している理由が伝わったかね!?」

「これ以上なく！」

　鼻血が出そうだよ！　なぜなら小説の中で、ムラマサ先輩がモデルの主人公が、俺がモデルの男と、心を通じ合わせ、愛を育はぐくみ……

　そんでもって、とんでもなくいやらしいことをしまくっているんだもん！

　しかも滅め茶ちや苦く茶ちや上う手まくてエッッッッロい筆致でだ！

　愛する婚約者がいるというのに──

　胸のドキドキが止まらない。

　小説に登場する浮うわ気き野郎の気持ちが、わかってしまう。

　感情移入、してしまう。

　うあああああああ………………

　……まるで猛毒だ。

「……これを読んでしまったなら、到底信じてもらえないと思いますが……」

　そりゃ誤解するよな。

　俺が父親で、中学生の娘がこんな……究極の不健全エロ小説（しかも実話っぽい）みたいなのを書いていたら、相手の男をバラバラにするしかない。

　俺がまだ生きているという時点で、麟りん太た郎ろう氏は理性的だと思う。

「俺と先輩は、この小説にあるような関係ではありません」

「そうか……信じよう。君に抱いた疑いは、誤解だったらしい」

「えっ？」

「なんだ？　信じないとでも思ったかね」

「……いや……その……はい」

　麟りん太た郎ろう氏は、ふぅ、と息を吐いて、

「娘の小説家としての能力は、把握しているつもりだ。アレなら想像でこれくらいのことは書くだろうし、君の反応を見れば、誤解なのだろうことはわかる。念のための確認だったが、安心したよ。残りの人生を檻おりの中で過ごす羽目にはならずにすみそうだ」

「………………ふうっ」

　胸を撫なで下おろす。ひとまずは……殺されずにすみそうだ。

「しかし」

「し、しかし？」

　なんだよ！　言葉を発するタイミングに悪意があるだろ！

　俺の心臓を破裂させるつもりか!?

「この小説の内容が、あくまで娘の創作であった場合。また別の問題が発生するな」

「……………………」

「この小説に登場する相手の男──『君』と表記されている存在は、君がモデルだね？」

「………………………………………………」

　じわ、と、額に汗がにじみ出てくる。

「……はい。俺がモデルだと、思います」

「そうかね。ふむ……だとすると……」

　だとするとなんなんすか！　そこで止められると生殺しなんですけど!?

「……本にするのは、断るべきかもしれんな」

　それが本当に言いかけたことだったのだろうか？

　いまいち心のこもっていない台詞せりふではあった。

　ともあれ、会話はそのまま続いていく。

「そもそも……本当に神楽かぐら坂ざかさんはコレを商品化するつもりなんですか？　ラノベレーベルで？　この小説を、子供たちに読ませると？」

「君は反対のようだな」

　難しい問題だ。こんなにすごい小説が、世に出ないのはもったいないと思う。

　しかし……

「俺も最近売れてきて、世間から不健全だのなんだの色々言われるようになってきましたけど……そんなの面白くするためにやっていることなんだから気にするべきじゃないって思ってますけど……」

　これはダメでしょ。

　いくらなんでも有害すぎる。青少年どころか、大人の恋愛観──いや、人生観さえ歪ゆがめかねない。日本人の倫理観からは、外れた方向へだ。

「君の言わんとすることはわかる。この小説は非常に面白いが……あまりにも心に響きすぎる。読者の感情を揺さぶり、特定の方向に誘導してしまう。禁断の愛は美しく素晴らしいものだとな。梅うめ園ぞの花はなの恋愛成じよう就じゆに都合のいいように、他者を変節させてしまう力がある。あえて強く悪い言い方をするが……この小説は読者を洗脳するために書かれたものだ」

「洗脳って……そんなこと言ったら、ラノベはぜんぶそうですよ」

「商業作品はすべてそうだとも。読者を洗脳し、作者の意図通りの感想を抱かせ、行動を誘導するものだ──悪く言えばだがね」

　相変わらずこの大作家先生は、小説に対してドライというか、露悪的な表現をする。

　もっとポジティブに言ってもいいと思うけど。

　たとえば……俺が苦しいときに、山やま田だエルフ先生のラノベを読んで、救われたように。

　良いい影響だってあるのだから。

　俺を救ったあの作品には、

『読者が明るい気持ちになれますように』

『たくさんの読者をたくさん笑わせよう』

　という作者エルフの意図が込められていた。

　もちろん『続きを買わせよう』という商業的な意図もあっただろうが、暗く落ち込んだ気分でいた俺を、創作物の力で良いい方向に変節させてくれた。

　それを洗脳だなんて、言われたくはない。

「結論を述べよう」

　千せん寿じゆムラマサの、青少年にとって有害な新作小説を売るべきか否いなか。

　麟りん太た郎ろう氏はこう言った。

「この小説は、読者の価値観を不健全な方向に揺るがすほどの力を持っているが、それは面白い作品だという証左でもある。出版を許可しない理由にはならんな。出せば売れるぞ、間違いなく。使い方によっては、賞だって獲とれるかもしれん」

「で、でも……」

「仮に出版したとして、君が心配するようなことにはならんよ。前言を撤回しているように聞こえるかもしれんがね、小説ごときにそこまでの力はない。多くの読者の恋愛観に影響を与えるだろう。世間で問題になる可能性もあるだろう。後世に残る名作として語り継がれるかもしれない。しかしこの小説を読んで『想おもい人びと』が変わってしまうほどの衝撃──影響を受ける可能性があるのは、ひとりだけだ」

「……俺ですか」

「君だ。この小説は花はなちゃんが、君を洗脳するために書いたものだろうから」

　あえて悪い言い方をしているのだ、と、さすがにわかった。

「対象読者は君で、洗脳対象も君だ。他の人間が読んでも、百分の一の効果もあるまい」

　それでも十分、刺激的な怪作だがね──と、彼は言った。

「よって出版しても問題ない。ないが……」

　そこで。

　ガラッ！　と、襖ふすまが開いた。

「ま、マサムネ君！」

　現れたのは、着物姿の黒髪美少女。

　件くだんの千せん寿じゆムラマサ先輩だ。本名は、梅うめ園ぞの花はな。梅うめ園ぞの麟りん太た郎ろうの娘でもある。

　そしてもうひとり、彼女の担当編集、神楽かぐら坂ざかあやめさんの姿も見える。

　編集部から一緒に戻ってきた──のだろうか。

「せ、先輩……？」

「……あああ！　そ、その原稿は……！」

　ムラマサ先輩は、俺の手元を注視するや、明らかに狼ろう狽ばいした。

　理由なんか、考えるまでもない。

　彼女は俺のことが好き──なのだ。光栄なことに。

「あ、ああ……あああ………………」

　つまりこれはムラマサ先輩にとって、

『好きな人に、自作のエロ小説（モデルは自分）を読まれている図』ということになる。

　彼女は、「ふわ、ふああ」と真っ赤になって震えていたが、やがて、

「うあああん！　まだ見ちゃダメぇ──────!!」

　大絶叫とともに客室に飛び込んできた。




　数分後。梅うめ園ぞの邸の客間には、小説原稿を『誰にも渡さない』とばかりにしっかりと抱きしめ、涙を潤ませるムラマサ先輩の姿があった。他にいるのは俺と麟りん太た郎ろう氏のみだ。

　神楽かぐら坂ざかさんは、別室で待っているとのことだ。

「むぅ…………むぅぅ……」

　周囲に座る俺たちを、警戒するように睨にらんでいる。

　埒らちが明かないので、俺はおずおずと話しかけた。

「あ、あの……ムラマサ先輩？」

「……見た？」

「え……？」

「この小説……見たの？」

「あ、あぁ……読ませてもらったけ……ど」

「うぅ…………」

　かぁぁ……と、すでに赤かった顔がさらに紅潮していく。

　つい先ほど、この人がモデルのいやらしい小説を読んだばかりだったものだから……

　……妙な気分になってきた。超技巧で描写されていたあの濡ぬれ場ばと、目の前で色っぽく発熱している彼女の姿が、俺の脳裏で重なってしまう。

「……ごくっ」

　どうやらこちらの表情で、多少なりともそれが伝わってしまったらしく。

「き、君！　と、とんでもなく破廉恥なことを考えているだろう！」

　本人に[image: 叱]られてしまった。

「し、仕方ないだろ！　あんなの読まされたら……！　どう見ても先輩がモデルの女の子と俺がモデルの男の子が……あ、あんな……！」

「やぁぁ！　言わないで[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　原稿をきつく抱きしめたまま、片手を伸ばしてブンブンと振る先輩。

　そのやり取りを見ていた麟りん太た郎ろう氏が一言。

「おい、娘を親の前で辱はずかしめるとは、いい度胸だな」

「い、いま俺に悪いところありました!?　どっちかというとこっちが被害者では!?　先輩作家による後輩作家へのセクハラ案件ですよ！」

「ま、まだマサムネ君に見せるつもりはなかったのぉ！」

　涙の粒を飛ばして、セクハラ加害者が弁明する。

「と、というかっ──なんで君がうちにいるのだぁ！　そしてなんで私が秘密にしてた小説を読んでるのだぁ！　せ、セクハラだなんて……うぅぅ[image: ～][image: ～][image: ～]……したくてしたわけじゃないんだもん！」

　完全に自宅モードになってしまっている。

　いつもの凜り々りしい先輩が、噓うそというわけではないのだろうが。

　自宅にいるときの彼女は、こんな感じ──甘えん坊な面が強く出てしまう、らしい。

　俺は突然子供っぽくなった弁明に当惑しつつも、事情を説明する。

「梅うめ園ぞのさん──先輩のお父さんに呼び出されたんだよ。俺とムラマサ先輩が変な関係じゃないかって、疑ってたみたいでさ。先輩が書いたその小説が原因で……それで、俺も読ませてもらって……事情を把握して……違うって説明してたところなんだ」

「パパ！」

　ぎらりと先輩の矛先が麟りん太た郎ろう氏へと向かう。

「いや……父親として娘を心配してだな」

「先輩、さすがにあの小説を読まれたら、仕方ないよ」

「うぅ……」

　ムラマサ先輩は頭を抱えてしまう。

　その仕草をしたいのは、こちらの方である。

「てか、この状況を作った責任は、どちらかというと神楽かぐら坂ざかさんにあるような……」

「確かに、彼女が花はなちゃんの新作を出版したいと言い出さなければ、件くだんの原稿が私の手に渡ることもなく、和泉いずみマサムネ先生が私に呼び出されることもなかったわけだからな」

「あの……梅うめ園ぞのさん……そろそろ俺の呼び方、なんとかなりませんか？」

「では和泉いずみ君と呼ぼう。それとも、花はなちゃんに合わせてマサムネ君と呼んだ方がいいかね？」

「和泉いずみ君でお願いします」

　ムラマサ先輩がパニクっているせいか、逆に男性陣の頭は冷えつつある。

　俺は、さらに状況を把握するため、こう切り出す。

「ええと……先輩。すごく聞きき辛づらいんだけど、どうしてその小説を書いたのか……話してもらえるかな」

「パ──ち、父の前で……か？」

　渋る気持ちはよくわかる。でも……

「花はなちゃん……悪いが、私も聞かせてもらうよ。千せん寿じゆムラマサの保護者として、梅うめ園ぞの花はなの父親として、その小説のことを聞かないわけにはいかない」

　そうなるよな。

「先輩、悪いけど……」

「……わ、わかった」

　半分以上泣きながら、ムラマサ先輩が頷うなずいた。

　そして彼女は語り出す。手元の原稿に目線を落とし、

「……どこから話したものか。……そうだな……目的から……にするか。……マサムネ君、この小説は、君に読ませるために書き始めたものなんだ」

「………………」

　千せん寿じゆムラマサは、自分が面白いと思う小説を、自分のためだけに書く作家だ。

　出版しようという意思はなく、自分以外の読者を意識することもない。

　なのにこの小説は、和泉いずみマサムネに読ませるために書いたのだという。

「ちゃんと書き上がるまでは、見せたくなかった。未完成なものを読まれてしまったのは、実に不本意だっ。そのときが来れば……私の覚悟だって……決まっていたのに……」

　不意打ちなんてずるいぞ、と先輩は言う。

　まだ自宅モードが抜け切っていないのか、ずいぶんと可か愛わいらしい、スネた言い方だった。

「ちょっと待って先輩。俺に読ませるためってことは……その……」

　話の途中ではあったが、あまりにも気になりすぎて、つい聞いてしまう。

「ムラマサ先輩は、俺とこういうことをしたい……ってこと？」

「にゃあっ！」

　ぼん！　と、先輩の頭が沸騰する。

　と、同時に俺の頭に強烈な拳げん骨こつが落ちた。

「あ痛！」

「エロ餓ガ鬼キ貴様ァ！　私が隣にいることを忘れているんじゃあるまいな！」

　仁王のごとく怒り狂う麟りん太た郎ろう氏。俺は、負けずに食ってかかる。

「いやでも！　大事なことですよ！」

「そうだが親の前で堂々と聞くことかと言っている!?」

　後から顧みてみると、もっともな御言葉であった。

　このときの俺は、あんなとんでもない小説を読まされて、若干頭がおかしくなっていたのだろう。読者諸氏は、寛大な心を持って読み進めて欲しい。

「ムラマサ先輩がいま説明してくれている内容ももちろん大事ですけど、ほっとくと絶対説明してくれなそうな件についてはその都度ツッコんでいかないと後ではぐらかされちゃいますよ！　アレを読んでからずーっと気になってる件がかなりあってですね……！」

「確かに私も、この小説には気になる点が多々あるが！」

「でしょう？　たとえば……」

　そこで俺は、ちら、とムラマサ先輩の顔を見た。

　両手で顔を覆って、ぷるぷるしている。

　まさしく純真無む垢くな乙女のような反応だが、騙だまされてはいけない。

　彼女こそが、今世紀最強といっても過言ではないえっち小説を書いた張本人なのだから。

「……うぅ……ふぇぇ……」

　それでも恥じらい震えるムラマサ先輩の姿を見ていると、ガンガン率直な言葉をぶつけるのに強い抵抗を覚えてしまう。

「た、たとえば…………ううむ、言葉を選んで聞くのが難しいな。この……女の子が、えっちなシーンで男の子に披露する、性的なウンチクというか……必殺技的なアレはいったい？」

　繰り返すが、慎重に言葉を選んで説明するけども。

　作中の（見たことも聞いたこともないような）えっちな行為に、〝鵙落モズオトシ〟だの〝鎌鼬カマイタチ〟だの、奥おう義ぎみたいな名前が付いているのだ。

　え？　なにこれは？　って気になるだろう？

　麟りん太た郎ろう氏から、妙に冷静な声のツッコミが入った。

「どこが言葉を選んでいるんだね？　本当に死にたいのか？」

「で、でも俺！　こんなのえっちな漫画でも動画でも見たことないですよ！」

　俺をモデルにしたエロ描写を見せつけられたという意味では、セルフ同人誌を描きやがったエロマンガ先生と同じだが、あいつは性知識皆無すぎて俺を窮地に追い込んできた。

　ムラマサ先輩の場合、完全に逆である。

　この人……清純そうな見た目でムッツリだムッツリだとは思っていたが、まさか……

　中学生でありながら、高校生男子以上の性知識を持つ豪ごうの者ものだったのだろうか……。

「安心したまえ和泉いずみ君、私も四十年以上生きてきて、聞いたこともない」

「バカな！　大作家のエロ知識さえ越えて！」

「創作ゥ！」

　俺と麟りん太た郎ろう氏のやり取りを震えながら聞いていたムラマサ先輩が、耐えかねたように叫ぶ。

「そこは全部、私の創作ゥ！　なんだ!?　文句があるのか！」

　開き直ったように睨にらんでくる。

「……な、ないです」

　バトルラノベのノリでえっちな必殺技を設定するなよとは思う。

　硬質な文体から繰り出される痴漢エロゲみたいな必殺技の数々に、俺はどうしていいかわからないよ。もしもムラマサ先輩と付き合ったり結婚したりしたら、俺は〝鵙落モズオトシ〟をこの身で喰くらうことになるのだろうか……とか、真剣にアホなことを考えてしまう。

　ムラマサ先輩は、俺のそんな考えを、見透かしてしまったようで、

「ば、莫ば迦かっ！」

　俺の頭をしきりに叩たたいてくるのだった。

　まるで紗さ霧ぎりのように。

「もぉぉ！　さっきからなんだこの辱はずかしめはぁっ！　この小説のようなことをマサムネ君としたいかって……そんなのまだ答えられるわけがないだろう！　ノーコメントだっ！　まずは最後まで私の話を聞いてくれっ！」

「……わ、わかったって」

　はあはあと息を荒らげる先輩。彼女はわざとらしくコホンと咳せき払ばらいをしてから、

「さ、さて……ここまでの話で……君は、『なぜ私が、君に読ませる小説を書き始めたのか』と、疑問に思っているだろうな」

「ああ」

「それは……エルフと喧けん嘩かをしたのがきっかけなんだ」

「えっ……？」

　意外な動機が出てきたな。

　しかし以前、確かにエルフは言っていた。





　──ムラマサと喧けん嘩かしたの。……あんたのことで。






　そして、こうも言っていた。





　──あいつなりに色々考えてるんだろーけど、ここで不動とか納なつ得とくできない。

　──だから、わたしはわたしで勝手にやるわ。






　って。その喧けん嘩かをきっかけに、ムラマサ先輩は『和泉いずみマサムネに読ませるための小説を書き始めた』……ということだろうか。

「エルフは、マサムネ君と紗さ霧ぎりの二人に対して、なにもしようとしない私に、強く苛いら立だっているようだった──動かないでいたら、どんどん勝ち目がなくなってしまうのに、おまえは何をしているのか、とね」

　ムラマサ先輩は、親しい友人の顔を思い出しているのだろうか……優しく笑った。

「おかしいだろう？　私は彼女にとって、恋のライバルだったはずなのだが。やつはいつだって、敵に塩を送るのだ。全力で戦えるように。悔いが残らないように。自分にとって最強の敵でいられるようにだ」

　そんで負けたら、大泣きして悔しがるくせにな。

　なんでわたしはあんな余計なことをしちゃったのかって、きっと後悔だってするだろう。

　それを自分でもよくわかっているはずだ。

　それでも、大好きな敵のために、世話を焼かずにはいられない。

　山やま田だエルフは、そんなかっこいい馬鹿なのだ。

「だからね、マサムネ君。エルフを見習って、私も動くことにした。私なりに考えがあって動かずにいたが……宿敵とあんな大おお喧げん嘩かをして……大量の塩を送られて……それでもなお不動ではいられないよ」

　といっても、と、ムラマサ先輩は原稿に目を落とす。

「私にできるのは、小説を書くことだけだ。君にアプローチをするなら、一番得意なことでしようと思った。それで……『君を私に惚ほれさせる小説』を書くことにした」

　ワンパターンですまないな、と彼女は言う。

　この人は以前も、俺と自分をモデルにした、恋愛小説を書いて──愛の告白をしてくれた。

　同じことをもう一度、繰り返したように見えるだろう。

　ただ……

「ただ、以前とは違うと思うぞ。あのとき……『ラノベ天下一武闘会』では、私が書きたいものを好きに書いた結果、あのような内容になっただけ。今度は、最初から目標を定めて書いているのだ。すなわち『君を私に惚ほれさせる』──そのためだけに書いている」

　そこで彼女は、口を閉ざした。

　じっ……と、意味深に、上目遣いで見つめてくる。

　それからぽつりと言った。

「書き途中の未完成品だが……読んでくれたんだろう？」

「あ、あぁ……」

　細い糸で、耳の中をくすぐられているような感覚。

「どうだった？　少しは……くらりとしてくれたかな？」

「…………っ」

　やば……っ。

　これ……とんでもない……！

　読んだのが、未完成品でよかった。初見で完成品を読み切っていたら……どうなっていたかわからない。

　小説に登場する少女と、目の前の彼女が重なって……

　まるで心臓を摑つかまれているようだった。

　俺はいま……以前エルフに全力で誘惑されたときと同等の破壊力に襲われている。

「先輩……俺は……」

「わかっているとも、皆まで言うな。しかし──そうか、そうか。それなりに効果ありということだな」

　こちらに顔を近づけて、にこ、と、笑う。

　ここまでが計算尽くだったなら、彼女はまさに魔性の女性だろうが……

　天然でやっているのなら、それはそれで恐ろしい。

　天然の魔性。彼女なりの、彼女らしい、恋のアプローチ。

　理詰めと感情の両方から全力で攻めてきた、エルフにさえ匹敵する。

　いずれにせよ、ずっと目を合わせているのはまずい──俺は、さっと目をそらす。

「マサムネ君、私がこの小説を最後まで書き上げたら……改めて読んでくれないだろうか」

「………………」

　即答できなかったのは、先輩のお願いを聞き届けたとき、耐え切れるかわからなかったからだ。それでも答えは決まっていた。

「もちろん。読ませてもらうよ」

　俺には好きな人がいて、彼女の想おもいを受け入れることはできない。

　だからこそ、しっかりと受け止めて、答えを返さなくては。

　そう思うのだ。

「そうか、よかった。君なら、そう言ってくれると思っていた」

「楽しみにしてる。色んな余分な感情とか抜きにしても……めっちゃ面白かったから。続きが読めなくて、すでに辛つらいくらい」

　それとなく急せかしてみると、先輩は照れたように首をかく。

「…………嬉うれしい。……ただ……この続きを書くにあたって、ひとつだけ問題があって……だな」

「問題？」

「ああ、実は──」

　先輩が、『彼女が抱える問題』について話そうとした、まさにそのとき。

　がらっと襖ふすまが開き、神楽かぐら坂ざかさんが現れた。

「皆さん、店屋物が届きましたよ！　そろそろお昼ご飯にしませんか！」




　舞台は引き続き、梅うめ園ぞの邸の客間。広い畳敷きの和室だ。俺たちは木製のテーブルを挟んで、皆で昼食を摂とることになった。

　俺の真向かいに麟りん太た郎ろう氏が座り、その隣にムラマサ先輩。

　俺の隣に神楽かぐら坂ざかさん、という席順である。

　いかにも高そうな寿す司しが、テーブルの上できらきらと光っている。

「そういえば……神楽かぐら坂ざかさんがどうしてここにいるんです？」

　重要度が低いので後回しにしていた疑問を、ここで聞いてみる。

　神楽かぐら坂ざかあやめ。俺とムラマサ先輩の担当編集にして、梅うめ園ぞの麟りん太た郎ろうにとっては、恩人の娘であるらしい。そんな彼女は、いっさいの遠慮なく、ウニの軍艦巻きを美お味いしそうに食べている。

　口の中のものを食べ終え、お茶を一口飲み、さてとばかりにようやく返事をした。

「よくぞ聞いてくれました、和泉いずみ先生。実は私、ムラマサ先生の恋愛相談に乗っていたんです」

「か、神楽かぐら坂ざかさんっ……その件は黙っていてって言ったのにっ」

　あわあわと慌てる先輩。

「んー、さすがにもういい加減バラしちゃいましょうよムラマサ先生。和泉いずみ先生、ほら、覚えていますか？　以前作家さんたちが、『ラノベ天下一武闘会』の打ち上げを企画したときのことです。和泉いずみ先生が、『ムラマサ先生の連絡先を教えて欲しい』って私に電話してきたことがあったじゃないですか──」

「ああ、ありましたね」

　あのときは、なぜか先輩が神楽かぐら坂ざかさんの隣にいたらしく、すぐに電話を代わってもらえたのだ。

　ずっと不思議に思っていたのだが……まさか。

「お察しのとおり、アレは恋愛相談のために、編集部に来ていただいていたんです」

　──そうだったのか。一年ぶりくらいで謎が解けたな。

「というか、そんな用事でもない限り、ムラマサ先生は編集部になんて来てくれませんからね。助かりましたよ、実際。恋愛相談に乗ってあげることを餌に、色々と仕事をしてもらうことができました」

　堂々と言うからなあ。黙っておけよ、そういうことは。

「今日もその一環で、ムラマサ先生に編集部まで御足労いただいたんです。ついでに新作のハードカバーについての打ち合わせも少し」

「ハードカバー？」

「はい、せっかくなので一般向けで出したいなと。今作は内容がラノベっぽくないですしね」

　ああ……アレ、ラノベとして出すつもりじゃないんだ。

　さっき麟りん太た郎ろう氏も少し言っていたが、一般の賞を狙うつもりなのかもしれない。

　──なんか、本当に獲とってしまいそうで怖いな。

「で、そろそろ親御さんに許可をいただこうかな、と、こうして千ち葉ばの田舎まで馳はせ参さんじたわけです」

　よほど寿す司しが美お味いしいのか、神楽かぐら坂ざかさんはいつになく上機嫌だ。

「それなんだがね」と、麟りん太た郎ろう氏が切り出した。

「娘の新作を、本にするのは反対だ」

「ええ!?　なぜですか！　絶対名作間違いなしですのに！　梅うめ園ぞの先生！　先日は、『出版することに問題はない』とおっしゃっていたでしょう？」

　神楽かぐら坂ざかさんが、今日初めて狼ろう狽ばいした。

　麟りん太た郎ろう氏が、腕組みをして彼女を見る。

　先ほど彼は、俺に対してこう言いかけていた。





　──出版しても問題ない。ないが……






　あの台詞せりふの続きだろう。

「……娘の恋文を、世間に晒さらすわけにはいかんだろう」

　それはきっと、作家としてではなく、父親としての意見だった。

「だから面白いんじゃないですか！　それが文学でしょう！　梅うめ園ぞの先生ともあろう方のお言葉とは思えません！」

　必死である。

　こいつ俺の作品がピンチになったときも、このくらい全力でかばってくれんのかな。

「いいですか梅うめ園ぞの先生！　あの小説は──」

　神楽かぐら坂ざかさんは、勢いよく立ち上がり、ムラマサ先輩の顔をビシリと指さす。

「近い将来、少女の手痛い失恋を糧かてに生まれるであろう新作小説は！　きっと──いいえ、必ずや千せん寿じゆムラマサの最高傑作になることでしょう！」

「神楽かぐら坂ざかさん！　いま私について聞き捨てならないことを言わなかったか!?」

　担当編集の顔を指さし返し、猛烈なツッコミを入れるムラマサ先輩。

　なるほどな……

『恋愛成じよう就じゆは作品に悪影響を与える』『失恋は作家にとって糧かてになる』──そんな持論を語っていた神楽かぐら坂ざかさんが、どうしてムラマサ先輩の恋愛相談に乗るなんてことをしていたのか。

　その大きな理由がこれだ。ようするに……

　──ムラマサ先輩が絶対に失恋すると確信しているんだな、この人。

　だから気楽に応援できるんだ。自分が損することがないと理解している。

　その見立てはとても正しい。

　俺には、先輩以外に、好きな人がいるのだから。

　紗さ霧ぎりがいる以上、ムラマサ先輩は必ず失恋するだろう。

　俺たちの人間関係を、一歩も二歩も離れて俯ふ瞰かんしている神楽かぐら坂ざかさんは、そのあたりのことをよくわかっているのかもしれない。もしかしたら、当事者である俺たち以上に。

　──なんとなく、しゃくだけど。

「どういうことだ神楽かぐら坂ざかさん！　貴方あなたは私の協力者ではなかったのか！　だからマサムネ君にだけ読んでもらおうと思っていた小説を読ませたのに！」

「もちろん協力者ですよ！　私はいつだって、作家の──ムラマサ先生の味方です！」

　いけしゃあしゃあと言い放つ神楽かぐら坂ざかさん。

「いまのはちょっとした言葉の綾あやですのでお気になさらず。……ただ、まあ、現状、ムラマサ先生が、ほんのちょっぴり分が悪いとは思っていますよ」

「……………………」

　納得していない様子のムラマサ先輩。

　神楽かぐら坂ざかさんが握り拳で力説する。

「だからこそ！　逆転の目を出すためにも、あの新作を本にすることが必要なんです！」

　何年か一緒に仕事をしてきてわかったことだが。

　神楽かぐら坂ざかさんは、結論ありきで喋しやべるので、よくこういう強引なまとめ方をする。

　麟りん太た郎ろう氏は、冷静に答えた。

「なにが『だからこそ』なのかよくわからんね。和泉いずみ君に、娘の新作小説を最後まで読ませる──これはわかる。それが娘なりのアプローチなのだから。私としても応援したい。……しかし別に、本にする必要はなかろう。恋文として、直接和泉いずみ君本人に読ませればいい」

「ぐぬぬ……やりにくい……和泉いずみ先生ならこれで言いくるめられるのに」

　考え込む神楽かぐら坂ざかさん。もしかして、俺ってちょろいのだろうか。

「で、では！　ではせめて、ムラマサ先生の新作が完成したら──梅うめ園ぞの先生も読んでみてください！」

「……途中まで読んでおいてなんだが。娘の恋文を盗み読むのは気分がよくないな」

「でも気になるでしょう？　あんな冴さえない男へのラブレターですよ！」

　冴さえなくて悪かったですね。本人目の前にいますよ。

「……それはもちろん、気にはなるが」

「ではぜひ読んでみてください！　そうすれば、きっと気が変わります！　これを発表せずに封印するなんてできないとね！　なにせ、世紀の大傑作になるはずですから！」

「……保留だな。そんな話は、作品が完成してからすればいい」

「わかりました。いまは引き下がりましょう」

　熱意を引っ込めて、その場に座る神楽かぐら坂ざかさん。

「しかしそういうことでしたら、次の話をしなければいけませんね」

「次の話、かね？」

「はい。和泉いずみ先生がここにいてちょうどよかった。これは梅うめ園ぞの先生ではなく、和泉いずみ先生への話ですから」

「え、俺？」

　自分の顔を指さす。

　と、そこでムラマサ先輩が言った。

「では、私から言おう。先ほど彼に言いかけたことでもある。──私がいま書いている新作小説だが……執筆を続けるにあたって大きな問題があるんだ」

　んん、と、咳せき払ばらいをしつつ顔を赤らめ、

「恋愛小説を書いているのに……私は男性と……その……付き合ったことがないんだ」

「あ、あぁ……」

　そりゃそうだろう。見てのとおりである。

　もしもムラマサ先輩と付き合って別れた──そんな勇者が過去にいたとしたら。

　彼はすでに生きてはいないだろう。

　重すぎる女性なのだ。

「マサムネ君、君の言いたいことはわかる。男女交際をしたことがないからこそ、現実を越えた理想の恋愛を描くことができる──そういう向きもあるだろう。かつての君が、女性と付き合ったこともないくせにラブコメ小説を書いていたようにな」

「それはいいだろ別に！」

　未体験のことだって書くよ！　作家なんだから！

「しかし聞いてくれマサムネ君。私がいま目指しているのは、『想像で書く恋愛』と『経験で書く恋愛』、一編の小説の中で両方を描写することなのだ。君にも読んでもらった前半で、『私が想像する恋愛』を、登場人物の関係が激しく動いていく後半で『実際の経験を基にした恋愛』を書いていくつもりなんだ」

「…………な、なるほど」

　俺が読んだ前半は、先輩の想像のみで書かれた恋愛描写だった──そう言われてみると、色々と納得できる。〝鵙落モズオトシ〟とかも含めて。

「前半部分は『いまの私』にしか書けないし、後半部分は『未来の私』にしか書けない。私が書こうとしている小説は、生涯に一度しか創ることのできないものなんだ」

　ムラマサ先輩は、ただ話しているだけなのに、熱が入りすぎたからだろう──汗をかき、息が上がっていた。彼女は胸に片手を置き、乱れた呼気を辛かろうじて整え……

　そうして、想おもいを言葉にする。

「それを、読者キミに届けたい。いまの私と、未来の私の合作──生涯一度きりの恋を、生涯一度きりしか書けない物語として、書き上げたいんだ」

　波は濤とうのような情熱を真まっ直すぐぶつけられて、めまいがしてしまう。

　少しでも油断したら、魂をもっていかれてしまいそう。

　至高を目指す作家、千せん寿じゆムラマサ。

　恋する女の子、梅うめ園ぞの花はな。

　彼女たちは、これからすべてをかけた一撃を放とうとしている。

　いま俺がぶつけられている灼しやく熱ねつは、その予備動作。

　充塡されつつあるエネルギーの余波にすぎない。

　作品が完成し、〝本体〟をぶつけられたとき……俺はどうなってしまうのだろう。

「………………」

　なんとしても読んでみたいという同業者としての想おもいと、恋をぶつけられる対象としての恐れが、俺の中で衝突を繰り返していた。

「………………すごい小説に…………なりそうだな」

　辛かろうじて口に出せたのは、陳腐な台詞せりふ。

　実際、他に言葉がない。

　千せん寿じゆムラマサが、生涯一冊しか書けない小説。

　それはもしかすると……彼女にとっての『世界で一番面白い小説』に届くものなのかもしれなかった。

「……マサムネ君、私の執筆に、協力してくれないか？」

「それは……先輩と不倫しろってことか？」

「君は結婚しているわけではないだろう」

「結婚してなくたって不倫だろ」

　倫理から、外れている。

「………………」

　これはムラマサ先輩が、あの巨大すぎる夢を叶かなえる、千載一遇の好機なのかもしれない。

　それでも……。

「言っておくが、フリでもダメだぞ。俺は、紗さ霧ぎりと付き合っていて、婚約もしているんだから」

　俺はそう答えるしかない。

　ショックを受けると思いきや、先輩は薄く笑って、首を横に振った。

「そんなことは言わないさ。……ただ、ひとつお願いがあるんだ。それを君が叶かなえてくれたなら、私は、きっと素敵な小説が書けると思う」

「俺にできることなら、なんでもするよ」

　紗さ霧ぎりの幸せを損なうようなことはできない。

　そういう意図で言った。先輩は、こくりと頷うなずく。

「わかっているとも。私の君へのお願いは──」

　これから生涯一度の恋愛小説を書こうという、彼女のお願いは、




「──もうすぐ文化祭があるんだ。私と一緒に、回ってくれないか？」




　とても女の子らしいものだった。

　ラブコメらしい、青春らしい、学生らしいものだった。

　ただ……

「……そんなことでいいのか？」

　てっきり、もっとすごいことを頼まれると思っていた。

　なんというか……拍子抜けした。

　果たしてその程度の『付き合い』で、恋愛描写の糧かてになるのだろうか。

　その経験で──生涯一度の恋愛小説を書くことができる『未来の千せん寿じゆムラマサ』に、なることができるのだろうか。

「そんなことがいいんだとも。……頼むよ、マサムネ君」

「頼まれたよ、先輩。俺にできることで、協力する」

　そういうことなら。

　断る理由は、もはやなかった。
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「──ふーん。それで、ほいほい文化祭に行くことになったんだ。ふぅぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん」

　俺が梅うめ園ぞの邸に呼び出された、当日の夕方。

　リビングで妹に事情を説明する、俺の姿があった。

　俺たちはソファに並んで腰かけ、会話をしている。最近、紗さ霧ぎりと付き合うようになってから、見られるようになった光景だ。

「ほ、ほいほいって……そんな言い方しなくても……」

「だって……ムラマサちゃんは、ぜったい兄さん狙いで誘ったもん。兄さんには婚約者である私がいるのに……らぶらぶなのに……そんな小説書いちゃうとか……うぅ[image: ～][image: ～]」

　紗さ霧ぎりの婚約者アピールがすごい。

　なおムラマサ先輩の書いた小説の内容は、すでに紗さ霧ぎりに伝えてある。

「作品のためってのも噓うそじゃないんだろうけど……ぜったい……それだけじゃない」

　卓上には、たったいま買って来たばかりのモンブラン。

　紗さ霧ぎりはそれを、やや乱暴にフォークですくい、パクパクと口に運ぶ。

　ごくんと飲み込んでから、唇を尖とがらせる。

「兄さんも私がヤだってなるのわかってたから、ケーキでご機嫌取ろうとしてるんでしょ。……こんなのでごまかされないもん」

「……………………」

「…………私だって……好きな人と文化祭を回りたいのに……」

　妹で、恋人で、婚約者。

　そんな紗さ霧ぎりは、俺が梅うめ園ぞの邸で引き受けてきた文化祭行きに、思うところがあるらしい。

　いや、こんな言い方はよくないな。

　仮に立場が逆で、紗さ霧ぎりが、紗さ霧ぎりに思いを寄せる男から『文化祭を一緒に回って欲しい』と頼まれ引き受けてきた──そんな状況だったなら。

　俺だって不機嫌になるだろう。当たり前のことだ。恋人同士なんだから。

　さっきムラマサ先輩には、『そんなことでいいのか？』と言ったが。

　紗さ霧ぎりにとっては当然『そんなこと』じゃない。そのあたり俺の認識が甘かった。

　恋人のいる男性として、隙があると責められても仕方がない。

「もう……兄さんは、軽率すぎっ」

　紗さ霧ぎりの様子を見て、改めてそれに気付いた。

　俺は、声に誠意を乗せて、

「そう……だな。ごめん、紗さ霧ぎり」

「え……」

　すると紗さ霧ぎりは、素直な謝罪にびっくりしたのか、怒りを慌てて引っ込める。

「べ、別にそこまで怒ってないから……」

　しゅんとした声の調子で、不安なのを我慢しているんだなとわかる。

　だから俺は、「ごめん」ともう一度詫わびた。

　心を込めて。

　紗さ霧ぎりは、うつむいたまま続ける。

「……ほんとに怒ってない。ムラマサちゃんの気持ちもすっごくわかるし……兄さんが、そのお願いを聞いて、どんなふうに思ったのかも……想像できるし」

　どうやら俺たちは、お互いに相手のことを考えていたらしい。

　相手がどう思ってこんなことをしたのか、想像を巡らせていた。

「だから、ゆるす」

　紗さ霧ぎりはきっと、俺が一番欲しい言葉を選んで言った。

　本当は、婚約者が他の女性からアプローチを受けていることが、とてもイヤなはずなのに。

「文化祭のことは、あとで相談しよ」

「ああ、わかった。ありがとう」

　それから、

「あと、私にも例の小説読ませてね」

「[image: え]」

　あんまり欲しくない言葉も付いてきた。

「……れ、例の小説って……もしかしなくても、ムラマサ先輩が書いた──」

「そう、不倫小説」

　……そう表現するとすさまじいな。

　むしろ文学的な響きさえ覚える。

　俺たち同様、小説内の登場人物も、婚約しているだけで結婚しているわけではないのだが。

　倫理にもとるという意味では、不倫だろう。

「例の不倫小説、すっごく面白いんでしょ？　しかもムラマサちゃんや兄さんがモデルのキャラが出てくるんでしょ？　もしかしたら、私っぽいキャラも出るのかな？」

「そ、そうだけどさ……」

　ちなみに紗さ霧ぎりっぽいキャラは出ない。いや、キャラクターの立ち位置としては、もちろん相手の男の『婚約者』が登場するけども、紗さ霧ぎり本人には似ていない。

　引きこもりでもないし、イラストレーターでもない。

　義理の妹でも、パジャマの似合う世界一の美少女でもない。

　まあ、紗さ霧ぎりってラノベキャラ並みに設定もりもりなところがあるからな。

　先輩の書く小説にとって不要な設定は、パージされているのだろう。

　紗さ霧ぎりをそのままモデルにしてしまったら、主人公である女の子に勝ち目がなくなってしまうから──というのは、さすがに考えすぎだろうか。

　まあ、先輩の小説はさておき。

　俺にとって、紗さ霧ぎりは最強のヒロインだ。そんな彼女は、キランと瞳を輝かせて、

「それにっ！　ムラマサちゃんが書いたのって、えっちな小説なんでしょ!!」

「…………………………」

　なんで女の子と話していて、俺が先に顔を赤らめなくちゃいけないんだ。

　目をらんらんと輝かせて嬉うれしそうにしているし……マジでエロマンガ先生だよこいつは。

　紗さ霧ぎりは両拳を握りしめて、力強く宣言する。

「ぜったいに読む！　読むったら読む！」

「……言ってしまえば、俺が浮うわ気きしてムラマサ先輩とどすけべえっちするエロ小説なんだけど……それでも読むの？」

「だからこそ読むのっ！　……うぅ……っ……ふぉぉ……」

　目をきつくつむって力を溜ためる紗さ霧ぎり。

「ムラマサちゃんの自作えっち小説とか、単語だけですごいえろい」

「たまに思うんだけど、おまえって本当に女の子か？　実は精神だけおっさんだったりしない？」

「失礼な！　えっちなことに興味を持つのは、イラストレーターとして当たり前のたしなみだから！」

「絵じゃなくても？」

「なんでも。うまく言えないけど……なんでこれはえっちなのかな、どきどきするのかなって、常に探究をしていかなきゃいけないの。そうしないと、えっちなイラストは描けない」

　紗さ霧ぎりは、真面目な顔と声で訴える。

　おお……なんかかっこいいぞ。言っていることも納得できる。

　創作者としての本心でもあるだろう。

　なのにどうしてかな。

　エロマンガ先生、自分がえっちなのをごまかすために言ってるんじゃね？

　って、思ってしまうのは。

　紗さ霧ぎりは掌てのひらを上向きにして、こちらに差し出す。

「だから見せて。ムラマサちゃんのえっち小説」

「えっちがメインの小説じゃないからな？　いまの台詞せりふを先輩が聞いたら、大変なことになるからな？」

「いいから見せてっ！　ムラマサちゃんのどすけべえっち小説、みぃーるぅーのぉーっ！」

「ああもう！　ううむ……」

　エロマンガ先生モードの紗さ霧ぎりに詰め寄られた俺は、それでも小説を渡すのを渋っていた。

　現物は印刷済みのものを持ち帰っているから、いますぐ紗さ霧ぎりに渡すことはできる。

　けど、内容が内容だからな……。

　書き途中の現時点で、すでに大傑作の予感があるが、正直なところ、紗さ霧ぎりに読ませたいものじゃない。理由は梅うめ園ぞの邸で、麟りん太た郎ろう氏と話したとおりだ。

　もちろん仮にアレが出版されたとして、世間一般から、いかがわしいエロ本のように扱われることはないだろう。

　むしろ高尚な芸術作品であるかのように売り出されるはずだ。


　──若き鬼才、千せん寿じゆムラマサによる衝撃作！

　──禁断の恋を描いた問題作！



　とかいってな。

　図書室に平気で置かれたり、はては学校の教材にされたりするかもしれない。

　実際は、ソフトなえっちシーンくらいしかない萌もえラノベなどよりも、万倍いかがわしく有害なのにだ。

　少し話がそれたが、出版社の売り出し方や世間一般からの評価とは関係なく、俺はムラマサ先輩の書いたあの小説はすこぶる有害だと思っているし、紗さ霧ぎりにはあまり読ませたくない。

　と──そんなことを、目をつむって考えていた。

　目を開けると、

「ふむふむ……へぇ、キャラ設定は現実とけっこう変えてるんだっ」

「油断も隙もないなおまえ！」

　ちょっと目を離した隙に、俺の鞄かばんから勝手に出して読んでやがる！

　同人誌のときといい、今日といい、紗さ霧ぎりのエロへの執着心は半はん端ぱじゃない。

　さすがエロマンガ先生と名乗っているだけのことはある。

　紗さ霧ぎりに読ませるべきか否いなか、さんざん悩んでいたってのに──

　俺の悩みを、すべて吹き飛ばしおって。

　こいつのせいで、アニメになったらまたＢＰＯにチクられるじゃないか。

「おぉ……ふぉう……ふぉうふぉうふぉう」

　へんてこな鳴き声を出しやがって。

　紗さ霧ぎりは、カーペットの上に四よつん這ばいになって、例の小説を読みふけっている。

　もうこうなってしまえば、無理やり原稿を奪うわけにもいかない。

「ふーっ、ふーっ、ふーっ」

　鼻息荒い婚約者に、やや引きながらも……大人しく見守るしかなかった。

　紗さ霧ぎりが小説原稿を読むところを見たのは、これで何度目だったか……。

　思い出すのは一度目、和泉いずみマサムネが山やま田だエルフと勝負したとき。

　後に『世界で一番可か愛わいい妹』の原型となったあの原稿を読んでもらったときのことだ。

　まるで愛の告白のような小説を、彼女は恥じらいながら読んでくれた。

　紗さ霧ぎりが一枚一枚原稿の頁ページを繰るのを、ドキドキして眺めていたっけ。

　いまも眺めていて、ドキドキする。

　ちょっと違う意味で、だが。

「ふぉぉ……くぉぉ…………」

　と、道で拾ったエロ本を読む男子中学生みたいな顔で、ページを繰る紗さ霧ぎり。

「ふぅ……ふぅ……」

　小説内容に負けず劣らず、いかがわしい絵面であった。

　……妙な背徳感があるな。

　俺、このまま眺めていていいのだろうか。
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　彼女は時折悶もん絶ぜつしたり、ぎゅっと目をきつくつむったりと、仕草に出るほどのリアクションをしながら原稿を読み続けている。

　いまの状況で言うのもなんだが。

　自分の書いた本が、こんなふうに読まれていたら、きっと嬉うれしいだろう。

　やがて、三十分ほども過ぎた頃だろうか。

　依然としていかがわしい感じで原稿を読んでいた紗さ霧ぎりが、がば！　と、顔を上げる。

「兄さん！　ムラマサちゃんの小説、読み終わった！」

「あ、あぁ……そっか」

　どうにも反応に困る。なんと言えばいいのだろう。

　原稿を読み終えた相手にかける言葉といえば、ほぼ決まっているのだが……えっち小説を読み終えた妹にそのまま適用していいかというと、難しい問題である。

　悩んだが、結局こう聞いた。

「ど、どうだった？」
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　紗さ霧ぎりは、口内で言葉をさまよわせているようだ。

　ちなみに俺の率直な感想は、自分が主要人物のモデルになっていることもあって、

『滅め茶ちや苦く茶ちやえろかったです』だったわけだが。

　紗さ霧ぎりにとってはどうだったのだろう？

　本人と似ていないとはいえ、立ち位置の近い登場人物が出てくるのだ。

　感情移入とか、してしまったのだろうか……？

「えっとね……主人公の女の子が、ムラマサちゃんで、婚約者のいる男の子が、兄さんで……私たちの関係がモデルになってるんだなって思うと……」

　俺は、じっと婚約者の感想を待った。彼女が小説を読んで……傷ついてしまったのなら、適切な言葉を選んでかけてやらなければ、と。

　紗さ霧ぎりは──

「浮うわ気きえっちシーン、すごいこうふんする」

「えええ!?」

　なんか変なことを言い始めた。

　完全に、こっちの予想の斜め上に吹っ飛んでいきやがった。

「ふぅ……ふーっ……ふぉぉ……！」

　カーペットに寝そべっていた紗さ霧ぎりは、立ち上がり、ソファの上に飛び乗った。

　そんでもって、雄々しく胸を張り「うぉぉ！」と、吠ほえる。

「……こっ、この未知の感覚はなに？　兄さんが私以外の女の子とえっちなことをしているシチュって、想像するだけで胸が痛くて……苦しくて……なのに……はぁ……すっごくドキドキする。うごご……この気持ちはいったい……」

「紗さ霧ぎり！　そっちに行くな！　戻ってこられなくなるぞ！」

　だから有害だって言ったのに！

　ムラマサ先輩のせいで、紗さ霧ぎりが……紗さ霧ぎりが────……

　変な性癖に目覚めつつある！

「くっ……まさかムラマサちゃんに、新しいえっち奥おう義ぎを教えられるなんて……。ふわぁ……千せん寿じゆムラマサ先生って、こんなにすごい小説の先生だったんだっ……えっちなのはカラダだけじゃなかったんだっ……はぁ……天才」

　うっとりとトロける紗さ霧ぎり。

　千せん寿じゆムラマサ先生を、まるで『寝取られ伝道師』であるかのように崇あがめていやがる。

「これからはムラマサ師匠……ううん！　ムラマサ神って呼ばなきゃ！」

「泣くからやめとけ」

　あの人、絶対そんな意図で書いてないもの。

　アレは別に巧みなえっちシーンで読者を興奮させようとか、新しい性癖の扉を開いてあげようとか、そういうものではない。

　本人いわく──和泉いずみマサムネを惚ほれさせるための小説。

　梅うめ園ぞの麟りん太た郎ろういわく──対象読者だけに、百倍威力の読書体験をさせる洗脳小説。

　重ねて言うなら、対象読者ではないが当事者ではある紗さ霧ぎりは、作者の意図と違うかたちで、強い影響を受けてしまったのだろう。

　その結果。

　紗さ霧ぎりにとって、千せん寿じゆムラマサ先生は、新性癖の扉を開く導師になってしまった。

　寝取られ描写に大興奮している紗さ霧ぎりは、しかしそこで、がらりと声のトーンを落とした。




「ここまでが、えっちなイラスト描きとしての感想」




　そう。

　ここからは、紗さ霧ぎりの感想になる。

　彼女は真剣な表情になって、

「この小説、ムラマサちゃんからの宣戦布告と受け取った」

　お……おいおい、いきなり物々しいな。

「もちろん向こうにはそんなつもり、ちっともないんだろうけど。この小説って、ムラマサちゃんが恋愛についてどう考えてるのか──書いてあると思う」

　と、紗さ霧ぎりは言って目を細める。

　……美少女が怖い表情をすると、迫力あるよな。

「ええと……紗さ霧ぎり？　小説に書いてあることがイコール作者の考えとは限らないぞ」

　俺は、創作物に対して読者が抱く『よくある勘違い』について言及してみたが、ムラマサ先輩の場合、自分の考えをそのままキャラに喋しやべらせているような気もする。

　特に今回のような、バトルのない恋愛モノでは。

「宣戦布告って言ったけど……ムラマサちゃんって私のこと、恋こい敵がたきとか思ってないよね。この小説を読んでると、すごくそう感じる。主人公の女の子が考えてるのは、相手の男の子のことだけで──他はどうでもいいんだなって」

「それは……言いすぎじゃないか？」

　自分の発言とは裏腹に、俺は紗さ霧ぎりの意見に一定の説得力を感じていた。





　──言うほど不利か？






　先輩の言動を振り返ってみると、確かに、俺の婚約者である紗さ霧ぎりのことを、大きな障害だとは捉えていないような節が見られる。





　──いまは紗さ霧ぎりのことが好き。それだけのこと。






　彼女が気にしていたのは、紗さ霧ぎりではなく、





　──エルフと喧けん嘩かをしたのがきっかけなんだ。






　不利を承知で発破をかけてきたエルフのことと、





　──君、以前よりも……私のことが好きだろう？






　俺に、以前よりも好かれているかどうか。

『自分の恋愛』が、前に進んでいるかどうか、だった。

「ん……と。……ムラマサちゃんは、私のこと……きっと友達だって思ってる。ちゃんと私のこと、好きだと思う。──でも、だからって、紗さ霧ぎりの婚約者を取っちゃ悪いなとか、友達のために身を引こうとか、そういう余分なことはチラリとも考えないよね？」

「まったく考えないだろうな」

　まず最初に、自分の最上位目的のために真まっ直すぐ進む。

　わき目も振らず、夢に向かって突進する。

　その道中。友情が壊れようが、誰に憎まれようが、己の行動で世界が滅びに向かおうが。

　一顧だにせず初志貫徹し、目標を完遂するだろう。

　すべてが成ったあとで、夢を叶かなえたあとで、勝利したあとで。

　そこで初めて、他のことに目を向けるだろう。

　勝ってから悩む。

　そういう人だ。

　偉業を遂げる英雄の器というか。ＲＰＧのラスボス気質というか。

　我が生涯に一片の悔い無しというか。

　悪役側に設定されがちな性格ではある。

　一方で、

「エルフちゃんは、『私のことも幸せにする』ってゆってた」





　──マサムネも、紗さ霧ぎりも、私は好きなの。

　──だからどっちも手に入れるわ。

　──この私が、あんたたち兄きよう妹だいを、きっと幸せにしてあげる──






「そうだな……先輩とエルフは……完全に逆だ」

　あまりにも恋愛のスタンスが違いすぎる。

　恋愛観どころか、人生観すら違いすぎる。

　そりゃ、喧けん嘩かにもなるわ。むしろ、あいつらよく友達やれているな。

「だから私にとって、強敵なの。エルフちゃんも、ムラマサちゃんも、やり方は違うけど……二人とも……恋に全力だから。誰にも負けるつもりはないけど……誰にも正まさ宗むねを渡すつもりなんかないけど……」




「ムラマサちゃんには、特に負けたくない──

　ムラマサちゃんには、ぜったいあげない！」




　紗さ霧ぎりは、そう宣言した。

　かつてと同じ台詞せりふを、より強い意味で口にした。

「こほん、というわけでっ」

　俺の隣に座っていた紗さ霧ぎりが、ぴょん、と俺の膝上に飛び乗ってきた。

　ちょうど、子供が甘えるような体勢。

「お、おい……紗さ霧ぎり……？」

　婚約者を椅子にして座る紗さ霧ぎりは、そのまま上を向く。

　そうして俺と目を合わせて、くすっ……と、無邪気な小悪魔のようにささやいた。

「兄さんには、私のこと、もっともっと好きになってもらうから。ムラマサちゃんがどんなに魅力的でも、なりふり構わず攻めてきても。この小説みたいには、させないもん」




　紗さ霧ぎりによる、初めての誘惑が始まった。

　恋人同士になってから……婚約者になってから……

　それなりに仲なか睦むつまじい時間を共に過ごしてきたとは思うが、ここまで直接的な誘惑を、向こうからされたのは初めてだった。

　もちろん、ただ婚約者の膝上に座っただけではある。

　仲のいい兄きよう妹だい間かんでも見られる行為だし、誘惑と呼ぶには大人しすぎる。

　────と、紗さ霧ぎりはそう思っているのだろう、きっと。

　いちゃいちゃ感の強い行為ではあるけれども、えっちな要素は薄いつもりなんだろう。

　恥ずかしがり屋の乙女さぎりが、勇気を振り絞って敢行した……初めての誘惑。

　客観的に見れば、幼稚な誘惑だ。

　しかし。

　俺にとっては、そうじゃなかった。

「……………っ」

　俺は、密着された感触と、すぐそばから香る好きな人の匂いに、内心悶もだえてしまう。

　くらくらする……油断したら、理性を失ってしまいそうなほどに。

　というかこいつ、自分が軽くでも誘惑すると、どれだけの破壊力になるか──

　絶対わかってないだろ！

『もっと好きになってもらいたい』とか『婚約者に甘えようっと』とか──

　その程度の意識でコレをやっているだろ！

　認識が甘いし無防備すぎる！

「さ、紗さ霧ぎり！　紗さ霧ぎり！　ちょ……離れてくれ……！」

[image: ]

　髪から甘い香りが漂ってきて……膝と胸に柔らかな感触が……っ！

「やだ。ゆったでしょ？　兄さんに……私のこと、もっともっと好きになってもらうって」

「俺のおまえへの好感度は、すでにカンストしてるんだよ！　くっつかれたってこれ以上好きにはならない！」

「そんなことないもん。兄さんは、もっと私のことを好きになるべき」

「膝の上で身じろぎしないで！」

　死んでしまう！　紗さ霧ぎりへの好感度が、限界突破してしまう！

「も、もぉっ！　兄さん！　そんなに慌てられると、私がえっちな子みたいでしょっ？」

「この期に及んで、自分はえっちじゃないって言い張るつもりか！　いまのおまえは、身も心もエロマンガ先生だよ！」

「そんな名前のひとはしらないっ！　もうっ、いつになったら文化祭の相談を始められるの!?」

「この体勢のままで会話を続行するつもりかよ！」

「ムラマサちゃんが本気出してきたんだから、こっちだって負けてられないもん」

「俺は紗さ霧ぎりのことが好きなんだから、先輩が本気出そうが関係ないって！」

「むぅ……兄さんのことは信じてるけど……」

「けど、なんだよ？」

「心配なの……」

　ぼそりと呟つぶやく紗さ霧ぎり。ぽっ、と、頰を赤らめて、

「……信じて送り出した兄さんが、文化祭で落とされてえっちなビデオレターを送って来るかもしれないって」

「一ミリも信じてねえ！」

　どれだけ俺は信用ないのだろう。そしてこいつの中で、ムラマサ先輩はどれだけエロの達人になっているんだ。

　そんな爆弾発言をした直後だというのに、紗さ霧ぎりはキリッと真面目な声で言う。

「とにかく、兄さんのことは信じてる」

「本当かよ。中学生女子とは思えない、高度な寝取られシチュを想像してたくせに」

「信じてるけど！　念には念を入れて、浮うわ気き防止対策を講じるっ！」

　強引に押し切ってきた。

　浮うわ気き防止対策て。

「じゃあ、改めて『ムラマサちゃん対策会議』を始めます」

「はい」

　もう好きにしてくれ。

　諦めて流れに身を任せると、紗さ霧ぎりは俺の膝上で、上機嫌に話し出した。

「兄さんがムラマサちゃんの学校の文化祭に行く件だけどね」

「あれは……一度引き受けたことだけれど、改めて断るつもりだ」

「行ってきていいよ」

「……いいのか？」

　ビデオレターを送ってくるかもしれないんだろ？　おまえに言わせると。

「いいよ。でも……条件がある」

「条件？」

「うん……あんな小説を読んじゃったら……二人きりで文化祭なんて行かせられないもん」

　と、紗さ霧ぎりは俺の膝上で、猫のように背を丸める。

「それに……私も……ムラマサちゃんのお願いを聞いて……うらやましくなっちゃって……だから……その、ね？」

　紗さ霧ぎりは、小さな声で〝おねだり〟をする。

「文化祭……みんなでいこ？」

「エルフとか──めぐみとかを誘って？」

「うん……だめ、かな？」

「……そう来たか」

　ふむ……俺に、『紗さ霧ぎりの〝おねだり〟を聞いてあげない』という選択肢は、最初からないのだが。

「紗さ霧ぎり……ちなみにその『みんなでいこ』ってのは……」

「私も行く、ってこと」

「外に出て？」

「そんなわけない」

　だよな。例のごとく、タブレット参加──ってことだろう。

　さすがに学校の中をずっとタブレットを持って回る……ってのは、無理だろうけど。

　多少なりとも、紗さ霧ぎりに文化祭を体験させてやりたいとは思う。

　紗さ霧ぎりは、文化祭という単語を聞いて……自分も行きたくなったのだろう。

　そうだよな……学校のイベント……おまえも、行ってみたいよな。

　友達と、一緒に。

　恋人と、一緒に。

　もちろん、俺とムラマサ先輩が二人で文化祭に行くのを、防ぎたいっていう想おもいもあるのだろうけれど。きっと、それだけじゃない。

　だから、

「きっとね……ムラマサちゃんは、文化祭で、『みんな』と同じ気持ちを味わってみたいんだと思う。あの恋愛小説の続きを書くために」

　この台詞せりふは、自身の想おもいを投影したものだろう。

　みんな──普通の女の子のような、体験をしたい。せめて、一日だけでも。

　紗霧じぶんは、普通じゃないから。

　きっと……ムラマサ先輩と、同じように。

「私も、あの小説の続きは読みたいし、ムラマサちゃんとは友達だし……私は……ムラマサちゃんほど、余分なことを捨てられないから」

　紗さ霧ぎりは、エルフほど敵に塩を送ることはしない。

　けれど、ムラマサ先輩ほど、前だけを見てはいない。

「兄さんは渡せないけど……作品作りの協力はしてあげたい。『青春の思い出』……私も一緒に作ってあげたい。二人きりで文化祭を回るとかは……だめ……だけど、みんなでなら……いいかなって」

「……本当に、いいのか？」

　以前の紗さ霧ぎりなら、こんなことは言わなかったと思う。

　彼女のいう『余分なもの』を持っていなかったから──というだけでなく。

　相手のことを、そこまで深くは考えなかったろう。

　俺は、紗さ霧ぎりの変化を想おもい、柔らかく笑った。

「そうだな……そうするか。先輩とみんなに、話してみるよ」

「うんっ」

　紗さ霧ぎりは、元気よく頷うなずいて、

「兄さん。ムラマサ神に、ビデオレターのえっちネタは使っていいよって言っておいてね」

　実はこいつ、続き読みたいだけじゃないの？







　危険な誘惑をかろうじて耐え切った俺は、ムラマサ先輩に電話をかけ、紗さ霧ぎりの提案について話してみることにした。





　──みんなで文化祭に遊びに行く。






　先輩にとっては、想定外の提案だろう。当然、難色を示すと予想していたのだが……

『………………うん、かまわない。週末だから、皆の都合もつきやすいだろう』

　少しの間があってから、承諾してくれた。

「いいのか？　先輩、その……」

『もちろんだとも。紗さ霧ぎりが言っているのは、むしろ当たり前の要求だと私も思う。君と二人きりで文化祭を回るのは諦めよう。非常に残念だが……』

「ごめん。一度了承したことを、引っ込めるかたちになっちゃって」

『気に病むことはないさ。しかしそうだな……君が悪いと思ってくれるなら……ひとつだけ、お願いをしてもいいだろうか？』

「もちろん。俺にできることなら、なんでも」

『そうか、ありがとう、マサムネ君』

　ここで言う『俺にできること』というのは、

『紗さ霧ぎりが嫌がらないならなんでもＯＫ』という意味だ。

　先輩はこう言った。

『文化祭の日程は、三日間ある。そのうち一般開放されるのは、二日目と三日目だ。君に、皆と来てもらいたいのは、もっとも催しの多い二日目。二人きりでないにせよ、祭りをマサムネ君とともに過ごすことによって、私は多くの刺激を受けることだろう。私の中で、様々な感情が渦巻くことだろう。幸福や喜びのみならず、黒く醜い感情さえもな。それこそが紗さ霧ぎりのいう、〝青春〟なのだと私は思う。私は青春を体験し、一度きりの小説を書く』

　生涯一度きりの小説。

　そのモチーフには、『青春時代の恋愛』こそが相応ふさわしい。

　創作者としての強い想おもいが、俺への想おもいとともに、電話の声越しに伝わってくる。

　紗さ霧ぎりと出会う前の俺なら、これだけで恋に落ちていたかもしれない。

『二日目の祭りが終わったら、私は、件くだんの小説を一息に書き切るつもりだ。三日目の祭りは、半ば以上さぼることになるだろう』

「その言い方だと、文化祭三日目が終わる前に、書き上がるように聞こえるけど」

『そのつもりだ。だからマサムネ君……文化祭の三日目、学校で私と待ち合わせてくれないか？　そして、そこで私の小説を読んで欲しい。それだけでいいんだ。感想は求めない。私のことを好きになれとは言わない。ただ、私の書いた物語を、私の前で読んで欲しい』

　お願いです、と、まるで『年下の後輩』のような健けな気げさで、ムラマサ先輩は懇願する。

「わかった」

　即答した。紗さ霧ぎりに確かめることさえしなかった。

　考えなしに決めたわけじゃない。

　紗さ霧ぎりさえよければいい。俺は心の底からそう思っているが、だとしても……

　断ってはならないこともある。

「楽しみにしてるよ、文化祭も……先輩の小説も」

『ああ、私もだ』

　笑顔が見えるような声だった。

　文化祭は十月だ。それまでに、みんなに声をかけておかなきゃならないな。

　いまは九月。時間には余裕があるけど、こういうのは早い方がいい。

　日々の仕事に忙殺されて、ついつい忘れちゃったりするかもしれないから。

　先輩との通話を終えた俺は、さっそくめぼしい人たちに誘いのメールを送った。

　すると、なんと十秒ほどで、まず最初にめぐみから返事があった。





　──もちろん参加で──っす♪






　神じん野のめぐみ。紗さ霧ぎりのクラスメイトで委員長。

　入学直後、すぐさま学年全員と友達になったという、クラスカーストの最高位。

　リア充じゆうの中のリア充じゆうだ。

　さすがというか、『遊びの誘い』への返事が早い。

　……こういうところなんだろうな。

　二番目に返事を送ってきたのはエルフ。





　──面白そーじゃない。行ってあげるわ！　感謝なさい！






　山やま田だエルフ。我が家の隣に住む売れっ子作家。

　俺や紗さ霧ぎりにとって、大切な友達でもある。俺が紗さ霧ぎりと付き合うようになってから、微妙な関係になっていたのだが……彼女のメールからは、そんなモヤモヤはかけらも伝わってこない。

　太陽のような女の子。それがエルフだ。

　俺よりも先にアニメ化を果たした大先輩でもある彼女は、メールの文末に、





　──原作者としての仕事が一段落したからって、気ぃ抜くんじゃないわよ！






　そんな忠告をつけてきた。

「わかってますよ、エルフ先生」







　日時変わって、週末。

　定例の脚本会議が、出版社の会議室で行われていた。

「じゃーん！　これがアニメ『世界で一番可か愛わいい妹』のキービジュアルでーす！」

　プロジェクターから映し出されたそれを前に、神楽かぐら坂ざかさんが言った。

「おお！　これが！」

　大きな画面に、俺たち兄きよう妹だいが創ったヒロインが、主人公と並んで映っている。

　このイラストがアニメのキービジュアルとして、次のイベントで公開されるらしい。

　──俺たちにとって、とてもとても大事なイラストだ。

　作品のタイトルでもある妹が、一番目立つ位置で、恥ずかしそうにはにかんでいる。

　まるでいまにも『なに見てるの？』とでも、生意気な声で言い出しそうに。

　──うん、いいな。

　と、率直な感想を抱く。

　そっか……紗さ霧ぎりがずっと気合い入れて描いていたのって……これだったんだな！

　たったいまお披露目されたばかりのキービジュアル。それを眺めているのは、いつもの面メン子ツ──アニメスタッフ、原作者、担当編集などなど。

　脚本とシリーズ構成を担当する、葵あおい真ま希き奈な先生はまだ来ていない。

　──アニメ放送まで、約七ヶ月。

　シリーズ構成を確定させ、原作者脚本を書き終え、アニメ化仕事ラッシュのピークを乗り越えたいま……『世界で一番可か愛わいい妹』というアニメ作品の現場において、原作者の仕事は一区切りついたといっていい。

　しかしエルフ先生は、忠告してくれた。

　気を抜くな、と。

　今後も様々な監修は続いていくし、キャストの選定にも関わるだろうし、脚本だってまだまだ話数が残っている。

　アニメスタッフにとって、制作のピークは、これから始まるのだ。

　俺は、素晴らしいキービジュアルをもう一度見て、

「よし！」

　と、己の頰を張った。

　エロマンガ先生に負けちゃいられない。

　アニメスタッフにばかり、いい格好はさせられない。

　俺は原作者として、今日の会議に、全力で取り組もう！

「……気合い十分だね……和泉いずみ先生」

「は、はいっ！」

　声をかけてきたのは、対面に座る眼鏡の女性。

　雨あめ宮みや静しず枝え監督だ。若く見えるが、何十年も第一線で活躍するベテランらしい。

　彼女のことを調べてみてびっくりした。俺が子供の頃視聴していた有名作品を何作も手がけている。

　くるりと周囲を見回せば、古の時代から活躍する『伝説の人レジエンド』が目に入る──

　俺のような若輩者にとって、アニメの現場とは、そういう場所だ。

　雨あめ宮みや監督の代表作の中では、真ま希き奈なさんとともに手がけた『星くず☆うぃっちメルル』が記憶に新しい。ミラクルヒットを記録した名作だ。

　あの作品を制作した人たちと仕事ができることが、光栄でならない。

「……もう少し、肩の力を抜いても……いいと思うよ？」

　生ける『伝説の人レジエンド』に声をかけられると、俺はいまだに緊張してしまう。

　雨あめ宮みや監督は非常に無口な女性なのだが、今日はなぜか積極的に話しかけてくる。

　内心、どうしたのだろうと思っていたら、

「和泉いずみ先生……遅れましたが、ご婚約おめでとうございます」

「げほっごほっ……」

　むせた。

　どうやら監督、これを言いたかったらしい。

「あ、ありがとうございます！　えっと……誰から聞いたんですか？」

「真ま希き奈なちゃん……葵あおい先生です」

　口軽いな！　そういやあの人には話したんだった！

　二人の関係に進展があったらすぐに教えるようにって、何度も念を押されていたから。

　まあ……。

　脚本会議では、すでに俺の恋バナを何度もしていたから、この場の面メン子ツには内緒にする意味なんてないんだけどさ。嬉き々きとしてバラす前に一言くらいあってもいいと思う。

　いきなりの祝福にドギマギとする俺を見て、監督は微ほほ笑えましそうにしている。

「…………よかったら……お二人の結婚式には……私たちも呼んでください」

「もちろんです！　あっ、ここだけの話ですけど！　披露宴で『世界妹セカイモ』のアニメを大画面で流す計画を立ててるんです！　監督にはＯＰ曲をバックにスピーチとかしていただけると！」

「……すごいですね。やっぱり不参加でもいい？」

「にこやかに断られたー!?」

「……というのは……半分冗談で。そういうことなら……余計に負けられない戦いになったね。新郎新婦が……結ばれるきっかけになった作品を……駄作にするわけにはいかないから。……むしろ披露宴に来た方々を……感動で泣かせちゃおうか」

　くすり、と目を細める雨あめ宮みや監督。

　純・妹ラブコメ作品である『世界妹セカイモ』に、果たして視聴者を泣かせるようなシーンがあっただろうかという疑問はさておき。

　心強い言葉だった。

　雨あめ宮みや静しず枝え。名前のイメージ通り、静かで穏やかな人柄なのだが……

　時折こうやって、バトル作品における最強格のような顔を見せる。

　静かなる古豪レジエンド。俺たちの監督は、そんな人だ。

「……ちなみに。冗談なのは、半分だけなんですね」

「うん、半分だけ。…………本当にやるなら、事前に相談してくださいね」

　ガチめに釘くぎを刺される俺であった。

　と、そこで、

「ちーっす。お疲れでぇ──っス」

　この状況を作った元凶たる、真ま希き奈なさんが現れた。

　葵あおい真ま希き奈な。

　だるだるのスウェットに丸眼鏡。寝ぼけ眼の美少女は、紹介するまでもなく、『世界妹セカイモ』の脚本とシリーズ構成を務める、うら若きぐーたら脚本家である。

　かつては『働かない脚本家』として有名だった彼女だが……

　色々あって、いまや原作者の立場からすると、アニメ制作現場において、もっとも頼りになる人となっていた。

　そんな彼女は、監督の隣に歩み寄るや、ほがらかに話しかける。

「監督ぅー、正まさ宗むねさんとお喋しやべりなんて珍しーじゃん。どしたのどしたの？」

「和泉いずみ先生たちの結婚披露宴について……計画を聞いていたの」

「披露宴ンン!?」

　かっと目を見開いて俺を見る真ま希き奈なさん。

「なにそれキミたちもう結婚式すんの？　婚約したのは知ってたけど年齢設定おかしくない？　奥さん中学生じゃなかったっけ？」

　奥さん中学生じゃなかったっけ？

　エロマンガでもめったに聞かない超強力なワードであった。

　まあ、婚約者のことを『奥さん』扱いするのは、よくあることだけれど。

　俺が現役高校生であることを差し引いても、危険極まりない字じ面づらである。

「将来の話ですよ、真ま希き奈なさん」

「なぁんだ、そゆこと。ねーねー、わたしも式に呼んでくれんの？」

「いいアニメにしてくれたら呼びます」

「わ、条件あんのかよ。へいへーい、じゃあがんばりますよー」

　へらへらっと手を振る真ま希き奈なさん。

　よしよし、着々と式の関係者席が埋まりつつある。

　ふむ…………やはりアニメを流すべきか？

　監督はイヤそうだったけど、やるしかないっしょ。

「ところで真ま希き奈なさん。十月に千せん寿じゆムラマサ先生の学校で文化祭がありまして」

「お、いいねえ、芸術の秋って感じで」

「みんなで遊びに行く計画を立ててるんですけど、一緒に行きませんか？」

「マジ？　学校の文化祭とか超なつい。行く行く！」

　俺の誘いにノリ気になってくれた真ま希き奈なさんだったが。

　ずっと黙ってやり取りを見ていた方から、ここで冷静な一言が放たれた。




「葵あおい先生。楽しそうな計画を立てる前に、今日話し合う原稿を提出してください」




　赤あか坂さか透とう子こプロデューサーだ。今日も総身黒尽くめのスーツに身を包む彼女は、怜れい悧りな眼まな差ざしを脚本家へと向ける。

　完全に信用していないのがアリアリと見て取れるが、しかし問題ない。

　俺は笑って言ったものだ。

「大丈夫です、赤あか坂さかさん。いまの真ま希き奈なさんは、かつてのぐーたらダメ脚本家じゃありません」

「和泉いずみ先生……」

「正まさ宗むねさん！　そこまでわたしを信じて……っ！」

　いや、ダメ人間なところは、ちっとも治ってないですけどね。

　それでもいまの真ま希き奈なさんは、俺にとって頼れる人だ。

　ライバルをおちょくりたいという邪よこしまな動機に加え、和泉いずみ家けへの同居によってモチベをガン上げし、全力全開やる気ＭＡＸファイヤーで脚本に取り組んでくださっているのだから。

　催促するまでもなく、今日も素晴らしい脚本を提出してくれることだろう。

「甘いですね、和泉いずみ先生」

「えっ？」

「葵あおい先生は、そうやって信頼関係を築いて……こちらが油断した頃、満を持して原稿を落とすんです」

　悪魔かよ。

「いやいや、まさかあ」

　真ま希き奈なさん、俺は信じていますよ……。

　ハハッと軽く笑い、真ま希き奈なさんの顔を見る。

　すると件くだんの丸眼鏡は、片手で首を触りながら、

「てへっ」

　やってなかった。

　本当にやってなかった！　マジかよ！
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「イヤ！　あのね！　やる気ＭＡＸだからこそ！　こだわりすぎて間に合わないこともあるんだってばよ！」

　結局この日の会議は、丸眼鏡の巧妙な言い訳と、彼女がプレイしているソシャゲの愚痴話を二時間ほど聞いて終わった。

　どうやら……彼女が文化祭に参加できるかどうかは、今後の仕事ぶり次第ということになりそうだった。




　特になにも進展しない脚本会議を終えたあと、エレベーターホールで意外な人たちと出くわした。

「お、和泉いずみじゃねぇか」

「こんばんは、和泉いずみくん」

　草くさ薙なぎ先輩とシドーくんだ。

　派手な金髪の黒衣が、草くさ薙なぎリュウキ。ラブコメ作家で先輩だ。

　量産型大学生な風貌をしているのが、獅し童どう国くに光みつ。俺にとっては年上の後輩。

　お菓子をテーマにした小説を書いていて……いまは新たな属性に開眼し、新作ロリラノベを執筆している。確か第一巻が、来月十日に発売されるはずだ。

「脚本会議か、アニメ化作家様？」

　揶や揄ゆするような口調で草くさ薙なぎ先輩が言った。俺は内心イラッとしつつも、普通に返す。

「はい、そうです。お二人は？」

「オレは新作の打ち合わせ」

「お、新しいの書くんすか？」

「まぁな。アニメ終わったし、二期はねーだろし、そろそろ『次』も考えねーと」

　それはドライな言い方だったが、どことなく寂しそうにも聞こえた。

「そうですか」

　特に俺から言うことはない。どちらかというと、新作発売間近で、めでたい状況であるはずのシドーくんが、微妙に落ち込んでいる様子なのが気になった。

　彼に目を向けると、いつものように腰の低い態度で、

「僕も三巻の打ち合わせで編集部に来たんですが、時間になっても神楽かぐら坂ざかさんが来なくて……」

　この言い方だと、すでに二巻は書き終えているらしい。

　俺は、自分が出てきた会議室に目を向けて、

「神楽かぐら坂ざかさんなら、いまプロデューサーとなんか話してますよ」

「会議が終わっているなら、きっともうすぐ来ますよね」

「たぶん……ところで、シドーくん、なんか落ち込んでません？」

「わかりますか」

「はあ、まあ」

　猫背になってるし、しょんぼりしている感じが伝わってくる。

　まさか『神楽かぐら坂ざかさんが遅い』から落ち込んでいるというわけでもないだろうし。

　考えを巡らせる俺に、草くさ薙なぎ先輩が笑い混じりに言う。

「聞いてくれよ和泉いずみ。こいつさあ、新作のインタビュー記事がネット掲載されたんだよ今日。ほら、獅し童どうがロリに目覚めたばっかで、頭おかしくなってた頃に取材を受けたやつ」

「あ、例の痛い記事、ついに全世界に公開されちゃったんですか」

「痛いとか言わないでくださいよ！」

　半泣きで叫ぶシドーくん。

「今日ネットに公開されたのを読み返したら、すごく恥ずかしくて……っ！」

　哀れ、頭を抱えて悶もだえ苦くるしんでいる。

「うわあああ！　なんで僕は本名同然のペンネームで、あんな性癖フルオープンなインタビューを……！　数ヶ月前の自分を殴りたい！　というか二人とも、わかってたならなんで当時に止めてくれなかったんですか！」

「面白いから煽あおろうって草くさ薙なぎ先輩が」

「おいおいオレのせいにするなよ和泉いずみ。オマエもノリノリだったろうが」

「ひどすぎますよ！　和泉いずみくんも！　草くさ薙なぎ先輩も！」

「そんなに泣くなって。てか、オレは、あのインタビュー悪くないって思ったぜ？　当時の獅し童どうが痛いやつになってたのは、自分の作品が好きで、自信を持っていたからだろう」

　後輩の肩に手を置き、慰めにかかる草くさ薙なぎ先輩。

「よくネットでクリエイターの痛いインタビュー記事がさらされたりしてるけど、そういう記事になっちゃう原因って、回答者の当事者意識が高いからだと思うんだよな。作品から距離を置いてるやつだったら、もっと冷静に回答するはずだろ。性癖さらして馬鹿にされたり、アホな地雷踏んで炎上したりはしないはずだ。いい大人なんだからな」

「傷口えぐるのやめてくれます!?」

　あと特定のクリエイターを連想させる発言は慎んで欲しい。

「だからオレ、冷静さも大人げもない『こいつこんなん言ってばっかじゃねーの』って記事を見たら、むしろ期待値上がるぜ。そういうやつは成功するにせよ失敗するにせよ、派手な結果を残すからだ」

「あんまりフォローになってない！」

　草くさ薙なぎ先輩は、シドーくんの胸板を裏拳でドンと叩たたき、

「萌もえラノベなんざ痛くなきゃつまんねーよ。胸張って書け、ロリコン」

「……言われずとも」

　シドーくんは、口をとがらせ吐き捨てる。

　どうやら少しは、吹っ切れたらしい。逆にからかうような口調で、先輩にこう切り出した。

「痛いロリコンといえば草くさ薙なぎ先輩、女子小学生を弟子に取った件ってその後どうなりました？」

「自傷覚悟のカウンターをありがとよ！　別になんもねーよ。たまにＬＩＮＥで創作相談を送ってくるくらいだ」

「なんてうらやましい！　女児とＬＩＮＥとか犯罪ですよ！」

　犯罪ではない。

　大丈夫か、また頭おかしくなってるぞこの人。

　忘れている人のために説明すると。

　草くさ薙なぎ先輩は色々あって、綾あやちゃんという作家志望の小学生に頼まれ、作家としての師匠になったのであった。まるでラノベのような、本当の話。

　これ以上の危険発言が飛び出す前に、俺が先んじて問うた。

「創作相談というと？　原稿が送られてくるとか？」

「いや、原稿上う手まく書けないんだと。スランプだから相談に乗って欲しいとさ」

「犯罪者！　犯罪者がここに！　白状してください！　どこに呼び出したんですか！」

「呼び出してねえよ！　獅し童どうおまえちょっと黙ってろ、な。──和泉いずみならなんて答える？」

「スランプの対処法を聞かれたら……ですか？　原因がわからないですし、なんとも。俺自身が書けなくなったら……『治らないのでなんとかがんばって書く』と思います。不調だからって休めるわけでもないですし」

「ちなみにオレも似たような返事をした。『治んねえから気にせず書け』ってな。我ながら完璧に近い回答だと思う。なのに『わかってない！』って怒られたよ。意味わからん」

「なまじ書かないという選択肢があると、まず不調を治さないとダメって思っちゃうんですかね。治らないのに」

「治らないのにな」

　俺と草くさ薙なぎ先輩の意見が、珍しく一致している。

　不調の原因がはっきりしていて、それを取り除けばパッと治る。

　かつてのシドーくんのようなケースばかりなら、どれだけ楽なことか。

「……いやいや、お二人とも、なに見当外れなことを言っているんです？」

　呆あきれたようにシドーくんがツッコミを入れてくる。

「和泉いずみ、『女児の気持ちがわかる男』がなんか言うってよ」

「悪意のある二つ名で呼ぶのやめてください。──綾あやちゃんはきっと、スランプを治したいわけじゃなくて……草くさ薙なぎ先輩に、話を聞いて欲しかったんじゃないんですか？　なのに会話を打ち切るような返事をしたから、『わかってない』って怒られたんですよ」

「ちっ、暗号文かよめんどくせーガキだな。──つか獅し童どうはそういうのどこで覚えたんだ？」

「草くさ薙なぎ先輩の書いたラノベです」

「…………………………………………」

　草くさ薙なぎ先輩は渋面で黙り込んだ。

「…………オレの話はもういいよ。和泉いずみ、なんか面白いこと言って」

「えぇ……？」

　話を変えたいからって横暴すぎだろ。

　雑な無茶ぶりしやがって。

「面白い話かどうかはわかんないですけど、今度ムラマサ先輩の学校で文化祭があるんです。みんなで行く計画を立ててるんですが、二人とも、よかったら行きます？」

　シドーくんと草くさ薙なぎ先輩は、お互い顔を見合わせて、それから再び俺に向き直った。

「はい、ぜひ」

「行けたら行くよ」




　その後、編集部で細々とした仕事を片付け、帰宅したのは午後十一時。

「……予定より遅くなっちゃったな」

　以前、仕事で無茶をしすぎたせいで、紗さ霧ぎりを心配させてしまったことがあった。

　だから今夜はもう、家で仕事はしない。あとは寝るだけだ。

「腹は減ってるけど、夕食は食べなくていいか……」

　紗さ霧ぎりはちゃんとメシ食ったかな。

　今日はもう、寝てるかな。

　そんなことを考えながら玄関扉を開けると、エプロン姿の紗さ霧ぎりがトコトコと歩いてきて、俺を出迎えてくれた。

「えへへ……おかえりなさい、兄さん」

　付き合うようになってから、紗さ霧ぎりはこうして俺の帰りを出迎えてくれるようになった。

　かつての俺は……玄関扉を開けて、薄暗い廊下を見るのが怖かった。

　引きこもりの妹が、ドンと床を鳴らす音が、救いだった。

　──いまは、もう、さみしくない。

「あぁ、ただいま……紗さ霧ぎり。まだ起きててくれたのか。遅くなるかもしれないから、先に寝てもいいって言ったろ？」

「ん……」

　紗さ霧ぎりは照れくさそうに微ほほ笑えんで、それからもじもじとした様子で言う。

「あのね……ごはん……すぐできるから」

「えっ……まさか、紗さ霧ぎりが作ってくれるのか？」

「うん。兄さんに、教えてもらってたでしょ」

　そう。俺は紗さ霧ぎりに頼まれて、料理を教えていたんだった。

　我が家のキッチンは、料理研究家だった俺のお袋がオーダーメイドした特別製だ。

　エルフさえもが賞賛する、主婦の城。

　俺にとっては、ある意味で、お袋の形見でもある。

　そんなキッチンに、紗さ霧ぎりはいままで入らないように気を遣っていたらしい。

　俺は、紗さ霧ぎりにキッチンを使っていいよと許可し、料理を教えてあげた。

　だからこの状況は、俺にとってサプライズでもなんでもない……はずなのだが。

　──すっっっげえ嬉うれしい！

　頰が緩むのを、抑え切れない。

「そ、そんなに期待しないでね？　まだかんたんなものしか作れないって……兄さんも知ってるでしょ？」

「紗さ霧ぎりの作る料理なら、なんだって美お味いしいよ」

「……練習では、いっぱいダメ出ししたくせに」

「それはそれ、これはこれだ。──さっそくいただくよ」

「うん……じゃ、こっちにきて。下ごしらえはできてるから、すぐに食べられる」

　紗さ霧ぎりに連れられ、リビングへと移動する。

　まるでおままごとをしているような、くすぐったい感触。

「っはは」

　恋の成じよう就じゆが、作品の質に悪影響を与える。なんて、俺たちの担当編集は言っていたが。

　こんな甘い実体験、俺以外のどんな作家ができるっていうんだ。

　もちろん作品の質が、実体験の有無で決まるとは思っちゃいないけど。

　きっと紗さ霧ぎりとの恋愛を通して、俺にしか書けない物語が生まれてくる。

　俺は、そう思う。

　リビングへの扉を開き中に入る。すると、

「お帰りなさい、正まさ宗むねくん」

　リビングで俺の帰りを迎えてくれたのは、怜れい悧りな印象の女性だ。

「ただいま、京きよう香かさん」

　和泉いずみ京きよう香か。俺たち兄きよう妹だいの保護者で、大切な家族である。

　彼女は、ルームウェアにゆったりとしたカーディガンを羽織り、こちらを見つめている。

「………………」

　一見、怒っているように見えるのだが──

　実のところ、そんなことはまったくない。

　むしろ……穏やかに微ほほ笑えんでいるつもり、なのだろう。

　最近、少しずつ京きよう香かさんの表情を読み取れるようになってきた。

　ところがそれは、京きよう香かさんにとっても同じことだったらしい。

　彼女は俺の表情を読み取って、

「正まさ宗むねくん、私がここにいて意外ですか？　また一緒に暮らすようになったのですから、当然でしょう？」

　和泉いずみ正まさ宗むね。和泉いずみ紗さ霧ぎり。和泉いずみ京きよう香か。

　いまは家族三人で暮らしている。

　最近の紗さ霧ぎりは、引きこもりの症状が一時と比べてずいぶんと改善され、『信頼できる家族なら』という条件付きで、人がいるときでも一階に降りてこられるようになった。

　それからは、なるべく家族全員で食事をするようにしていた。

　ただ今日のように、俺の帰宅が大きく遅れたときなどは、先に食事を済ませて休んでもらっていたのだ。

「いや、まあ。今夜はみんなもう寝てるかな、と」

「……寝るわけがありません。今日は家族三人で、初めて紗さ霧ぎりさんの手料理を食べる日なんですから。──私、明日は休みですしね」

　むっと睨にらみつけているように見えるけれど、喜んでくれているのだとわかった。

「そうだったんですか。すみません、俺、予定よりも遅くなっちゃって──」

「あらかじめ遅くなるかもと連絡を入れてもらっていますから、いいですよ。……ああいえ、よくはないですね。学生には門限が必要だというのが私の意見ですが……正まさ宗むねくんの場合は……難しいところです。私の方でも改善案を考えてみます」

　むむむ、と、考え込む京きよう香かさん。

　ちょっと心配だ。自分が送り迎えをするとか言いかねない。

　京きよう香かさんにだって仕事があるのだから、負担はかけたくなかった。

　と──

「兄さん、京きよう香かちゃん、もうごはんできるよ」

　俺たちがそんな会話をしている間に、キッチンの方から食欲を誘う香りが漂ってきた。

　──和泉いずみ家全員の大好物、特製オムライスの香りだ。

　そんな設定、アニメが放送されるまではなかっただろって？

　気にするなよ、細かいことは。

　俺は、荷物をその場に置いて、京きよう香かさんと顔を見合わせる。

「よし、それじゃあ──」

「紗さ霧ぎりさん、配膳を手伝いますよ」

　キッチンへと向かう俺たち。慣れないコンビネーションで、手て際ぎわ悪くも食事の準備を整えていく。食卓に並べられたのは、オムライスの他、塩と酢だけをかけたサラダのみ。夕食という感じじゃないが、夜遅い時間を考えればむしろありがたい。

　分量も、少なめにきちんと抑えられていた。

　さすがの紗さ霧ぎりも、去年のダイエット騒動から学んだらしい。

　家族全員が食卓に着き、手を合わせる。

「「いただきます」」

「どうぞっ……めしあがれ」

　夢にまで見た光景が、いま、俺の前にある。

　スプーンでオムライスをすくい、食べる。

　それを心配そうに眺めていた紗さ霧ぎりが、おずおずと俺たちに問う。

「どう？　……うまくできてる？」

「ああ、すげーうまい」

「美お味いしいですよ、紗さ霧ぎりさん」

「そっか……」

　ほっ、と、胸を撫なで下おろす紗さ霧ぎり。自らも一口食べ、「うん」と、頷うなずく。

「練習通り……でも、やっぱり兄さんの作ってくれたオムライスの方が、おいしい」

「そりゃ、俺のオムライスには、『おまえへの愛情』が入ってるからな」

「も、もう……最近の兄さんは、すぐそういう恥ずかしいことゆうんだから」

「最近？　最初からでは？」

　と、京きよう香かさんからツッコミ。それを受けた紗さ霧ぎりも、

「……そうかも」

　と、認めていた。

　それからしばし、穏やかな時間が続く。

　食卓で交わされているのは、いま食べている料理の話だったり、俺たち兄きよう妹だいの仕事の話だったり、学校の話だったり──なんでもない日常の話。

　家族の会話だ。それがふと止まり、一秒か、二秒か……食卓にちょっとした沈黙が訪れた。

　ふと、胸が痛むことに気付く。強く、心を握られるような、切ない痛みだ。

　なんだろう、この感覚は。どうしてこんなに……胸が……

　そこで、

「……あっ」

「京きよう香かちゃん？」

　俺と紗さ霧ぎりが、同時に気付いた。

「……………どうか、しましたか？」

　京きよう香かさん本人だけが、気付くのに遅れていた。

　彼女の頰に、涙がつたって、こぼれる。

「おや…………あぁ、そのっ、これは」

　腕で涙を拭い、ぐす、と、鼻を鳴らす。

　なんとかごまかそうとして、失敗していた。

　本格的に泣き出すのをこらえるので、精一杯といった様子だ。

「……こ、困りましたねっ……ごめんなさい！　私……花粉症で……！　くしゃみを……我慢しててっ」
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　苦しすぎる言い訳が、愛いとおしかった。

　つられて俺も、紗さ霧ぎりも、ぐす、と鼻を鳴らす。

　俺は、もうひとりの若い母にハンカチを手渡して、

「俺たちにも……花粉症、伝う染つったみたいです」

　少しの間、笑って、泣いた。







　幸福な夕食のときが過ぎて、俺たちがリビングで休んでいると……

「そういえば、二人とも」

　タイミングを見計らっていたのだろう、京きよう香かさんが切り込んできた。




「その後、どうですか？」




「…………………………」

　沈黙。

　ちらり、俺は紗さ霧ぎりと一瞬だけ目を合わせ、それから再び京きよう香かさんに向き直る。

「どうですか……とは？」

「正まさ宗むねくんと紗さ霧ぎりさんは、婚約して、男女交際を始めたのでしょう？　私は許可していませんけれど」

「………………」

　この人、本当に反応に困る言い方をするんだよなあ。さっきとは大違いだ。

　こういうところが誤解を生むのだろう。わかってさえいれば──年上のお姉さんに言うのもなんだが──かわいらしい部分なんだけど。

　俺は少し考え、

「ええと……順調です」

　と答えた。俺の経験上、京きよう香かさんは、おそらくこれで『本当の要件』を口にするはず。

「正まさ宗むねくん。繰り返しますが、私たちは……まだ貴方あなたたちが交際する件について、許可していません」

「はい」

　私たち。

　つまり、京きよう香かさんと──亡なくなった俺たちの両親のことだ。

『世界妹セカイモ』のアニメが放映されて『二人の夢』を叶かなえたあとで、墓前で交際と婚約を報告すると決めている。

　──それまでは交際禁止、と言いたいのだろうか？

　と、決めつけるのは早計だ。京きよう香かさんと話す場合は特に、最後まで聞いて、さらによく考えるというプロセスが必要だ。そうしないと、すぐに意図を悪い方に誤解してしまう。

　京きよう香かさんは、相手の勘違いを誘発する──〝妹ラブコメヒロイン〟のような妹じよせいなのだから。

「けれど私は、貴方あなたたちの交際を止めるつもりもないんです」

　ほらね。

　そこで彼女は、幽かすかに笑ったように見えた。

「正まさ宗むねくん、紗さ霧ぎりさん。……兄さんたちへの報告が済むまで、交際の許可は出せません。ですが……黙認はします」

「京きよう香かちゃん……ありがとう」

　紗さ霧ぎり……待てステイッ……まだだ……まだ喜ぶのは早い。

　相手は京きよう香かさんだぞ……落ち着いて最後まで聞くんだ……。

「ただし、条件があります」

　そらきた。

「条件ですか？」

「ええ……といっても、そんなに構えるようなものではありませんよ。ある意味で、当たり前のことですから」




「兄さんと義ね姉えさんに報告するまで、清らかな関係でいてください」




「────────」

　まったく予想もしないことを言われた俺と紗さ霧ぎりは、一瞬硬直し、お互いに見つめ合う。

　それから二人同時に、急速に赤面した。

「なっ……なぁぁっ……き──きよらかってっ！」

「な、ななな、なに言ってんですか京きよう香かさん！」

　大慌てで大声を上げる俺たち。紗さ霧ぎりは、両拳を振り乱して興奮している。

「京きよう香かちゃんのえっち！　へんたい！　どすけべお姉さんっ！」

「どすけべではありません！」

　紗さ霧ぎりの定番三連呼を受けた京きよう香かさんは、自分も真っ赤になって動揺している。

「どすけべだもん。えっちなセーラー服を着て、エロマンガ光線フラツシユやってくれたもん」

「貴方あなたがやれと言ったんでしょう！」

　当時のトラウマを思い出してしまったのか、両目を[image: ]バツテンにして叫ぶ京きよう香かさん。

　彼女は、ゴホン！　とわざとらしく咳せき払ばらいをして、

「話をそらさないでください……これは真面目な話なんです」

「…………ごめんなさい」

　紗さ霧ぎりは素直に詫わび、俺とともに居住まいを正す。

　京きよう香かさんは、ようやく落ち着きを取り戻し、こう続ける。

「いいですか、ようするに私が要求しているのは、きちんと結婚するまで……いいえ……墓前に報告するまでで構いません。中高生にあるまじき婚前交渉は控えなさいということです」

　婚前交渉て。

　いや、まあ、京きよう香かさんなりに中学生女子である紗さ霧ぎりに対し、気を遣った表現をしてくれているのだろう。

　正直俺たちとしては、逆に恥ずかしい。顔が熱くなってきた……。

「…………うぅ」

　俺の隣に座っている紗さ霧ぎりも、恥じらいのあまり、うつむいて震えている。

　ともあれ、京きよう香かさんの主張はわかった。

　ようするに──




　婚約と交際を、ちゃんと墓前に報告するまで、おまえらえっちするな。




　ということだろう。

　俺はすぐさま頷うなずいた。

「わかりました、京きよう香かさん。問題ありません。俺としても、もとよりそういうのはまだ早いと思っているので」

「……わかってくれてよかったです」

　満足げに首肯する京きよう香かさん。

　彼女も、この恥ずかしい問答が早々に終わることを喜んでくれているようだ。

　真まっ直すぐ俺たちを見て、言う。

「正まさ宗むねくん、紗さ霧ぎりさん。では、くれぐれも……よろしくお願いしますね」

「………………」

　紗さ霧ぎりはそれを、うつむいて聞いていた。




　日付が変わって深夜一時。俺は、満ち足りた心持ちでベッドに潜り込んだ。

　朝、家事や仕事などなど日々のルーティンワークを終え。

　学校に行って、脚本会議に行って……編集部で仕事をして、帰宅後の仕事を締めて。

　今日の自分はがんばった。仕事ははかどり……一日の最後に、とてもいいことがあった。

　朝までぐっすり眠って、明日もこの調子でがんばろう。

　目をつむり、しばし眠気の訪れを待つ。

　……と、そこで……

　きぃ、という小さな物音。

　部屋の扉が、開く音だ。

　……ん……なんだ……？

　薄く目を開くと、暗い部屋の中に、ぼう……と少女の姿が浮かび上がる。

「……紗さ霧ぎり？」

　それは、パジャマ姿の紗さ霧ぎりだった。

　彼女がお気に入りにしている枕を、片手で抱いている。

　──夢かな？

　と、最初は思ったのだ。

　だからすぐには動けなかった。

　いつものように紗さ霧ぎりのことを考えながら眠ったものだから──

　えっちするなと釘くぎを刺されて、妙にそっち方向の想像をしながら眠ったものだから──

　おっ！　もしやこれは、紗さ霧ぎりが俺のえっちな夢にご出演きたか……？

　などと、実に男子高校生らしいエロい考えを検証していた。

　しかしどうも、見れば見るほど本物っぽい。

「んん……？」

　寝ぼけ眼をこすり、再度確認。

　胸元をじっと見つめる……これがえっちな夢なら、紗さ霧ぎりの胸はもう少しふくらみが盛られているはず。しかし、ない。絶望的に、ない。

　結論──本物。

「紗さ霧ぎり!?」

　慌てて飛び起きたよ。

　どすけべドリームの登場人物だと勘違いしたまま、変な声をかけなくて本当によかった！

「どっ、ど──どうしたんだっ？」

「あの……兄さん。……今日……一緒に、寝てもいい？」

「えっ……ええっ！」

　一瞬にして脳天に血が上っていく。

　えっ？　やっぱりえっちな夢──じゃあ、ない、よな？

「いや、いやいや……さすがに同どう衾きんはまずいからって、部屋を別々にしたんだろ？」

　そう。少し前まで、俺たちは同じ部屋で寝起きを共にしていたのだ。

　紗さ霧ぎりいわく──『同どう棲せい』という名目で。

　だけどこうして、正式に付き合うことになって、婚約もして。

　さすがにこの状況で同室同どう衾きんはまずかろうと、部屋割りを元に戻した。

　そういう経緯があったので、俺は驚いているのだった。

　紗さ霧ぎりは、慌てる俺のそばまで歩いてきて、弱々しくささやいた。

「そうだけど……一緒に寝ちゃ、だめ？」

「──────」

　硬直する。ひゅ、と、息ができなくなる感覚。

　紗さ霧ぎりはさらに一歩、俺へと近づき、

「……いや？」

「イヤじゃない！　けど！」

「し、しぃ……！　京きよう香かちゃんに、聞こえちゃうでしょ？」

「むぐ……！」

　紗さ霧ぎりはベッドに片膝を乗せて、俺の口を押さえにかかる。

　この家には、俺たち兄きよう妹だいの保護者で、大切な家族である京きよう香かさんもいるのだ。

　真面目なあの人に、この状況がバレたら……大変なことになるだろう。

　結局、交際も婚約も、まだ許可してもらっていないし。

　婚前交渉は控えろって、特大の釘くぎも刺されてしまったし。

　いや！　もちろん紗さ霧ぎりだって、そういうつもりでここに来たわけじゃないけど！

　紗さ霧ぎりは俺の口から手を離し、

「……きょ、京きよう香かちゃんには内緒で………………一緒に寝よ？」

「あ、いや、その……だな」

　俺は別に、京きよう香かさんに怒られるから、同どう衾きんを抵抗しているわけじゃないんだが。

　恋人同士になる前だって、理性が崩壊するギリギリだったのに……

　お互いの気持ちを通じ合わせた『今』、紗さ霧ぎりと一緒に寝たりしたら……

　絶対に我慢できない！

「……く……っ」

　俺は、紗さ霧ぎりにどう説明すればいいのかと懊おう悩のうする。そのまま伝えればいいのかもしれないが、恥ずかしいし、嫌われたらどうしようって気持ちもあるし……。

「よいしょ」

「ちょ、ちょ、ちょっと！　紗さ霧ぎり!?」

　俺が悩んでる間に、ベッドに潜り込んでこないでくれ！

「へへ……もう入っちゃったっ」

「おまえな……」

　ああ、もうすでに辛つらい。顔が熱すぎて、くらくらしてきた。

「これから追い出そうとしたら、大きな声で京きよう香かちゃんを呼ぶ」

「うっ……卑ひ怯きような！　で、でも、状況的に紗さ霧ぎりが夜よ這ばいしてきたように見えると思うぞ！　ここは俺の部屋なんだから！」

「よ、夜よ這ばいとか……！　えっちな言い方しないでっ！　た、ただ一緒に寝るだけでしょっ！」

　この期に及んで、という台詞せりふがこいつ以上に似合うやつもいないだろう。

「それに……京きよう香かちゃんは私の言うことを信じるもん」

「だよなあ……京きよう香かさん紗さ霧ぎりに甘いし」

　どうしよう。ううう……どうしよう、どうしよう。

　平気なふりをしているけど、紗さ霧ぎりにくっつかれて俺の精神は危険域に達しそうだ。

「わかった。じゃあ、少しだけ……このまま話をしようか。そしたら自分の部屋に戻れよ」

　辛かろうじてそう言った。優しい声を、出せているだろうか……？

　ベッドに全身を潜らせている紗さ霧ぎりは、「ぶぅ」と不満そうな声を漏らす。

　抵抗するように、ぎゅ、と抱きついてきた。

「うわ、わ」

　感触が！　理性が！

「紗さ霧ぎり！　や、やめろって！」

　俺は辛かろうじて抵抗し、片手で押して紗さ霧ぎりを引き離す。

　すると、危険な抱きつきを実行してきた張本人からは、困惑したような声。

「……なんでいやがるの？」

「い、嫌がってるわけじゃないって」

「じゃあなに？」

「え……と。──そ、それより紗さ霧ぎり、そっちこそ……どういうつもりなんだよ？」

　答えに窮し、質問に質問で返す。すると紗さ霧ぎりは、はっきりと理由を口にした。

「兄さんと私は、もっといちゃいちゃするべきっ。──婚約者なんだからっ」

「────」

　抵抗する力が、すっと俺の中から抜ける。

「ほんとはずーっとくっついていたいけど……お互い仕事とかあるし……むりだから。……だから……一緒に寝よ？」

　ああ……もう。こんなの、抵抗できるわけがない。

　そっか……そんなふうに、思ってくれてたんだ。

　そっ、と、彼女の頭に触れる。

「今夜の紗さ霧ぎり、ちょっといつもと違ってたから……混乱した」

「そ、そう？　いつもの私と……違う？」

「ああ……いつもより……大人っぽい……じゃないな。……そう……色っぽい感じがする」

「…………そうなんだっ……」

　えへへ……と、ちいさく微ほほ笑えむ。

　可か愛わいいな、くそう。

『色っぽい』と表現したが、大人びた色気ではなく。

　今夜の紗さ霧ぎりは、子供っぽくエロい。

　まるで小悪魔のような──

「──紗さ霧ぎり。……もしかして、誰かから入れ知恵されたか？」

「えっ、な、なんでそんなこと聞くのっ？」

「やはり図星か。誰のアイデアか当ててやる──めぐみだろ」

　小悪魔というフレーズで思い立った。

　今夜の紗さ霧ぎりは──めぐみっぽいのだ。

「──当たり。めぐみちゃんに相談して……作戦を考えてもらったの」

「なんて言って相談したんだ？」

「兄さんと一緒に寝たいって」

「……………………」

　それ、絶対違う意味に取られてるな。

　きゃあ──っ！　紗さ霧ぎりちゃんてば大胆！

　という、めぐみのはしゃいだ顔が見えるようだ。

「兄さんこそ……なんでそんなに、抵抗してるの？　京きよう香かちゃんに、怒られるから？」

「……違う」

「じゃあ、なんで？」

　さっきうやむやにした質問が、再び俺に発せられる。

「……………………言わなきゃダメか？」

「だめ。こんどは、ごまかさないで」

　不安そうに言う紗さ霧ぎり。

「……はぁ……そっか」

　どうやら、覚悟を決める必要がありそうだ。

　もうこれ、言っとかないと、同じことの繰り返しになりそうだしな。

　紗さ霧ぎりも本音を教えてくれたわけだし……。

「紗さ霧ぎり、俺が、おまえと一緒に寝るのを抵抗していた理由はな」

「うん、理由は？」

「おまえに、えっちなことをしたくなっちゃうからだ」

「……………………………………」

　紗さ霧ぎりは、一瞬、何を言われたんだろうとばかりに、ぽかんと停止し──

「ふぇぇぇっ！」

　ぼん！　と、急速に赤面した。

「え、えっちなことって……」

「キスしたり……服を脱がせて触ったりしたい」
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「それと」

「詳しくゆえって意味じゃないから!?」

「あ、そ、そう？」

　……………………。

　…………………………………………………………。

　羞恥で燃え尽きそうな沈黙が部屋に満ちる。俺は依然としてベッドの上で、紗さ霧ぎりに抱きつかれたまま、密着したままでいる。

　紗さ霧ぎりの身体からだが熱い。二人ともどんどん体温が上がってきていて、汗をかきそうなくらいだ。

　紗さ霧ぎりがなにを考えているのかわからなくて、というかこの雰囲気がたまらなくて。

　こうして意識を保てているのが、不思議なくらいだ。

　精神の綱渡り。

　ギリギリのところで踏みとどまっている。

　紗さ霧ぎりは、腕を伸ばし、密着していた身体からだを自分から離す。それから、おずおずと言う。

「……兄さん」

「……あ、あぁ……なんだ？」

「……私……不安だったの。ちゃんと……兄さんの彼女、できてるのかな……って。ちゃんと……魅力のある女の子として、見られてるのかな、って」

「そんなこと……っ」

　付き合う前から、会うたびに可か愛わいいって言い続けてきたじゃないか。

「だって……ムラマサちゃんも、エルフちゃんも……すっごくえっちで……アピールもすごくて……私……勝てないから。そんなことないってわかってるけど……付き合い始めてから……兄さんに触ると、逃げちゃうし……イヤなのかなって。私のこと……あんまり好きじゃ、なくなってきちゃったのかな……って」

「そんなわけないだろ！」

　なんでそんなバカなこと言うんだよ！

「……ほんとに？」

　紗さ霧ぎりが、上目遣いで見つめてくる。瞳がうるんで、涙がこぼれそうになっていて……。

「ほんとに……私のこと……嫌いだから……避けてたんじゃ、ないの？　私と触れ合うの……イヤ……じゃない？」

「嫌じゃない……逆だよ！　言ったろ！　いま──その……したくなる……って。……好きすぎるから、我慢できなくなりそうで……おまえに触れられるのが、怖かったんだ」

「そ、そっかっ………そうなんだ……」

　紗さ霧ぎりは、ほう、と、息を吐いて。

　俺の胸に、額をぐりぐりと押しつけてくる。

「………………」

　俺はしばし、されるがままになっていた。

　今度こそ、俺の気持ちは、紗さ霧ぎりに伝わっただろうか。

　ったく……。

　思い返してみると、めちゃくちゃ恥ずかしいことを口走った気がするが──

　それで紗さ霧ぎりの不安が消えるなら、いい。

　恥でも何でも、いくらだってかいてやる。

「ね。兄さん……」

「ん？　なんだ？　紗さ霧ぎり」

　優しく問い返すと、紗さ霧ぎりは……ぎゅ、と、さらに強くしがみついてきて。




「……ちょっとだけ、なら………………いいよ？」




　稲妻が落ちたような衝撃を与えてきた。

「え……あ……うえ……？　いま……なんて？」

　全身に力が入りすぎていて、ろれつが回らない。

　紗さ霧ぎりは、先の台詞せりふを、さらにわかりやすく繰り返す。

「……ちょっとだけ、なら…………私にっ……えっちなこと……してもいいよ？」

「…………………………………………………………」

　限界を、突破した。

　ぷちんと何かが切れて。細い綱ロープから、ついに落下した。

　ずっと抑圧されていた欲望が解放され……

　俺は、紗さ霧ぎりの唇に、ゆっくりと顔を近づけて──

　ガチャ。




「正まさ宗むねくん、紗さ霧ぎりさんが来ていませんか？」




　うわああああああああああああ！

　大絶叫しなかった自分を褒めてやりたい。

　大変なイベントが発生した──扉が開き、京きよう香かさんが入ってきたのだ。

　和泉いずみ京きよう香か──年若い俺の叔母で、俺たち兄きよう妹だいの保護者で理解者。

　青系のパジャマ姿は、大人の色香に満ち満ちている。

「ヴォッ!?」

　最悪のかたちで不意を突かれたものだから、絶叫のなり損ないが口から漏れ出る。

「きょ、きょきょきょ、京きよう香かさん？　い、いいい、いったいどうしたんです？」

　不審者丸出しの体で問う俺。

　紗さ霧ぎりは、掛かけ布ぶ団とんの中で俺に抱きつき震えている。

　向こうからは見えていないはず……だが。

　京きよう香かさんは、例のごとく『氷の女王』然とした無表情で立っているのだが……

「その……今夜は紗さ霧ぎりさんと一緒に寝ようかな、と思って……部屋を訪ねたんです」

　その鉄仮面が、わずかに緩んでいる。

　どうやら、照れているらしい。

　京きよう香かさんは、俺たち兄きよう妹だいとちゃんとした家族になれて、とても喜んでくれていた。

　もっというと、浮かれていたといってもいい。

　普段は隠しているけれど、見た目に反して、非常に人ひと懐なつっこい女性なのだ。

　だから家族になった紗さ霧ぎりともっと仲良くなりたくて、一緒に寝ようなんて考えたのだろう。

　けど、よりにもよってなぜ今夜!?

「紗さ霧ぎりさんが、家のどこにもいないんです。それなら、あとはこの部屋しかない……と」

　正まさ宗むねくん、紗さ霧ぎりさんが来ていませんか？

　京きよう香かさんは静かに繰り返した。

　──あ、これ、ごまかせないな。

　ここで『来ていない』と答えたら、大騒ぎになってしまう。

　観念して言った。

「紗さ霧ぎりなら、ここにいます」

　掛かけ布ぶ団とんをめくって見せると、京きよう香かさんの瞳がすっと鋭く細められた。

「……紗さ霧ぎりさん、正まさ宗むねくん。先ほど私とした約束……覚えていますね？」

　ひぇぇ～……今度こそ本当に……怒っていらっしゃる。

「はい」

「はい」

　ベッドの上で正座になる俺たち。

　もう、えっちな気分など吹き飛んでしまった。

　京きよう香かさんは俺たちを見下ろし、吹雪のような圧力を放射している。

「……貴方あなたたちはまだ子供です。たとえ大人同然の仕事をしていようともです。こういうのはまだ早い──保護者として看過できません」

「きょ、京きよう香かちゃん。で、でも……」

「……そうですね。……理屈で感情を抑えるのは、とても難しい。私にも経験があります」

　自分にも、感情的にしか接することができない人たちがいた、と、彼女は言う。

「ですから」

「ですから？」

　京きよう香かさんは、片手に持っていた枕を掲げ、きわめてわかり辛づらい極小の笑顔で、

「今夜は、家族三人で、仲良く寝ましょうか？」

　そう、言ったのだった。

　親子三人、川の字で寝る──。

　俺たちにとっても、京きよう香かさんにとっても、きっと夢見た状況だった。

　幸せな日常風景。

　けど、一つだけ言わせて欲しい。

　紗さ霧ぎりがすぐ隣で無防備に眠っているのに、京きよう香かさんに監視されながら寝るのって……

　辛つらすぎない？
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　十月中旬、土曜日。

　千ち葉ば県某市、梅うめ園ぞの邸からほど近く。

　桜並木を抜けた先、静かな丘の上に、その学まなび舎やは立っていた。

　中等部の校舎は白い西洋風の建物だ。

　見上げると、まるで荘そう厳ごんな神殿のようにも見える。

「……………………」

　俺は、軽いため息とともに視線を下へ。

　門柱には校名が刻まれており、




『私立　菜なの花はな女学園　中等部』と、ある。




　カトリック系ミッションスクール。

　中高一貫のお嬢様学校──らしい。

　つまり女子校だ。

　周囲を見回せば、制服姿の清せい楚そな乙女たちが、近寄りがたいお嬢様オーラをまき散らしていた。ううっ……背景に……白しら百合ゆりの幻影が見える……。

「……つか、場違いにもほどがあるな、俺」

「ひひー、なぁにびびってんのよ、マサムネ！」

　となりに立っているエルフが、肘で俺の脇腹を小突いてきた。

「だってさ。俺はただの庶民、ただの男子高校生なんだぞ？　女子校……しかも筋金入りのお嬢様学校だなんて、ほとんど異世界みたいなもんだよ」

　ちょうど目の前に異世界種族エルフもいるしな。

　山やま田だエルフ──我が家の隣に住まう、超売れっ子美少女作家。

　にして……俺たち兄きよう妹だいの親友だ。

「ま、確かにあんただけだと浮いてたかもね」

「だろ？」

「でも大丈夫よ！　このわたしが付いているわ！」

　どん、と己の胸を叩たたいて笑むエルフ。

「見なさいこの服を！　今日この日のために選んだのよ！」

　エルフが着ているのは、どこかシスターを思わせる黒い衣服。

　派手な髪型も、今日はやや控えめだ。

　なるほど言われてみれば、どこか『日本のお嬢様』めいている。

　金髪碧へき眼がんなのに。

　周りを歩いている女生徒たちよりも、この場に相応ふさわしい外見かもしれない。

　毎回のことだが──よく似合っているな。

　水着も、甘ロリも、制服も、どんな服を着ていても、全裸でさえも。

　なんだって『エルフらしい』ファッションにしてしまう。そんなところがあった。

「菜なの花はな女学園──厳重な警備で生徒の令嬢たちを護まもっているそうだけど。ふふん、わたしがこうしてそばにいれば、あんたが不審者としてつまみ出されるようなことにはならないわ」

「マジで頼りになるよな、おまえ」

「そうでしょう、そうでしょう」

　鼻高々だ。しかしこいつには、この偉そうなポーズを取るだけの資格があると思うよ。

　エルフと一緒なら、見知らぬ海外──どころか異世界転移したとしても、なんとかなりそうな気がしてくるもの。

　そこまで本音を伝えると、さらに調子に乗るので言わないが。

「……惚ほれ直なおしたでしょ？」

「やかましい」

　いや……俺の考えなんか、お見通しなのかもしれないけどさ。

『むぅ……兄さん、エルフちゃんとくっつきすぎ』

　タブレットから、紗さ霧ぎりの声が聞こえてくる。さすがにここではまずかろうと、音声のみにしていたはずなのだが……それだけで、エルフの急接近を察知したらしい。

　女の子って、怖い。

　そんな紗さ霧ぎり（タブレット）に、エルフが顔を近づける。

「くふふっ……紗さ霧ぎりってば、婚約者をわたしに取られちゃうかもって心配なんだ。……おやおやぁ～、ラブラブだとばっかり思ってたけれど、もしかして割り込む隙があるのかしら？」

『ない。隙なんか、ない』

　二度断言する紗さ霧ぎり。

『けど、エルフちゃんだから……要けいかい』

「そりゃ……光栄よ。エロマンガ先生」

『そんな名前のひとはしらないっ』

　ばちり、と、火花を散らせている。

　いま校門前に集合しているのは、俺と紗さ霧ぎり、そしてエルフの三人だ。

　遅ればせながら、状況を説明しよう。

　俺は先月、ムラマサ先輩が通う学校の文化祭に遊びに行く約束をし、その後日、参加するメンバーを先輩に伝えた。

　そうしたら、九月の末頃だったろうか──








　──私立　菜なの花はな女学園　合同文化祭　招待状

　──和泉いずみ正まさ宗むね様　和泉いずみ紗さ霧ぎり様






　そんな仰々しい招待状が送られてきたのであった。

　つやのある固い紙面に黒で印字されている、本格的なものだ。

　見て驚いたよ。まず、

　──ムラマサ先輩、女子校に通ってんのかよ！

　ってね。

　いや、だって女子校の文化祭とか、普通にハードル高すぎるだろう……。

　ラノベ作家・和泉いずみマサムネとしては、取材になると喜ぶべきなのかもしれないが。

　男子高校生・和泉いずみ正まさ宗むねとしては、緊張や気後れが先に立つ。

　だってなんか怖いもん、女子校とか。

　ごきげんようって挨拶し合ったり、姉妹スール制度があったり……

　あと紅薔薇さまロサ・キネンシスや白薔薇さまロサ・ギガンテイアがいたりするんでしょ？

　申し訳ない。俺の中で、女子校のイメージってそんな感じなのだ。

　名作の影響は甚じん大だいである。




　それにしても超強そうなお名前に聞こえるよな──白薔薇さまロサ・ギガンテイア。

　いや、いや、怒られる前に話を戻そう。

　招待状について、だったか。

　俺は、ムラマサ先輩が女子校に通っていたことにまず驚いて。

　次に、彼女が通う中学校の名前を見て、さらに驚いた。

　──菜なの花はな女学園。

　都内の有名校ほどの知名度はないが、知る人ぞ知る、筋金入りのお嬢様学校だ。

　あの、いっつも着物を着ているムラマサ先輩が。

　あの、いかにも和風美少女然としている梅うめ園ぞの花はなちゃんが。

　なんとカトリック系ミッションスクールに通っているのだという。

　そりゃ驚くだろ！　あまりにも意外すぎる！

　しかしよくよく考えてみれば、あの人もまた、豪邸に住むお嬢様に違いないわけで……。

　妥当、なのだろう。

　イメージ違うけど。

「……………………」

　──さて、というわけで。

　いまは十月中旬の土曜日。『菜なの花はな女学園』文化祭、二日目の朝だ。

　俺は改めて、校門付近を見回した。

　敷しき地ちは、瀟しよう洒しやな白い柵と木々で囲われている。学校というよりは、やはり神殿、宮殿……そんな呼び名が相応ふさわしい。

　俺たちのいる校門前は、文化祭当日で、確かに賑にぎわっているのに、なんというか──落ち着きのある空間なのだ。お祭り、ではなく、祭事、と表現したくなる雰囲気。

　エルフは、誰ともなしに呟つぶやいた。

「綺き麗れいな柵に囲われて、箱入り娘を育てている──花壇みたいな学校ね」

　しゃれた言い方をするやつだ。

　エルフらしい。

「兄さん、私も見たい！　お嬢様学校に通う美少女の群れをなめ回すよーにジックリと観察したい！」

　ひわいな言い方をするやつだ！

　エロマンガ先生らしいよ！

「俺が不審者として捕まるから、我慢してくれ。あと危険発言も控えてくれ」

　チラチラと、お嬢様たちから見られたじゃないか。

「ふぅ、ったく……」

　紗さ霧ぎりの〝目〟になっているタブレットは、この学校の生徒であるムラマサ先輩に持ってもらった方がよさそうだ。

　撮影しているわけではないとはいえ、男がレンズを女生徒に向けるのはまずかろう。

「というわけで、ムラマサと合流するまで紗さ霧ぎりは封印よ」

「ああん、ずるーいっ」

　ぱたん、と、エルフはタブレットＰＣを閉じてしまう。

　すると『お嬢様を見せろ』と騒いでいた声がすっと途絶える。

　邪よこしまなものを板の中に閉じ込める──まさしく封印であった。

　ちなみにここは中等部の校門で、他に高等部の校門があるらしい。

　中等部と高等部の校舎は、同じ敷しき地ち内ないにあるのだそう。

　庶民たる俺にとっては、ちょっと不思議な感覚だ。

　俺が中学生のとき、三年生が一番上の先輩で……大きくオトナに見えたものだが、この学校だと、すぐそばにさらに年上の先輩方──高校生が生活しているのだ。

　中等部の生徒たちにとっては、どういう感覚なのだろう？

　六年間同じ学校に通っていた、小学生時代に近いのだろうか。

　それとも……これだけ広い学校なのだ。高校生の先輩方と顔を合わせる機会は少なく、普段はさほど意識せずに過ごしているのだろうか。

　つらつらとそんなことを思う。

　我ながらまるで、この学校を舞台とする小説でも書こうとしているかのようだ。

　創作の舞台としてそのまま使えそうなくらい、美お味いしいロケーションなのだ。少しくらいの職業病は許して欲しい。さっきのエロマンガ先生レベルになるとさすがに有罪だけども。

　エルフも俺と似たようなことを考えているのか、周囲を上機嫌に観察している。

「エルフ、混む前に、中に入っちゃおうぜ」

「そうね、せっかく早めに来たんだもの」

　俺たちは、校門から入ってすぐの受付へと向かう。

　受付は、管理棟という建物の内にあるらしい。

　校門を抜けると、黒服の警備員が複数名立っており、さりげなく入場者を監視している。

　管理棟への誘導看板に従って進み、高級ホテルめいた建物の中へと入っていく。

「菜なの花はな学園文化祭へ、ようこそ。こちらで受付をお済ませください」

「は、はいっ……」

　もはや中学校の受付じゃないよな、これ。

　受付で招待状と身分証明書を提示して、入場証を発行してもらい──

「ふぅっ……これでようやく中に入れるわけだ」

　なるほどこれでは、不審者が通るのは難しい。

「警備が厳重ってのは、噓うそじゃないな。初めてだぞ、学校で、こんなの」

「そぉお？　こんなもんじゃない？　日本の学校だと珍しいのかしら？」

「相当珍しいと思うぞ？」

「ふぅん」

　エルフは、軽く首をかしげている。

　………………。

　そういえばこいつも、生粋のお嬢様だったっけ。

「ねぇ、マサムネ。待ち合わせってここよね」

「ああ、みんなとは、十時に、管理棟のラウンジ集合ってことになってる。ムラマサ先輩もここまで迎えに来てくれるってさ」

「あら、こっちから教室まで行くのに。あいつの出し物見たいし」

「俺もそう言ったんだけど、ここでいいのだ、ってさ」

「へえ～……そういうコト」

　何か察するものがあったのか、エルフはひとりで納得している。

　俺は腕時計で時刻を確認する。

「まだ時間あるな」

「よっし、なら行きましょ！　マサムネ！」

　エルフは、俺の手をつかんで、元気よく駆け出す。
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「お、おい！　どこに行くんだよ！　てか、みんなを待たないのか？」

「時間になったら戻ってくればいいじゃない！　くっふふー、面白いこと思いついちゃった」

　そう笑って、ぐいぐいと俺を、建物の外へと引っ張っていくエルフ。

「ほら、行くわよ！」

「な、なんだってんだ……」

　仕方なく彼女に合わせ、軽く走る。

　そして、

「……………………」

　つないだ手から、エルフの体温が伝わってくる。小さく柔らかな指の感触。

　──いかん、動揺してしまった。

　出会ってすぐの頃だったなら、断じてこんなふうにはならなかったはずなのに。

　自分でいうのもなんだが、俺は好きな人に対して一いち途ずなやつだと思う。

　なのに、エルフはそんな俺を、時折くらりとさせてくる。

　怖い女の子だった。おそらく、俺の知るどんなラブコメヒロインよりも。

　──うああ！　いかんいかん！　心を強く持たなければ……！

　俺は強引に、揺れた心を立ち直らせる。気を紛らわせる意味もあって、言った。

「もう出し物やってるんだな」

「そうみたいね。ほら見てあそこ、ステージの準備をしているわ」

　エルフが立ち止まって指さしたのは、企業イベントでもなかなか見ないような立派なステージだ。壇上では、教員とともに中等部の生徒たちが機材のチェックなどを自ら行っている。

「ほんとだ。なにやるんだろうな？　吹奏楽部の演奏会とかか？」

「ステージ脇に看板が並んでるわ。カバーがかけられててほとんど見えないけど……隅っこのあれ、『ミスコン』って読めない？」

「おまえ目ぇいいなぁ……こっからじゃわからないよ」

「へー、面白そう！　生徒じゃないわたしも出場できるのかしら！　くふふ！　ちょっと優勝してきちゃおっかなぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♪」

　とんでもない自信である。

　でも、まあ、

「いいんじゃないか？　エルフなら軽く優勝できるだろ」

「──っと、ナチュラルに返してきやがったわね……どきっとさせてくれるじゃない」

　胸に手を当て、頰を紅潮させるエルフ。

　どきっとさせてくれるってのは、こっちの台詞せりふだった。

　彼女は、恥じらいを表情に残したまま、にやぁと笑んで、

「ふぅ[image: ～][image: ～]ん……麗うるわしきお嬢様がそろってる学園なのに、わたしが軽く優勝すると思うんだ、あんたは？　きっと中等部生徒だけじゃなくて、高等部の豊満なお姉様とかも出てくるかもよ？」

「お嬢様学校のミスコンで、露骨にスタイル勝負になる水着審査とかないだろたぶん。というかあってもエルフが勝つよ。ソースは海合宿の思い出」

　ぱしん、と、後頭部をはたかれた。

「こ、こらぁ！　わたしのえっちな水着姿を外で思い出すんじゃないの！　えっち！」

「じ、自信満々で見せびらかしてきたくせに！」

　理不尽すぎない？

「そういうのは二人きりのときにしろっつってんのよ！　ばか！」

　エルフは偉そうに腕を組んで「ったく」と苦笑する。

　頰に片手を添えて、

「ま、いいわ。あんたにそれだけ評価されてるってのは、嬉うれしいし」

　じっ、と、目を見つめてくる。

「そ、そか。ちょ、近い近い！」

　動揺してたたらを踏んでしまう俺を見て、くすくすと声を漏らすエルフ。

「でもよかったわね。いまの会話を紗さ霧ぎりに聞かれなくて」

「っ！」

　クリティカルなワードに硬直する俺に、エルフは耳を寄せ、吐息がかかる距離で──

　色っぽく、こうささやいた。




「大丈夫よ……あの子には内緒にしておいてあげる」




「俺が浮うわ気きしたみたいな言い方はやめてもらおうか！」

　人聞きが悪すぎる！　ただでさえ先輩の小説のせいで『浮うわ気き』『不倫』という危険な単語が、紗さ霧ぎりの中でホットワードになっているというのに！

「あははははっ──！」

　間違いなくわかって言っているのだろう──エルフはおなかを抱えて笑っていた。







　気を取り直して。

　俺たちは広い校庭を横断し、校舎へと向かう。

　その最中、生徒たちの手による様々な『店シヨツプ』が営業しているのが見えた。

　文化祭なのだから、出店とか屋台と呼ぶべきなのかもしれないが……

　とても『屋台』って感じじゃない。

　飲食店はおしゃれなオープンカフェ形式になっていて、室内で調理しているようだ。

　メニューにも、焼きそばやたこ焼きなどといったお祭り定番のものはなく、クッキーやらスコーンやらが、長い名前の珈琲コーヒーや紅茶とともに並んでいる。

　気のせいかもしれないが──カフェで談笑する方々も、どことなく高貴に見えるのだった。

　さらには、

「お、おいエルフ……馬だ！　馬がいるぞ！」

「？　えっ……あんた、もしかして馬見たことないの？」

「あるよ！　哀れみの目で見るんじゃない！　そうじゃなくて……！」

　俺は改めて、目前で展開されている異常について主張した。

「学校の敷しき地ち内ないに馬がいるんだぞ！」

「学校なんだから、馬くらいいるでしょうよ」

「いねぇ──よ！　普通の学校には絶対に馬などいない！　どこの学校の話をしてるんだ！」

「わたしが実家にいた頃に通っていた学校」

「出た！　真のお嬢様！」

　話が通じねえ！

　というか山やま田だエルフ先生……あんたファンタジーだけじゃなくて、現代モノの学園ラブコメ書いてなかったっけ？　よく書けるな！　それで！

「冗談よ、冗談。日本の学校には、馬なんてそうそういないわよね」

「……驚かせるな。常識が違いすぎて、異世界転移した気分になったぞ」

「ごめんごめん」と詫わびるエルフ。

　俺たちの前を、馬を連れた乗馬部のお嬢様たちが横切っていく。

　それを見送ってから、エルフは校舎を指さした。

「それじゃあ、早く見に行きましょ」

「なにを？」

「決まってるわ──」

　エルフは、片目を愛らしくつむって、

「わたしたちのよく知るあいつが、この異世界でどんなふうに暮らしているのか。見に行ってやるのよ！　もちろんアポなし突撃でね！　くふふ、ぜったい驚くわよ[image: ～][image: ～][image: ～]♪」

　どうやらそれが、エルフのいう『思いついた面白いこと』らしい。

「ったく」

　俺の学校にも、そのノリで突撃してきたよな、おまえ。




　そんなわけで。

　俺たちは、草くさ薙なぎ先輩やめぐみたちを待つことなく、先んじて菜なの花はな学園中等部の校舎へと入っていった。

「お、わりと普通」

「上品な質素さね」

　中を軽く見回す。神殿めいた外観ほどの異世界感はない。

　一階には下げ駄た箱ばこがあり、リノリウムの廊下があり、教室が並んでいる。

　うちひとつは簡易な礼拝堂チヤペル。

　俺たちの想像する『普通の学校』プラス、若干の教会要素。

　といっても違いは、マリア像を見かけることや、縦長の窓くらいだろうか。

　階段の踊り場などには、ステンドグラスが見られ、教会めいた雰囲気を醸かもしている。

　全体的に、丸みを帯びた意匠や、白色が多く使われているようだ。

　校舎内部の景観からは、優しく清廉な印象を強く受ける。

　こんな学校に通う女生徒たちは、きっと清く正しく美しく育つのだろう。

「真白い〝箱パツケージ〟は、中身までをも真白く錯覚させるわ。デザイナーの使う魔法よね」

　俺の月並みな感想を察したように、エルフが言った。

「やな言い方するなあ」

「可か愛わいい表紙イラストのラノベヒロインが、可か愛わいく読めるのと同じよ」

「やな言い方するなあ！」

　ある意味ラノベ作家最大の思考テーマだよなそれ。

　自著が読者に与える影響のうち、どこまでがイラストの効果なのか。

　立場上、読者から見えるところでは、持論を展開することさえできない難題ではある。

　ただ、言えることがあるとするなら、

「なぁエルフ先生。真白い〝箱パツケージ〟を用意されたら、それに見合う〝中身〟であろうとするんじゃねぇの」

　少なくとも俺は、エロマンガ先生が描いてくれた〝表紙ヒロイン〟に、恥ずかしくないテキストを書こうって、いつも思っているよ。

「あんたらしい考え方ね。ま、この学校の〝中身〟は、エキセントリック和風文学少女のムラマサちゃんなんだけど」

「……それを言うなよ」

〝箱〟と〝中身〟、ぜんぜん違う！

　さっきエルフも言っていたけど──

「ムラマサ先輩の学校生活って、どんなんだろうな？　まったく想像ができない……」

「やっぱ浮いちゃってんのかしらね。周りが制服なのにひとりだけ着物を着てきて、休み時間とか、誰とも喋しやべらずにひとりで小説書いてそう」

「さすがにその想像はひどすぎねぇか？」

　すまんムラマサ先輩。

　俺、クラスで孤立した先輩が、ぼっちで執筆している姿、ありありと想像できてしまうよ。

　──などと話しながら、校舎内を進む。

　二階に上ると、廊下には一年生の教室が並んでいる。各教室前に看板が立っていて、クラスの出し物になっているようだ。

　廊下は色とりどりの色布や色紙で飾り付けられていて、校庭や一階と比べるとはるかに賑にぎやかな印象。

　生徒たちの手作りだろうチープな装飾類は、庶民である俺に安心感を与えてくれる。

　幾度となく経験してきた、祭りの雰囲気。

「おー、賑にぎわってる賑にぎわってる。ようやく文化祭らしくなってきたな」

「そう？　他の学校と比べると、まだまだ大人しいわよ。ほら、文化祭だとよくあるじゃない、窓の外にカラー風船をずらーっと並べたり、旗を張り巡らせたりさ」

「あー、そういやないな、そういうの」

「たぶん校舎の外観に影響が出ないようにって配慮なんじゃない？　この校舎と『文化祭のよくある装飾』って、ミスマッチだもの」

「はあん、そうかもなあ……だから外を歩いてる限りでは、文化祭って感じじゃなかったのか」

　文化祭って、あのチープな手作り感がキモだと思う。

　そういう意味で、この階に来るまでは、なんというか……据わりが悪かった。

　目前に広がる光景こそが、俺のよく知る文化祭だ。

　生徒が全員、ハイソなお嬢様方で、やかましい男子生徒の客引きとかが足りないけれど、まあ、あれはなくていいか。

　異世界に迷い込んだ気分だったが、段々テンションが上がってきた。

「いいじゃん、いいじゃん、楽しそうだ」

「くふふ、見てるとわくわくしてくるわね──お化ばけ屋や敷しきに、小物屋さんに──あっちは占いの館ですって！　ねぇ、マサムネ！　どれから回る？」

　ぎゅ、と腕にひっついてくるエルフ。俺は、平静を装よそおってそれを引き剝がし、

「おいおい、ムラマサ先輩のクラスに突撃するんだろ？」

「おっと、そーだったわ。いけない、いけない」

　後ろ髪引かれながらも、さらに階段を上っていく。

　ムラマサ先輩のクラスは三年一組。

　四階のどこかにあるはずだ。

　俺たちは四階に到着すると、賑にぎわう廊下を、軽く眺めながら歩いて行く。

「んん？　ねぇマサムネ、もしかして──アレかしら？」

　エルフが前方を指さした。俺は、示された先をのぞき込むようにして見る。

「どれどれ？　……なんだあの出し物」

　お嬢様らしい、やや『大人しめ』の出し物が並ぶ中……

　そのクラスだけが異質だった。

　立て看板には、『三年一組コスプレきっさ♡』とあり──

　メイド服を着たネコミミ美少女のイラストが描かれている。

「うっわなにアレ、お嬢様学校の一角に、一昔前のアキバが出現してるんですケド」

「違和感がハンパないな……しかも三年一組って……まさか……」

「ムラマサのクラス……よね？」

　…………………………。

　俺たちは、その場に立ち尽くし、顔を見合わせる。

　和風文学少女であるムラマサ先輩が、お嬢様学校に通っていたことも驚いたが。

　彼女のクラスの出し物が、あろうことか『コスプレきっさ♡』だと……？

　ダブルの衝撃であった。なにもかもがミスマッチすぎる。

　エルフは、顎に手を添え考え込む。

「うーん……ムラマサのやつ、教室じゃなくてわざわざ管理棟のラウンジに待ち合わせ場所を設定するあたり、わたしたちに自分のクラスまで来て欲しくない理由があるんだろーな、とまでは予想していたけれど。……だからこそアポなし突撃したら楽しいだろーなってわくわくしていたんだけれど──『コスプレきっさ♡』までは読めなかったわ……」

「おまえ、そんな性格悪いこと考えてたのか」

「くっふっふ……さあて……さすがのわたしも、この先に何が待ち受けているのかまでは予見できないわ。覚悟はいい？　マサムネ！」

　エルフはそこでぺろりと舌なめずり、洞窟ダンジヨンに突入する冒険者のようなことを言い出す。

　どうやら衝撃から立ち直り、モチベーションを取り戻したらしい。

「お、おう……じゃあ、行ってみるか」

　ムラマサ先輩の所属する三年一組──『コスプレきっさ♡』。

　ダンジョン以上の未知に包まれたそこへと、俺たちは向かう。

　ところが、

「あら、扉が閉まっているわね。準備中かしら」

「ほら、まだ早いんだって。戻ろうぜ」

「えー、せっかくここまで来たのに。──すいませーん！」

　エルフは、扉の前に立ち、教室の中に向かって声をかける。

　すると、教室の扉がわずかに開き、

「はい、どちら様でしょうか？」

　女生徒が顔をのぞかせた。

　ちょうど紗さ霧ぎりがよくやる仕草だった。

　中の様子が見えるほどの隙間はない。彼女自身は、メイド服を着ているようだが……。

「友達に招待されて来たんだけど、この出し物ってまだやってないの？」

　エルフが堂々と聞いた。

「えっと……準備中なのですが……少々お待ちくださいね……」

　ちら、と教室内を振り返る女性徒。何やら『中』と、小声で会話をしている様子。

「うん……うん……金髪の綺き麗れいな娘……たぶんそうだよね……じゃあ中に入ってもらってもいい？　わかった、じゃ、みんな配置について──」

　そこで女生徒は、再び俺たちに向き直って、

「失礼しました！　準備が整いましたので、ご案内いたします！」

　がらっ──

　扉が一気に開け放たれる。

「どうぞ、中へとお進みください」

　俺たちは、意を決して『コスプレきっさ♡』へと足を踏み入れる。

「「いらっしゃいませ、お嬢様、ご主人様！」」

　うら若いメイドたちが一斉に俺たちを出迎えた。

「──────」

　俺たちは、『いくつかの理由』で息をのんだ。

　未知のダンジョンに臨まんと、覚悟を決めていたのにだ。

　驚きよう愕がくの理由その一、彼女たちが着る衣装。

　配色は白と黒のみ。ロング丈のスカート。きわめてクラシックなメイド服には、入り口にあったチープさがかけらもない。

　──このメイドたちの正体は、すべて本物のお嬢様。つまり──

「……こ、こいつら、文化祭に……本物のメイド服を持ってきやがったわね」

　──そういうことだろう。

　真のお嬢様にしかできないコスプレ。

　まさしくこの学園の生徒にしかできない、贅ぜい沢たくすぎるメイド喫茶だ。

　ある意味ずるい。

　さらに……驚きよう愕がくの理由その二、『コスプレきっさ♡』というだけあって、ただのメイドではない。彼女たちは全員、ネコミミ、イヌミミ、シッポなどなど、動物をモチーフとしたユニークなアクセサリーを装着していた。

　そんな邪道は本物のメイド服には合わないだろうと思いきや、ずば抜けて着用者の素材がいいのか、合わせたやつのセンスがいいのか、下品にならず、中学生メイドたちの魅力をより引き立てていた。

　そして第三の理由──

「ま、まままま、ましゃむね君ッ!?」

　どっかで見たことあるよーな、ネコミミ爆乳メイドさんが、俺を指さし驚いている。

　正統派クラシックメイドたちの中、ひとりだけ露出が多い衣装を着ているその人は──

　千せん寿じゆムラマサ先輩その人だった。
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　──な……ぱっつんぱっつんじゃないか！

　──目が……！　目が……つぶれてしまう！

　そのどすけべな破壊力に目をやられた俺は、立ちくらみにも似た酩めい酊てい感かんの中、辛かろうじて立ち尽くすことしかできない。適切なツッコミを入れることさえできない。

　言語化できない俺の思いを代弁してくれたのは、隣にいたエルフだった。

「む、ムラマサあんた……なんてかっこしてんの！」

「ち、違うのだぁ！」

　以前ビキニ姿で登場したときと同様、胸を隠すようなポーズで弁明する先輩。

　すると豊満な胸の形が、柔らかく変形する。

　彼女はその仕草が、いやらしさをより増してしまうのだと依然として気付いていない。

「き、聞いてくれ！　エルフ！　マサムネ君！」

「いや、さすがにどう言いつくろっても無理でしょ。なにそのエロメイド服！　周りのみんなは清せい楚そなメイドさんなのに、あんたひとりだけ、えっちなお店のコスプレなんですけど！」

　えげつないたとえはやめてやれよ！　的確だけどもさ！

「だから違うと言っているッ！　こ、この服はクラスの莫ば迦かものが、冗談で持ってきたものなんだ！　断じて私の所有物ではないし、店で本来着るはずだった服でもない！」

「それをなんで着てんのよ。時間的に、そのかっこのままわたしたちに会いに来るつもりだったとしか思えないわ。とんだ変態エロメイドね」

「くぅっ、ふうぅぅ[image: ～][image: ～][image: ～]誤解だっ。はめられたのだぁ……」

　涙目になっちゃってるじゃないか。その辺で勘弁してやれよ……エルフだって、先輩が自分からこんな服を着るわけないって、わかっているんだろうに。

　どうせ海でビキニを着せられたあのときと、似たような感じだろう。

「あの……えっと……ムラマサ先輩？」

　俺が声をかけると、先輩は、はっとこちらに目を向けた。

　そして懇願するように目を潤ませる。

「ま、マサムネ君は……誤解だとわかってくれるだろう？」

「似合ってるぞ、その服。ネコミミも可か愛わいいし」

「！　っ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ふにゃぁああああああああああああぁぁぁんっ！」

　ムラマサ先輩は、泣きながら教室の奥へと走って行ってしまった。

　そこでエルフが、俺の脇腹を肘で小突く。

「ばか、言いすぎ」

「フォローしたつもりだったんだが……」

「逆効果よ。精神にとどめを刺しちゃってるじゃない。どーすんのよ」

「どうすると言われても……」

　とりあえず、先輩があんなんなってた事情を知りたいな。

　状況が混こん沌とんとしすぎている。

　これがラノベだったら、事情をよく知るガイド役を登場させる場面なのだが。




「花はなちゃんが戻るまで、私がお相手しますわ、お兄様」




　そこで。

　教室の入り口でうろたえる俺たちに、声をかける者があった。

「え……っと」

「はじめまして、宇う佐さ美み鈴すず音ねと申します」

　鈴すず音ねと名乗った少女は、クラシックなメイド服に、兎うさぎの耳を付けている。

　絹のようになめらかな肌、前髪が真まっ直すぐに切きり揃そろえられている。

　日本の姫君めいた、超正統派の和風美少女──。

「こ、こちらこそ、はじめまして。俺は、ムラマ──じゃなくて、えっと……梅うめ園ぞのさんに招待されてきた者で……名前は……」

　突如として現れた『お嬢様らしいお嬢様』に、俺はドギマギとしてしまう。

「和泉いずみマサムネ先生と、山やま田だエルフ先生ですわね」

「え、なんで──」

「ライトノベル、好きなので」

「……ほ、本当に？」

「はい、大好きなのです」

　おおう……。

　ムラマサ先輩が、俺たちの名前をクラスメイトに伝えているとは思えない。

　ってことは……この子は、ノーヒントで俺たちの名前を当てたってことになる。

　エルフはともかく、数度イベントに出たことしかない『和泉いずみマサムネ』の顔なんて……

　よっぽどのラノベフリークしか、知らないだろうに。

　というか、ラノベ好きのお嬢様？

　そんな奇特な生命体、この世に存在していたのか……？

「マサムネ、マサムネ」

　エルフが俺の袖口をクイクイとひっぱって、

「ん？　なに？」

「わたしも、ラノベ好きのお嬢様よ？」

　己の顔を親指で示す。

　こいつ、俺の考えてること、よくわかったな。

「はいはい、そうだったな。エルフ先生も一応、お嬢様だったっけ」

「一応じゃなくて正真正銘のお嬢様よ！」

「でもおまえよりもはるかにお嬢様っぽい子が出てきたし」

「あ！　はらたつぅ！　その言い方は、はらたつぅ！」

　俺とエルフが口くち喧げん嘩かを始めると、鈴すず音ねはくすくすと上品に含み笑う。

「愉快な方々なのですね。花はなちゃんから、聞いたとおり」

「えと、鈴すず音ねって言ったわね。はじめまして、山やま田だエルフよ」

「はじめまして。先生とお呼びしてもいいでしょうか？」

「気安くエルフと呼んで頂戴」

「あら、いいのですか？」

「もちろんよ。だってあんた、ムラ──」

　エルフはそこで、いったん台詞せりふを止めて、ちらりとムラマサ先輩の方を見た。

　教室の奥へ逃げていった先輩は、カーテンにくるまって隠れている。普段のクールさがみじんも見えない、愛らしい姿だ。エルフはくすりと笑って、止めた台詞せりふを、こう言い直す。

「あんたも、花はなちゃんの友達なんでしょう？　なら、わたしにとっても友達よ。できれば敬語もやめて頂戴」

　ムラマサ先輩がクラスメイトにペンネームを隠している可能性に、配慮したのだろう。

　エルフはとても察しのいい女の子で、会話をしていると、とにかく話が早いと感じる。

　けれどそのせいで、エルフが俺以外のやつと話していると、話題が飛躍して聞こえることがままあった。いまもそうだ。

　エルフいわく──この鈴すず音ねという少女は、ムラマサ先輩の友達なのだという。

　そう決めつけられるほどのやり取りがあったとは思えないのだが……。

　しかし鈴すず音ねは、にこやかに肯定する。丁寧な口調を少しだけ緩めて、

「うん。なら、エルフちゃんと私は、お友達なのです。なにせ私、花はなちゃんの親友ですから」

「へえ、親友なんだ」

　親友、らしい。

　──驚いた。

　ムラマサ先輩が、クラスで孤立しているかも──なんて、心配していたってのに。

「クラスの人気者ですよ、花はなちゃんは」

「人気者なの!?」

　さすがのエルフも、今度は驚いている。カーテンにくるまっているムラマサ先輩を指さして、

「噓うそでしょ？　だって、あいつ──めちゃくちゃ自己中で他人に興味なくて小説バカな上に、見た目だけはいいじゃない？　女子に嫌われる要素百パーセントだと思うんだけど」

「そこの亜人！　言いすぎだ貴様！」

　悪口を言われた当人が、カーテンにくるまったまま、顔だけを出して怒っている。

「──────」

　そのやり取りが面白かったからか、ぷっ、と鈴すず音ねが吹き出した。

　よほどツボに入ったのだろう──背を丸めて、けほけほと咳せき込こんでしまっている。

　それでも上品さを失わないのは、さすがのお嬢様だった。

「そうですね！　本当にそうですね！　エルフちゃんの言うとおりなのです！　っふふ……」

　笑いすぎて涙目になっている鈴すず音ね。彼女は顔を上げて、エルフに言う。

「でも、私、花はなちゃんとは、三歳からの付き合いですから。今更ですよ、そんなの。もう慣れました」

「あ、そか、そういうこと？」

「そういうことです。もっと言うと、このクラスの大半が、幼少時からの顔かお馴な染じみなんですよ」

「ははあ……」

　ようやく俺も得心できた。

　お嬢様学校に通っているお嬢様たちは、当然子供の頃もお嬢様らしい幼稚園なり幼稚舎なりに通っているわけで──

　自然、長い付き合いになりがち……なのだろう。

　俺たちよりも、むしろこの娘こたちの方が、ムラマサ先輩の性質については熟知しているのかもしれなかった。

「『千せん寿じゆムラマサ先生』のことも、みんなよく知っていますから、お気遣いなく」

　エルフの配慮にも、当然のように気付いていたらしい。

　……むう……俺が出会う女子って、頭の回転が速い娘ばかりだな。

　ちらりと教室の奥を見ると、メイド姿のお嬢様たちが、ムラマサ先輩（が隠れているカーテン）の周りに集まって、わいわいと楽しそうに話している。




「花はなちゃん！　出てきなよ！」

「ほーら！　せっかく彼氏が来てくれてるんだから！」

「か、彼氏ではないと言ったではないか……！」

「『いらっしゃいませ、ご主人様♡』の決めポーズで、年上の男子を誘惑するんだ──って、一緒に練習したでしょ！」

「し、したがっ！　こんなはしたない服を着るなんて、聞いてないっ！」

「あはは……わたしもびっくりしたよ」

「鈴すず音ねがこんなに大胆な衣装を用意してくるなんてねー♪」




「あのエロメイド服、おまえが持ってきたのかよ！」

　初対面のお嬢様相手だというのに、つい本気でツッコんでしまった。

　すると鈴すず音ねは、ノリよくリアクションをくれる。

　軽く自分の頭を叩たたいて、

「てへっ♡」

　くそっ……可か愛わいいじゃないか。

　エロマンガ先生が大歓喜しそうな、きわめてあざとい仕草であった。

「皆さんが早く来てくださって助かりました。なんとかあのカッコで、お兄様の前にお届けしたかったので──」

　もう少しで着替えられてしまうところでしたわ、と、肩をすくめる鈴すず音ね。

　ふむ、どうやらこの鈴すず音ねちゃん、見た目通りの性格はしていないらしい。

　どちらかというと──





　──おにーさんっ♡

　──お兄様。






　そう、めぐみに近いニオイを感じる。

　いや、近いというより、めぐみとは似て非なる……というか。

　まだ断言するほどの確証が持てない。ひとまず保留だ。

「さて」

　鈴すず音ねは片目をつむったまま、まるでアニメヒロインのように、人差し指をくるりとあざとく振る。

「改めまして、マサムネお兄様、エルフお嬢様。三年一組『コスプレきっさ♡FLOWERS』にようこそいらっしゃいました♡」

　FLOWERS──もしかして、梅うめ園ぞの『花はな』にかけているのだろうか。

　ムラマサ先輩が、このクラスにとって店名にするほどの人物……ってこと？

　重ね重ね意外だな。

「当店はまだ準備中なのですが、花はなちゃんのお友達なら、特別です。リハーサルも兼ねてサービスさせていただきます。どうぞこちらへ」

「は、はあ……」

　なんだ？　なにが始まるんだ……？

　鈴すず音ねに連れられ、俺たちは奥の席へと案内される。

　白いクロスのかかった円卓だ。中央には、洒しや落れた造花が飾られていた。

　教室の作りがアンティークめいているため、非常にそれっぽい高級な雰囲気になっている。

　俺とエルフは、対面で卓に着いた。

　俺たちを案内してきた鈴すず音ねが、にこりと笑って言う。

「それでは、システムの説明をさせていただきますわ。まずお支払いですが、招待状に同封されていた『菜なの花はなチケット』のみとなっております。ご了承くださいませ」

「あ、はい」

　そういやあったな、そんなのが。

　十枚綴つづりのチケットだ。どうやら、生徒に直接現金をやり取りさせない方針らしい。

「はは、おもちゃのお金みたいで微ほほ笑えましいな」

　頰を緩ませる俺に、エルフがツッコむ。

「ちなみにマサムネ、このチケット一枚で千円相当みたいよ？」

「えっ？」

　高くね？

「はい、チケット一枚が千円相当ですわ。足りなくなりましたら、受付と購買で販売しておりますので、ご利用ください」

「お、おう……」

　メニューをチラ見すると、飲み物も軽食も、すべてチケット一枚とある。

　……オール千円と考えると……これははたして高いのか、安いのか。

　というか、この文化祭……まさか千円チケットが最小単位なの？

　お嬢様学校の物価に、一抹の不安を覚える。

「当店のシステムですが。セット料金として、滞在三十分につき、菜なの花はなチケットを二枚いただきますわね」

「セット料金!?」

　そんなのがあるのか！

「はい。セット料金には、ハウスボトル飲み放題が付いてきます」

「ハウスボトルって？」

「こちらの別枠リストにありますソフトドリンクメニューのことですわ。その他のお飲み物や軽食については別料金でチケット一枚となっておりますので悪あしからず」

「つまり席代だけで二千円かよ……セット以外のものを頼むとさらに千円……いやでも、メイド喫茶でなにか頼んだら、アキバでもそのくらいするか……？」

　どうだろ。ほとんど行ったことがないから、わからないな。

「でもこれ、メイド喫茶って感じの料金システムじゃないわよね？」

　エルフの疑問に、俺は深く頷うなずく。

「そうそう、なんだっけこの……聞き覚えのある単語。……ハウスボトルとかセット料金とか……どっかで聞いたことあるんだよな……」

　具体的には、ラノベ作家の集まりとかで。

「ううん……なんだったかしら……普段の生活で使う言葉じゃないわよね。……くぅっ、喉まで出かかってるんだけど……！」

「ああ、そうそう、言い忘れていましたわ」

　腕組みしてうなる俺たちに対し、鈴すず音ねはきわめて清せい楚そなお嬢様ボイスでこう言った。

「女の子の指名料は、チケット二枚なのです」

「「キャバクラじゃねーか！」」

　エルフと同時にツッコむ。

「やっと思い出したぞ！　聞き覚えがあると思ったら、ソースは獅し童どう国くに光みつだったよ！」

「あんたたち普段そんな会話してんの!?」

「あっ……ま、まあいいじゃん！　──くそっ、お嬢様学校とキャバクラという単語があまりにも遠すぎて、すぐに思い出せなかった……！」

　そして高たけぇ！　セット料金と指名料でもらったチケットの半分弱が飛ぶぞ！

「心外ですわお兄様。『コスプレきっさ♡』とお呼びください」

「料金システムが完全にキャバクラなんだけど、誰が考えたのこれ？」

「私です」

「それもおまえか！」

　こいつ──めぐみタイプかと思ったけどぜんぜん違う！

　むしろ逆だ。

　めぐみは、背伸びをしてオトナぶっているだけで、実は初う心ぶなファッションビッチだったけれど。一方この娘は、清せい楚そなお嬢様ぶっているだけで、中身はだいぶアレでアレなのでは？

「……あの……お兄様？　もしや私のことを、とてもいやらしい娘なのでは、と、思っていらっしゃいます？」

　この恥じらう表情を見ると、純真無む垢くな乙女にしか見えないのだが……。

「違うのですよ？　私、その〝きゃばくら〟という大人のお店のことは、寡聞にして存じませんが──」

　噓うそつけ。この言い方、絶対熟知してるよ。

「当店のシステムは主に、クラスの皆さんのご家族を楽しませるためにあるのですわ」

「というと？」

「たとえば、花はなちゃんのお父様がいらっしゃったとき、自分の娘を指名していただくのです。するとネコミミメイドの花はなちゃん（源氏名）は、お仕事という名目で、お父様に思い切り甘えますわ。ケーキをあーんと食べさせてあげたり、隣に座ってお酌をしてあげたり……」

　やっぱりキャバクラじゃないか。

　とはいうものの……

「なんとなく趣旨がわかった。確かに親バカが喜びそうなシステムだよ」

「でしょう？　普段は恥ずかしくて素直になれない娘さんが、文化祭の出し物という名目で、家族に甘えられる──そんな夢のお店なのです。おわかりですか？」

「おまえ中身おっさんだろ」

　俺、めぐみよりもおまえに似ているやつを知ってるぞ。

　エロマンガ先生だ。

「もう、お兄様ったら、失礼な方ですわっ」

「はあ……」

　話していて疲れるやつだ。俺は座ったまま、がっくりとうなだれる。

　鈴すず音ねの可か憐れんな声が、上から降ってくる。

「というわけでお兄様、女の子の指名はなさいます？」





　選択肢Ａ　なら、おまえを指名する。






　という選択肢が、一瞬脳裏をよぎったが。

　さすがにエルフがなんか言ってきそうだし、紗さ霧ぎりに言いつけられそうなのでやめておく。

「えっと……なら、花はなちゃんでお願いします」

「はいっ！　花はなちゃんご指名入りました[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　ハイテンションに声を張り上げる鈴すず音ね。

　すると、教室の奥で、カーテンにくるまり、着替える着替えないの言い合いを繰り広げていたネコミミメイド・ムラマサ先輩が、「えっ？」と素っ頓狂な声を漏らす。

　クラスメイトたちの手によって、カーテンから引っ張り出され、背を押され──




「ほーら！」「ご指名だよ、花はなちゃん！」「いってきなって♪」

「えっ？　えっ、えっ……？」




　俺たちの元へと、花はなちゃん（源氏名）がやってきたのであった。

「……………………………………」

　ムラマサ先輩は、俺たちの卓のすぐそばで、真っ赤になって立ち尽くしている。

「よっ」と、エルフが声をかけても、完全にフリーズしていて動かない。

　ぎこちなく動き始めるまでに、たっぷり三十秒ほどもかかった。

「き、き、君たち……そもそも、私から迎えに行くと言っておいたろう。他の皆はどうしたのだ……？」

「くふふー、ごめんごめん、あんたが学校で普段どんなふうなのかな～って、気になっちゃってさ！　マサムネがどうしても見たいっていうから、つい不意打ちで突撃しちゃったの」

「おいエルフ、さらりと俺のせいにすんなよ」

「マサムネだって見たかったでしょ？」

「そりゃそうだけどさ」

「なら同罪よ、同罪」

　まあね。そうかもしれない。

　ムラマサ先輩は、そこでちらりと横を向いた。彼女の目線の先には、興きよう味み津しん々しんで俺たちのやり取りを見つめる、鈴すず音ねの姿がある。

「君たち……鈴すず音ねと話したのか」

「ええ、親友なんですってね？」

「ふん、親友なものか。腐れ縁だ、腐れ縁」

　凜り々りしい声で否定する先輩。エルフはその素直じゃない台詞せりふを素早く翻訳し、咀そ嚼しやくし、

「へえ、ほんとに親友なんだ」

　と、返した。

　さすがにいまのはわかりやすいので、俺にも理解できるやり取りだ。

　テンプレすぎてツンデレ描写にはいまどき採用できないレベル。

「うふふー、言ったでしょう？」

　鈴すず音ねが寄ってきて、ムラマサ先輩の肩に腕を回す。

「やめろ、うっとうしい。服の件はもう許すから、あっちへ行っていろ……」

　それを先輩は、ぐい、と押して引き離す。

「あん、もう──いけずですわあ」

　わざとらしく悲しげな表情を作る鈴すず音ね。

「でも、お断りなのです」

　もちろん演技なので、すぐにからりと元通り。

「せっかく噂うわさのお二人が学園にいらっしゃったのですもの。私もたくさんお話ししたいですわ」

　鈴すず音ねはエルフの方を見て、

「「ねー♪」」

　示し合わせたように二人でハモる。

　初対面のくせに、息がぴったりだった。

「ぐぬぬ……この組み合わせ……嫌な予感しかしない……」

　その様子をすがめ見て、ムラマサ先輩は、忌いま々いましそうに歯は嚙がみしていた。

　鈴すず音ねは、俺の隣の椅子にちょこんと座って、上目遣いで問う。

「というわけでお兄様。私もここにいてよろしいですか？」

「え？　ああ、そりゃ、構わないけど……」

「ご指名ありがとうございまーす！」

「ちょ！　いまので料金発生すんの!?」

　中高生の読者諸君、覚えておけよ。

　キャバクラって、おっかねえところだぞ。

　もはや俺の脳内から、ここがメイド喫茶であることは、完全に消きえ失うせていた。




「花はなちゃん、ほーら、お仕事お仕事」

「…………う、うぅ」

　鈴すず音ねにうながされたムラマサ先輩は、恥ずかしそうに小声で言う。

「い、いらっしゃいませ……ご主人様、お嬢様」

「あ、あぁ……」

　ムラマサ先輩は、ぺこりとお辞儀をするや、俺の隣、鈴すず音ねとは逆側に座る。

　そうして、ぴと、と身を寄せてきた。

「む、ムラマサせんぱ……」

「こ、これは仕事だから……仕方ないんだ……仕事だから……」

「うあああ……」

　露出の多いメイド服姿で、こんなふうにかしずかれると……

　破壊力がすさまじいな。平静を保てる男はいないんじゃないだろうか。

「マサムネー、目がやらしいんですけどー。──紗さ霧ぎりに言いつけちゃうわよ？」

「本気でやめてくれ！」

　ジト目のエルフを、必死で止める俺。

　ムラマサ先輩が、意を決したように言う。

「ま、マサムネ君、事情を説明してもいいだろうかっ？」

「あー……なんとなくはわかってるけど……」

　ムラマサ先輩が、騙だまされてえっちな衣装を着せられる、いつものパターンだろ？

「そ、それでもだっ。え、えっと……私は……君たちと文化祭を見て回るために、このあと丸一日予定を空けてあるのだ」

「よく空けられたわね。二日目が一番盛り上がるんでしょ？」

　エルフの言うとおりだ。そういえばそうだよな。

　ムラマサ先輩が俺たちと学園祭を回るためには、今日、出し物のシフトから外れなければいけない。

　しかし、一番盛り上がる『二日目の自由時間』は、生徒たちの中でも競争率が高いはずだ。

「ああ、皆が、気を遣ってくれて……私のシフトを、『一日目』と、『二日目の朝』だけにしてくれたんだ」

　ムラマサ先輩は、照れくさそうにはにかむ。

　彼女の後方で、他のメイドたちが、笑顔で手を振っている。




「いーってことよー」

「花はなちゃん、去年あたしの代わりに、ずーっとシフト入ってくれたじゃないですか」

「わたしも一年のとき、花はなちゃんのおかげで彼氏と文化祭デートできたから……。──今度は私が、花はなちゃんの恋を応援する番なんです」

「楽しんできてね！」




　──という事情らしい。




「ふぇー……ほんとに……クラスでうまくやってんのね」

　俺が抱いた感想を、エルフがそのまま口にした。

「うまくやっている……のだろうか？　自分ではよくわからん……シフトを代わってもらう代償として、こんな破廉恥な服も着せられるし……」

　その気安い関係性を、きっと『友達』と呼ぶのだろう。

「エルフちゃん、花はなちゃんが人気者なのが、そんなに意外ですか？」

　と、鈴すず音ね。含みが感じられる口調だった。

「意外ね。想像とまるで逆」

「……お兄様も？」

「ああ。──てか、なんで君、俺のこと『お兄様』って呼ぶの？」

「『世界妹セカイモ』の作者だから、そう呼ばれるのお好きかなって」

「誤解だ！」

　作品で作者のイメージを固めんのやめてくれる！

　気持ちはわかるが！　妹という字をタイトルに使っているラノベ作家すべてが、妹大好きシスコン野郎だってわけじゃない！

　俺？　俺は、妹大好きシスコン野郎です。でも、紗さ霧ぎり以外の妹については、特別好きなわけじゃない。妹が好きなんじゃなくて、紗さ霧ぎりが好きなのだ。大好きな紗さ霧ぎりがモデルだから『世界妹セカイモ』のヒロインは妹で、作者はノリノリで萌もえ描びよう写しやを書きまくれるのだ。

　そこは勘違いしないでよね。

「そうなんですか……なら、『お兄様』と呼ばれるの、お嫌でした？」

「……実はけっこう嬉うれしかった」

　すぱん、と、エルフが無言で俺の頭をはたく。

　俺は「あイテ」と脳天を押さえて、

「いやだってさ。……なんか俺、『魔法科高校の劣等生』がウケている理由の一端が、わかった気がする。黒髪清せい楚そなお嬢様に、『お兄様』って呼んでもらうの、すごくいいわ」

「ふふっ……では、和泉いずみマサムネ先生のことは『お兄様』と呼びますね」

「……あ、お願いします」

　そこで、俺の対面に座っているエルフが、卓の下からタブレットを取り出した。

「ねぇねぇ紗さ霧ぎり。あんたの彼氏、あんなこと言ってるわよ？」

「報告ごくろうエルフちゃん。──ねぇ兄さん？　これからは、私も『お兄様』って呼んだ方がいい？」

「ああああああああああ！　エルフおまえ！　なんてことを！　いつの間にエロマンガ先生の封印を解きやがった！」

「あんたがキャバクラシステムを説明されてるときだけど」

　メイドさんに許可を取って、映像通話をオンにしたらしい。

「………うぉぉ……」

　思いっきり、鈴すず音ねに『お兄様』と呼んでもらっているところを目撃されちゃったじゃないか！　ど、どどど、どうしよう……どうやってごまかせば……。

　エルフがこちらに向けるタブレットには、お面をかぶった紗さ霧ぎりの顔。

　お面メルルが浮かべる無機質な笑顔が、ホラー的な演出効果を生んでいる。

　……絶対怒ってるよな、これ……。

　俺は、超必死で言い訳を考えながら、画面に向かって身を乗り出す。

「ち、違うんだ紗さ霧ぎり！　聞いてくれ！」

「京きよう香かちゃん！　京きよう香かちゃん！　こっち来て！　兄さんが！　兄さんが！　……こすぷれキャバクラでデレデレしてるの！」

「考えられうる限り最悪の行動を取りやがって！」

　なんですって！　いま行きます！

　タブレットから鬼の叫びが聞こえてきたところで──

　俺は、辛かろうじて映像通話を切った。

「くっ……はぁ……はぁ……」

　タブレットに指を伸ばした体勢の俺は、冷や汗を垂らし、肩を上下させる。

　そんな俺に、エルフが冷たく一言。

「マサムネ、紗さ霧ぎりにも文化祭を体験させたいんじゃなかったっけ？」

「…………………………」

　ほんっと……この出し物、お化ばけ屋や敷しきよりもおっかねえよ。




　ムラマサ先輩が通常の制服に着替えるのを待ってから、俺たちは管理棟のラウンジへと戻った。みんなとの待ち合わせ時間が近づいていたからだ。

　到着すると、

「あ、和泉いずみくん、ちょうどいいところに！」

　シドーくんが、俺たちを見つけ、早足で近くまでやってきた。

　今日も今日とて、量産型大学生という比喩がぴったりの服装をしている。

「どうしたんですか、シドーくん。なんか慌ててるみたいですけど」

「それが……」

　彼はちらりと受付の方を見る。

　そこでは、見覚えのある金髪黒服の青年が、ごつい警備員に囲まれてなにやら弁明しているようだった。『招待状は本物』だの『あれは弟子で』だのといったやり取りが聞こえてくる。

「草くさ薙なぎ先輩、不審者として通報されちゃったみたいで……」

「なにやってんだあの人！」

　めちゃくちゃ目立ってるじゃないか。

　確かに傍はたからだと、女子校の学園祭に侵入しようとした無謀な不審者にしか見えないが。

「さっき神じん野のさんたちと会って、学園前まで一緒に来たんですよ。綾あやちゃんがしきりに草くさ薙なぎ先輩に話しかけてて……それを見た善意の第三者が通報したようなんです」

「あぁ……」

　小学生女児と、オラついたバンドマンふう成人男性の組み合わせはまずいな。

　通報不可避。結果的には誤解だったけれど、善意の第三者の判断は間違っていない。

「その──めぐみたちは？」

　あいつらに弁明してもらえばよくない？

「学園に友達がいるとかで、どこかに行ってしまっているんです。それでいま、警察を呼ばれそうになっていて……」

　めぐみのやつ、顔広すぎだろ。こんな遠方にまで友達がいるのかよ……。

「なら、ここで話していないで早く助けなくてはな。在校生である私が行って、説明してこよう」

「わたしも一緒に行くわ。ムラマサだけだと口下手だし」

　頼りになる女性陣が、受付に早足で駆けていく。

　待つこと数分。

　彼女たちは首尾よく誤解を解いて戻ってきた。

　……エルフのやつ、ドヤ顔サムズアップが本当に似合うな。

　女性陣の後ろから、ほうほうのていで草くさ薙なぎ先輩がやってくる。

「ひでえ目に遭った。女子校こええ……」

「草くさ薙なぎ先生、助けるのが遅れて申し訳なかった。そして、来てくれてありがとう」

「──────」

　頭を下げるムラマサ先輩に、その場の全員が息を吞のむ。

　あまりにも意外な光景だったからだ。

　ムラマサ先輩にとって草くさ薙なぎ先輩は、まったく興味のない他人という認識のはず。

　そんな相手に礼を尽くすというのが、らしくないように思えたのだ。

　──いや、違うか。

　この場合、『らしくない』ではなく──『新たな一面を発見した』というべきなのだろう。

　もちろん彼女が創作物のキャラクターだったなら、らしくない行動は相応の理由がなければ決してしない。作者が下手を打たない限り、『キャラブレ』は発生しない。

　けれども、俺の目前で礼を尽くしている彼女は、生きた人間なのだ。

　そりゃ……キャラくらいブレるだろう。

　俺の知らない新たな一面くらい、いくらでも出てくるだろう。

　だから、





　──花はなちゃんが人気者なのが、そんなに意外ですか？






　そういうこと、なんだろうな。

　たった一年ちょいの付き合いで。

　梅うめ園ぞの花はなに『エキセントリックな文学少女』というレッテルを貼って、思考停止していた俺たちのことを、鈴すず音ねは『こいつらわかってねーな』と、嗤わらっていたのかもしれない。

　俺も、エルフも、そして紗さ霧ぎりも。

　この件については、反省しないといけないな。

　そして。

　ここでもうひとり、『新たな一面』を見せる人がいた。

「いや、いや、謝らないでください、千せん寿じゆ先生」

　草くさ薙なぎ先輩だ。彼は、俺たちに対するのとはまるきり口調を変えて、ムラマサ先輩に相対する。

「せっかく招待していただいたのに、騒動を起こしてしまい申し訳ない。助けていただいてありがとうございます」

「む……マサムネ君たちから聞いていた話と違うな」

「なんと聞いていたのかは想像がつきますよ。しかし、オレは貴方あなたを尊敬しているんです。和泉いずみや獅し童どうに対するようにはできません」

「……………………」

　あ、ムラマサ先輩が困っている。

　そりゃ、年上の先輩作家から『尊敬している』なんて言われたら、どう反応していいかわからないよな。気持ちはわかる。

　かくいう俺も、はるか格上の先輩作家から『尊敬している』『愛している』って言われたことがあるから。

「草くさ薙なぎ先生……それは……ええと……なぜ、と、聞いてもいいだろうか？」

「貴方あなたは──オレと違って『本物』ですから」

　ムラマサ先輩の眉が、ぴくりとはねる。

「自分は、偽にせ物ものだとでも？」

「貴方あなたと比べれば、そうです。業界に辛かろうじてしがみついているようなオレが、貴方あなたと同じ職業を名乗っていることを、いつも申し訳なく思っています。オレと貴方あなたが、ラノベ作家という同じくくりで語られるのが、心苦しい。読者にはとても言えない本音ですが」

「………………」

「困らせてしまったようですね。──この話はやめましょう。ただ、自虐しているわけじゃないんです。偽にせ物ものなりに、やるべきことをやっているつもりですから」

　シニカルに笑む草くさ薙なぎ先輩。

　巨大な才能と向き合い悩み、彼なりの結論、着地点を見つけたのだろう。

　その結果、彼は己を偽にせ物ものと自称し、なんらかの覚悟を持って仕事に臨んでいる。

　年下の後輩を心から尊敬し、敬っている。

　チャラくていい加減なラブコメ作家の、知らない一面だった。

　ムラマサ先輩はしばらく黙っていたが、やがて頷うなずいた。

「わかった」

「菜なの花はな女学園の文化祭なんて、普通に生きてたら体験できませんからね。色々見て回るつもりですよ」

「草くさ薙なぎ先輩、もしかして単独行動をするつもりですか？」

　シドーくんが心配そうに聞いた。

「そのつもりだぜ。ぞろぞろ大人数で動くのもアレだろ」

「また通報されますよ」

「………ぐ…………」

　渋面で歯は嚙がみする草くさ薙なぎ先輩。さっきまでの真面目な印象はすっかり消きえ失うせている。

「それなら──私が一緒に回ってあげますよ、師匠！」

　いつの間にそばまで来ていたのか。草くさ薙なぎ先輩に声をかけてきたのは、真面目そうな眼鏡の少女──夏なつ目め綾あやちゃんだ。

　今日の服装は、ずいぶんとおしゃまな印象。

　後ろには、どこかに電話をかけている、めぐみの姿も見える。

　小中学生ガールズに向き直った草くさ薙なぎ先輩は、ややうんざりとした様子で、

「師匠って呼び方はやめろ綾あや。そもそもおまえこそが通報されることになった元凶だろうが。一緒に歩いてたら、それこそ同じことの繰り返しだぜ」

「あっ、その件ですけどぉ──」

　ぴょこんと手を上げたのは、めぐみ。

「あたし、たったいまガッコの友達に話を通しておきました。『綾あやちゃんと一緒に歩いてる人は、不審者じゃないので大丈夫だよー』って♪　だから、リュウキおにーさんは、綾あやちゃんと回ってください。それなら通報されたりしませんよ」

「つまり……オレはこの学園内にいる限り、『綾あやと一緒にいないと捕まる』ってことか？」

「はぁ[image: ～][image: ～]、そういうことみたいです」

　わざとらしくため息を吐く綾あやちゃん。

「師匠と文化祭デートなんて、すっごくすっごく気が進みませんが……んー、しっかたありませんねー。私が一緒に回ってあげますよ」

「…………冗談だろ？」

「よかったですね、草くさ薙なぎ先輩。小学生と文化祭デートだなんて、僕、うらやましいですよ」

　……シドーくん、それは草くさ薙なぎ先輩をからかうための冗談だよな？

　まさか、本当にうらやんでないよな？

　小学生と文化祭巡り確定という状況に立たされた草くさ薙なぎ先輩は、わなわなと両手を震わせている。

「くあ………なんてこった。うまく別行動になって、高等部に向かうというオレの予定が……」

「？　高等部の文化祭を見たいんですか？　そのくらい私がお付き合いしますけれど？」

「……ぐ……そうじゃなくてだな」

　綾あやちゃんが一緒にいたら、女子高生をナンパできないもんね。

　これがめぐみの策略だとしたら、うま～く『一石二鳥』な手を打ったもんだ。

　一羽わ目めの鳥は、草くさ薙なぎ先輩のナンパ封じ。

　二羽わ目めの鳥は──無粋なので言わない。

「というわけで、よろしくお願いします、師匠！　えへへ……ちゃんとレディをエスコートしてくださいよね」

「……はぁ、和泉いずみの誘いなんざ、どうせこんなこったろうと思ったぜ」

　失礼な。俺のせいにしないでくださいよ。

　まあ、綾あやちゃん周りのトラブルって、本もとを正せば俺が小中学生ガールズとの合コンを組んだせいなんだけどさ。

　──そうして。

　真ま希き奈なさんを筆頭にした『参加できるかわからん組』を除き、仲間たちとの合流を果たすことができた。皆はムラマサ先輩に文化祭招待のお礼を述べ、ムラマサ先輩も改めて礼を返す。

　ラノベ作家志望者である綾あやちゃんは、千せん寿じゆムラマサ先生の大ファンだったらしく、緊張でがちがちになっていたのが印象的だった。ろくに話すこともできていない。

　──落ち着いた頃にでも、ちゃんと会話をさせてあげられたら、と思う。

　俺、エルフ、紗さ霧ぎり、めぐみ、綾あやちゃん、草くさ薙なぎ先輩にシドーくん。

　あとから『参加できるかわからん組』が来るかもしれないが、とりあえずはこれでフルメンバーだ。

　草くさ薙なぎ先輩と綾あやちゃんは別行動になるとして、行動を共にするのは五名。

「ムラマサさん、今回の文化祭巡りですけど」

　シドーくんが言った。

「『新作の取材』が目的だと聞いています。僕たちに、なにかできることがありますか？」

「普通にしてくれて構わない。皆と文化祭を見て回る──それ自体が、かけがえのない取材になるのだ」

「……本当に、それだけでいいんでしょうか？」

　俺と同じ疑問を口にするシドーくん。

　まあ、そう思うよな。そんなことで、『世界で一番面白い小説』の材料として、相応ふさわしいものが得られるのだろうか、と。

「それがいいんだとも。自分で言うのも恥ずかしいが……私は普通の女学生ではない。これまではこういったイベントごとには興味がなく、なるべく裏方に徹するようにしていた。柄ではなかったからな。明確な目的を持って参加している友人に、表舞台は譲るようにしていた」





　わたしも一年のとき、花はなちゃんのおかげで彼氏と文化祭デートできたから……






　クラスの子が、そう言っていたっけ。

「けれど今年は……私自身が、普通の学校イベントに、普通に参加して──普通に楽しんでみたいのだ。そうすることで、いままでの自分には書けないものを、書きたい。この、心境の変化をこそ作品へと生かしたい────そして」

「そして？」

「あ、いや、すまない。これは言わずにおこう」

　かぁ、と頰を赤らめ話題を変えようとするムラマサ先輩。

「えっと……その、だな」

　彼女は、あまり喋しやべるのが得意ではない。

　たどたどしく言葉をさまよわせながら、続ける。

「君たちに、強いて注文を付けたいことがあるとすれば……」




「今日を、楽しんで欲しい。──私と一緒に」




「──────」

　シドーくんをはじめ、一同は一瞬だけ目を見張り、そして、

「「任せとけ！」」

　声を揃そろえて言ったのだった。

　めぐみが小声でエルフに問う。

「ねーねー、エルフちゃん、いまムラマサちゃん、『そして』のあとで、なにを言いかけたんだろ？」

「ほんとはマサムネと二人きりで回るはずだったんだって。本妻が暴れてこうなったのよ」

「くぷぷぷ、にゃるほどにゃるほど～。だとすると、あたしはどうすべきですかねぃ[image: ～][image: ～][image: ～]。紗さ霧ぎりちゃんの親友めぐみんとしては[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]いやでもぉ、恋する乙女の味方もしたいわけでぇ[image: ～][image: ～][image: ～]」

　悪そうな企たくらみが進行している一方で、ひたすら無邪気なやつもいる。

「もぅ～、みんななにやってるの！　早く行こう！」

　紗さ霧ぎりだ。封印を再び解除してもらってから、テンションが上がりっぱなし。

　わくわくと身体からだを動かし、興奮している様子。

　タブレットを持っているムラマサ先輩が、紗さ霧ぎりと顔を合わせて微ほほ笑えむ。

「そうだな、早く行こうか、紗さ霧ぎり」

　紗さ霧ぎりも、ムラマサ先輩と事情こそ違えども、こういったイベントごとには縁遠い女の子だ。

　友達と一緒に文化祭を巡る──

　それだけのことが、こんなにも楽しみで……わくわくして……。

　今日の二人は、きっと同じ想おもいで先を視みている。

「うんっ──それじゃあみんな、しゅっぱつ進行！」

　紗さ霧ぎりの音おん頭どで、俺たちの文化祭が始まった。







[image: 第四章]







　菜なの花はな学園、文化祭巡りが始まった。

　同行している面メン子ツは、俺、紗さ霧ぎり、ムラマサ先輩、エルフ、めぐみ、シドーくんの五名。

　草くさ薙なぎ先輩＆綾あやちゃんのコンビは、高等部へと向かったようだ。

　俺たちのグループがまず向かったのは、占いの館だ。

　薄暗い教室には複数のブースがあり、各ブースには暗色のローブを着た女生徒たちが座っている。目だけを露出させた艶っぽい占い師ルック。

　水晶玉を使った占いは、なかなか本格的なものに見える。

「相性占いだって！　紗さ霧ぎり、ムラマサ、めぐみ、国くに光みつ！　マサムネとの相性を占いましょう！」

「ぜ、全員で占うのか？」

　と、ムラマサ先輩。エルフは踊るような足取りで皆の前に回り込み、胸を張った。

「当然でしょ？　あんたたち、誰が一番マサムネと相性がいいか──勝負するのよ！」

「よぉ──っし、あたしぃ、おにーさんの一番目指して、がんばっちゃいマス♪」

「むぅ……ぜったい負けない」

「ふ……面白い。受けて立とうではないか」

　やる気満々の紗さ霧ぎり＆ムラマサ先輩。

　……なぜめぐみまでノリノリなんだ。

　ひとりだけ困惑しているのは、シドーくん。

「あの……どうして僕まで和泉いずみくんと相性占いを？」

「ふふん、国くに光みつをのけものにしたりしないわ！　だってあんたも立派な、マサムネハーレムの一員だものね！」

「違いますよ！」

　全力で拒絶するシドーくん。

　俺のホモ疑惑は晴れたはずなのだが、相変わらず距離を置かれている気がする。

　というか、そのマサムネハーレムという人聞きの悪いグループ名も断固としてやめて欲しい。

　めぐみがシドーくんの背を叩たたいて、

「まーまー、国くに光みつせんせーも落ち着いてください☆　せっかくですから、みんなの相性を占ってもらいましょう。このメンバーが、もっともっと仲良くなるためにっ♪」

「……そうですね」

　そういうことになった。

　受付の生徒から指定されたブースに、全員で入っていく。

　若干狭い。

　なんとか全員が収まったところで、俺たちの前に座る占い師が、厳かに切り出した。

「お話は聞かせていただきましたわ。……占うのは、皆さん同士の相性でよろしいですわね？」

　あれ？　このミステリアスな声……どっかで聞いたような？

「皆さん同士の『友人としての相性診断』……そして、そちらの小さい男性との恋愛相性診断を、水晶に問うてみましょう」

「小さい男性!?」

　サラリととんでもない罵声を口にしなかったかこの占い師!?

「では、皆さん、お名前をこちらの紙に書いてくださいな。そちらの……画面の方のぶんは、代筆で構いませんよ」

　俺のツッコミにもいっさい動じず、占い師は仕事を遂行する。

　むにゃむにゃと呪文を唱え、

「はい結果出ましたよ」

　ごくりと生唾を飲み、結果を待つ俺たち。

　色々な意味で怪しい占いだが、気になることには変わりない。

「まず、もっとも恋愛相性がよかったカップルは──」




「獅し童どう国くに光みつ先生と和泉いずみマサムネ先生です！」




「ギャ────ッ！」

　ホラー漫画みたいな顔で絶叫するシドーくん。一方俺は、さすがに気付いた。

「お、おまえ！　鈴すず音ねだろ！」

「おや、よくわかりましたわね」

　ぺろりと顔を隠していた布をはがし、素顔を見せる鈴すず音ね。

「声でわかるっての！」

「あら失敗。ちなみに占いの結果は、本当なのです」

「ぞっとするから怖い冗談は本当にやめてくれる？」

「冗談では、」

「冗談だよな！　はい！　この話題終わり！　──それで？　なんでおまえがここにいるんだ？　メイド喫茶の仕事はどうした？」

　会ったばかりだが、こいつへの口調は崩れてしまっていた。

「クラス一同から引き受けた使命を果たしている最中なのです。三年一組『コスプレきっさ♡』でキュートなウサミミメイドさんを演じるよりも大切なお仕事を遂行中なのです」

「意味がわからん」

「そうでしょうとも。わかられては困ります」

　くすくすと笑う鈴すず音ね。ったく…………つかみどころのないやつだ。

　そこで俺の背後から、意外な人物が鈴すず音ねに声をかけた。

「鈴すず音ねちゃん！　こんにちわーっ」

　めぐみだ。鈴すず音ねもにこやかに挨拶を返す。

「ごきげんよう、めぐみんちゃん。いつもお世話になっております」

「えへへー、こちらこそデス」

　鈴すず音ねのお嬢様口調にひっぱられ、めぐみの口調がおかしくなっている。

　ムラマサ先輩が、俺たちを代表して問うた。

「めぐみと鈴すず音ねは……知り合いなのか？」

「はい」

「お友達でぇーっす」

　ということらしい。

　世間せまっ！　一瞬そう思ったが、考えをすぐに改める。

　──いや、めぐみだもんな……こういうこともあるのだろう。

「花はなちゃんとめぐみんちゃんが友達だったことに、むしろ私が驚いています。──花はなちゃん、外で友達、ちゃんと作れてるんですね」

「し、失礼な！」

　かぁ、と、目を[image: ]バツテンにして怒るムラマサ先輩。

　エルフが、ニヒヒと口元を歪ゆがめてそれをからかう。

「鈴すず音ね～、あんたもわたしたちと同じ過あやまちをしているようね？　学校の外でも、ムラマサは人気者なのよ！」

「そ、そうだったんですか……外でも……」

　確かに俺たちの間で、ムラマサ先輩は人気者だ。特にエロマンガ先生からは。

　でもエルフ、鈴すず音ねに対抗するために、ちょっと盛ったろ。

「むむう……意外です。あの花はなちゃんが、初対面で悪印象を与えずに人付き合いができるだなんて」

「や、初対面のイメージは最悪だったぞ」

「人生最大の敵だと思った」

　俺と紗さ霧ぎりが、声を揃そろえて言う。

　エルフが「わたしもわたしも！」と追随する。

「……そこまで言わなくてもよかろう。……わ、私も反省しているんだぞっ？」

　ムラマサ先輩がしゅんとしているが、アレで印象いいわけねえだろと思う。

　エルフにしたって、初期は名前も覚えてなかったしな。

「でも、色々あって──ムラマサ先輩のことを知っていくうちに、みんな好きになったんだ。いいところも、悪いところも含めて……友達になった」

「……ま、マサムネくん……恥ずかしいぞ」

　ムラマサ先輩は、口元を手で隠して照れている。

　それを見て、鈴すず音ねが「ふぅん？」と意味深に口元をつり上げる。

「現時点では……及第点、です」

「何の話だ？」

「みんなから託された使命の話ですわ」

　鈴すず音ねは、ぴ、と人差し指を立てる。

「ひとつ目は、『花はなちゃんの好きな人』がどんな殿方なのか、見定めること。場合によっては、仲を邪魔するつもりでしたの」

「「なっ……」」

　俺と先輩が同時に驚く。エルフとめぐみは、いっさい驚いていない。予想済み、ってことか。

「もうひとつは秘密です、ふふ。──そうだ、ねぇ、めぐみんちゃん」

「んー？」

「聞いてもよろしいですか？　マサムネお兄様って、どんな方ですの？」

「超お人ひと好よしのシスコン野郎です。あとがっつり両りよう想おもいの婚約者がいます」

「くふっ、さすがめぐみ。一行で完璧に説明したわね」

　おい！

　鈴すず音ねは「なるほど、よくわかりました」と首肯する。

　それから、

「では、今更ですが、占いの続きを発表しますね。──皆さんは友達として、最高の仲間になれるほど相性がいいようです。そして恋愛的には……マサムネお兄様？」

「お、おう」

「『年下の先輩』と結ばれた場合……仲なか睦むつまじい夫婦となり、そして貴方あなたは将来、今世紀を代表する大作家へと成長するのです」

　うさんくさい水晶占い。

　最後だけは、まるで本物の占い師のように、真しんに迫っていた。




　俺たちは、続いて中等部の校舎で、出し物巡りを楽しんだ。

　園芸部で紗さ霧ぎりへのお土産を買ったり、アクセサリーショップで紗さ霧ぎりへのお土産を買ったり、写真館で紗さ霧ぎりへのお土産用に記念写真を撮ったり。

「つくづくブレないな、君は！」

　呆あきれ半分、笑い半分でムラマサ先輩からツッコまれる。

「いや、だって……ちょっとでも画面越しじゃなくて実物を見られればさ、紗さ霧ぎりがもっと文化祭に来た感じになれるかな……と」

　あとお嬢様にしか撮れないような海外の洋館の写真とかは、絵の資料になるかなって。

「……兄さん、そこ物価高いんだから。ほどほどでいいよ？」

　紗さ霧ぎり本人からもたしなめられる俺であった。

　中等部校舎を出て、休憩も兼ねて家庭科部の出し物へと向かう。

　先ほど見かけたゴージャスなカフェだ。ここでは別室でお菓子作り体験などもやっていて、　獅し童どう国くに光みつ　ＶＳ　山やま田だエルフの食しよく戟げきが行われた。

「料理勝負よ国くに光みつ！　お題は『紅茶に合うお菓子』でどう!?」

「受けて立ちましょう！　本業ではまだ敵かないませんが、そのお題でなら負けませんよ！」

　そういえばこいつら、以前もお菓子作りで張り合っていたことがあったっけ。

　山やま田だエルフと獅し童どう国くに光みつ、二人ともお菓子作りが趣味で──

　当時は多趣味なエルフよりも、ひとつの趣味に専念していたシドーくんの方が、『お菓子作りの腕』が上だった。

　エルフはそれが悔しくて、リベンジの機会をうかがっていたのだろう。

　審査員は俺たちと家庭科部のお嬢様方。

　結果は、アップルスコーンを繰り出したエルフの勝利。

「フハハハハー！　食らいなさい獅し童どう国くに光みつ！　この山やま田だエルフ！　敵の専門分野だろうと！　二度同じ相手には負けないわ！」

「くっ……！　甘あま酸ずっぱいりんごの風味が、紅茶の香りを十二分に引き立てている……こ、この味はまるで……幼女の手で撫なでられるがごとく！」

　味の表現がひどい。ほんとひどい。

　成人男性が内股でびくんびくん喘あえいでいる光景は、とても描写できるものではなかった。

「ま、マサムネくん……私も……手作りクッキーを焼いてみたのだ」

　俺の隣で審査をしていたムラマサ先輩が、おずおずと皿を差し出してくる。

「食べてくれるだろうか……？　彼らのように凝ったお菓子ではないんだが……」

「もちろん、いただくよ」

　ムラマサ先輩は、和食の腕こそかなりのものだが、洋食やお菓子作りは専門じゃない。

　ごくごく普通のプレーンクッキーだったけれど、

「うん、美お味いしい」

「そ、そうかっ……なら、よかった」

　心のこもった、甘い味がした。




「ファ──ハハハ！　わたしこそがミス菜なの花はな学園！」

　俺たちの元へ戻ってくるなり、優勝トロフィーを天高く掲げ、調子に乗るエルフ。

　彼女は『ミス菜なの花はな学園』と書かれた襷たすきを、肩から斜めにかけている。

　いま俺たちがいるのは、校庭のステージわきだ。
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「我こそが王者よ！　存分に讃たたえなさい！」

　ことの次第は、見てのとおり。説明は不要だろう。

　有言実行、菜なの花はな学園のミスコンに飛び入り出場したエルフが、見事優勝トロフィーをかっさらってきやがったのだ。

　お嬢様学校らしく、ミスコンの審査は外見のみならず、礼儀作法や稽古事の披露などなど多岐にわたったのだが──

　……本当に優勝してきやがった、こいつ。

　琴にヴァイオリンに茶道に舞踏、その他様々な特技や美点を持つ麗うるわしきお嬢様たち。

　目もくらむような美少女たちが勢せい揃ぞろいし、ミスコンは大いに盛り上がった。

　そんな中、最後に登場したのが我らが山やま田だエルフ大先生だ。

　彼女は、出場者の中でもっとも騒がしく、もっとも多芸で、もっとも貪欲に勝利を狙いに行った──時には相手の得意分野で上回ることさえあった。

　そしてもちろん、一番かわいかった。

　ミスコンの様子を描写するなら、文庫にして百ページほどの分量が要るだろう。

　詳細をお見せできないのが申し訳ないくらいだが、結果は圧倒的な差でエルフが優勝。

　エルフは、筋金入りのお嬢様学校の中でさえ、抜きん出たお嬢様だったらしい。

　まあ、誰よりも厳しい花嫁修業をしてきたやつだからな。

　当然の結果、なのだろう。

　俺の言ったとおりになったわけだ。

「おめでとうエルフちゃん！」

「少々目立ちすぎだぞ。……まあ、君らしいが」

　めぐみやムラマサ先輩が、エルフを笑って出迎えている。紗さ霧ぎりのタブレットは、先ほどから先輩の手の中だ。シドーくんが、俺の背をぽんと押した。

「和泉いずみくんも、声をかけてあげたらどうですか？」

「つってもな……」

　気の利きいた台詞せりふなんか言えないぞ。

　俺は、頭をかきながらエルフの前に進み出て、

「あー、えっと……おめでとな」

「うんっ！」

　輝かんばかりの笑顔で返され、妙に気恥ずかしかったよ。

　エルフは、にひー、と嬉うれしそうな声で、

「あんたが『エルフなら軽く優勝できる』だなんて言うから、ちょっぴりだけ本気出しちゃったわ。……ご期待に添えたかしら？」

「あ、ああ……」

　デレッと俺の頰が緩んだところで、タブレットから『ごほんごほん！』とわざとらしい咳せき払ばらいが聞こえてくる。

「ひぃ！」

　俺は、瞬時に背筋を伸ばす。もはや条件反射だな、これ。

　そこで、めぐみがムラマサ先輩の顔をのぞき込んだ。

「ムラマサせんせも、出たらよかったのにぃ、ミスコン」

「で、出るものか。柄ではないっ」

「えーでも、ミスコンでエルフちゃんに勝ってたら、おにーさんからのポイントアップ間違いなしでしたよ？」

「なっ！　べ、べつにそのようなかたちでのアピールなど……！　……そうだったのか？　マサムネくん？」

「えっ？　えぇ……」

　答えにくいこと聞かないでくれよ！

　というか俺が推してたら、先輩ミスコンに出てくれてたの？　惜しいことしたな！

「ちょっとめぐみとムラマサぁ～？　このミス菜なの花はな学園・エルフ様に勝てるつもりでいるわけ？　たとえあんたたちが出場してたとしても、どーせわたしが勝ってましたけどぉ？」

「えへへー、わっかりませんよぉ～？　あたしってチョーかわいーですしー♪」

「マサムネくんが見ていてくれるのなら、私は無敵だ。亜人などに負けはせん」

「はぁ～？　じゃあいまここで決着つける？　マサムネ！　審判頼むわよ！」

「やらねえよ！　そんな遺恨が残りそうな審査！」

　ってな感じでミスコンが終わり──

「あ、あたしぃ、高等部の友達とも約束あるんでいったん抜けますねー」

「僕も、仕事のメールが届いちゃいました。少し電話してきますので、皆さんは先に行っていてください。あとで合流します」

　ここでめぐみとシドーくんが抜け、現在の面メン子ツは、俺、紗さ霧ぎり、エルフ、ムラマサ先輩の四人となる。

「さあ、次は文芸部に向かうわよ！　プロとしては、ちょっぴり興味あるのよね[image: ～][image: ～]」

　優勝トロフィーを片手に、先陣を切って歩き出すエルフ。

　向かったのは部室棟だ。

　中等部と高等部の敷しき地ち、そのちょうど中間あたりにある。

　校舎ほどではないが、こちらもかなり大きな建物だ。中に入ると、校舎よりもぐっ……と、神殿っぽさが強調されているのがわかる。

　彫刻や絵画などの芸術作品が並ぶ有あり様さまは、ちょっとした美術館めいている。

「ムラマサちゃん、私、ここ見たことある！」

「ん？　ああ……この建物は、ドラマの撮影などに使われているらしいからな。それでではないか？」

「うん、いま流行のお嬢様学園もの！　あれの舞台ってここだったんだっ！」

「そんなドラマがやってるのか。……いかんな、俺、最近忙しくてラノベアニメ漫画以外の流行を追えていないよ」

　自分の本業から離れたものにこそ、いいアイデアが埋まっているってのに。

　多忙とはいえ、勉強不足、インプット不足だ。反省しなくては……。

「確かこの学校って、文化部に力入れてるんだよな」

「見てのとおりだ。まあ、正直なところ、私に聞かれても少々困る」

　あまり興味がないんだ、と、恥ずかしそうに言う先輩。

　自分が通う学校がなにに力を入れていようが関係ない、興味もない。

　うん、これが俺のよく知る千せん寿じゆムラマサだ。

　エルフがからかうように言う。

「たく、だめだめなガイドねえ。しょーがない、あんたの代わりに、わたしがこの部室棟で『面白いもの』を見せてあげましょうか？」

「君が？　なにを見せるというのだ？」

「あれよ」

　エルフは、ロビーの目立つ位置に飾られている大きな絵を指さした。

　学園全景を高みから見下ろす構図で描かれたもので、タイトルは『学園鳥ちよう瞰かん』とある。

　──あっ、と、思った。まさか……この絵……

　俺が息を吞のむ一方で、ムラマサ先輩の反応は鈍い。

「あの絵がどうかしたのか？」

「え？　わかんないの？　天才ラノベ作家千せん寿じゆムラマサも、絵は理解できないのかしら？」

「ああ、私に絵はわからん。非常に迫力のある絵だということくらいしかな。解説してくれ」

「あら素直。ちょっとは悔しがってくれてもいいのに……相変わらず張り合いないやつね」

　山やま田だエルフと千せん寿じゆムラマサとでは、めったに勝負が成立しない。

　それは絵画における審美眼勝負でも、同じことらしかった。

「あの絵はね──ふふん、紗さ霧ぎり、教えてあげて頂戴」

「アルミちゃんが描いた絵なんでしょ？」

　やっぱりそうか。タッチが全然違うけど……なんとなく、な。

〝光って見える〟絵だった。

　アルミことアメリア・アルメリア──

『万能の絵描き』と呼ばれている彼女の作品だ。

「この学園は、アメリアの絵描きとしての、『お得意様』らしいわ。せっかく来たんだから、あの娘この代わりに自慢しておきたかったの。どう？　すごいでしょう？」

「さすが私のお姉ちゃんだけのことはある」

　エルフと紗さ霧ぎりが、アルミの活躍に誇らしげにしている。

　本人に教えてやったら、泣いて喜びそうな光景だった。

　アルミ先生の作品が並ぶ一角を通り、先へと進む。

　しばし歩き、目的地へとやってきた。

「ここが文芸部の部室だ」

　文化祭中なのに、いっさい教室前が飾られていない。素のままである。

　てことは内部展示だけなのかな。

「たのも──う！」

　入ればわかるとばかりに、エルフががらりと扉を開け放つ。

　俺にとって文芸部といえば、ライトノベル『〝文学少女〟シリーズ』の舞台となっているあの部室のイメージが強い。セーラー服におさげの『物語を食べる妖怪』が、パイプ椅子に膝を立てて座っているというものだ。

　大量の本と段ボールに囲まれた、本好きにとってはたまらない趣のある空間。

　はたして菜なの花はな学園の文芸部がどうだったかというと、かなりイメージに近い。

　さすがにあれほどの蔵書はなく、背の高い本棚に几き帳ちよう面めんに収納されている。

　パイプ椅子に長机、ホワイトボード。

　集っているのは、黒いセーラー服の少女たちだ。

　中には見覚えのある面々もいたが、彼らについては後回しにさせてもらう。

　ひとり静かに文庫本を読むもの、仲良く肩を並べて部誌に目を通すもの。

　机に向かい、紙面に筆を走らせているもの──等々。

　びりりと肌が痺しびれるような浪ろ漫まんを覚える。

「ふぉぉぉ──っ！　これぞ文芸部っ！　これぞ文学美少女！　お嬢様学校の部活だぁ！」

　ちなみに、声を張り上げたのは俺じゃないぞ。

　説明するのも嫌になるが……エロマンガ先生が、画面の向こうで大歓喜し、イエーイとばかりに飛び跳ねている。

　エルフが呆あきれたように言う。

「紗さ霧ぎり、あんたねえ……雰囲気破壊も甚だしいわよ」

「……しまった……こうふんのあまり、つい」

「すいません、うるさくて」

　紗さ霧ぎりに代わって詫わびると、文学少女たちからは困惑したような会え釈しやくが返ってくる。

　その中のひとりが、立ち上がって声をかけてきた。

「あら、遊びに来てくれたんですか。文芸部へようこそ、お兄様」

「あっ！」

　鈴すず音ねじゃないか。

「メイド喫茶といい占いの館といい……おまえ、どこにでも現れるな」

「心外な言い草なのですお兄様。毎回そちらから私のところへ来ているのではありませんか」

　メイド喫茶はともかく、占いの館では、明らかに俺たちを待ち伏せしていただろ。

「それで、ここにいる理由は？」

「私、第二文芸部の部長なのですよ」

「え、マジ？」

　マジですわーと、肩をすくめる鈴すず音ね。

「それよりも……部員の皆さんが驚いているのです」

「ほらあ、いきなりエロマンガ先生が不審な大声を張り上げたから。どうするんだよ……」

　タブレットに話を向けると、「そんな名前のひとはしらない」という恒例のフレーズのあとで、

「よしっ……お詫わびに絵を描いてあげよう」

　まーた、えっちまんが先生がなんか言い出したよ。

　婚約者である俺が断言するけど、こいつ絶対ろくなことを言わないぞ。

「文芸部なら、プロのイラストレーターの神技を見たいって思うはず。さあ、ムラマサちゃん。そこの黒スト穿はいてるお姉さまを、ローアングルで見上げる位置に私を置いてっ！」

「封印！」

　ばん！　ムラマサ先輩はタブレットを高速で閉じて邪よこしまなる者を封印する。

「邪魔して申し訳なかった。いまの莫ば迦かもののことは気にしないで欲しい」

「「ムラマサ先生！」」

　部員たちが一斉に立ち上がった。

「いらっしゃったんですか！」「申し訳ありません、すぐに気付かず──」

「いきなりすごいことを叫ぶから、びっくりしちゃって……」

「神！　ああっ……神が降臨された……！」

「こ、こちらへどうぞ、お座りくださいっ！」

　とんでもない歓待っぷりに、ムラマサ先輩がうろたえている。

「あ、いや、その……先輩方……本当にお構いなく……」

　まさにアイドルが部室にやってきた、くらいのノリだ。

　約一名、行きすぎている言動のお姉様がいるようだが、俺の耳がおかしいのだと思いたい。

　エルフがやや青ざめて聞いた。

「……ねえムラマサ、あんた高等部のお姉様に、自分のことを〝神〟って呼ばせてるの？」

「違うんだ！　引かないでくれ……！」

　大慌てで両手を突き出し否定するムラマサ先輩。

　するとエルフは、色っぽい黒ストのお姉様を見て、

「本人、違うって言ってるけど？」

「いいえ、千せん寿じゆムラマサ先生は、文芸部の神です」

　目がマジだよ。しかも両手を組んで、祈り始めたよ。

　さすがのエルフも『うわあ……』みたいな顔で引いている。

「……カトリック系の学校で〝神〟はまずいでしょうよ……」

　ほんとにな。心から聞かなかったことにしたい。

　祈りを捧ささげる信者に、ムラマサ先輩が「九く条じよう先輩！」と呼びかける。

「私に祈るのはやめてくれといつも言っているだろう！」

「し、しかし、神を前に不敬なことは……」

「だから神ではない！　本当にやめてくれ！　友達が来ているんだ……！」

　ムラマサ先輩が、エロ系以外でここまでうろたえるの、初めて見たかもしれない。

　神とあがめる存在から本気で嫌がられ、祈りを捧ささげていた彼女は、ようやく顔を上げる。

「そこまでおっしゃるのであれば……梅うめ園ぞのさん、とお呼びします」

「ほっ…………」

　息絶え絶えになりながらも、胸を撫なで下おろすムラマサ先輩。

　それから、祈っていた彼女を、俺たちに紹介してくれた。

「ええと……みんな、こちらは高等部の先輩で、九く条じようさんだ」

「高等部二年、第一文芸部部長の九く条じよう智とも代よと申します」

　てことは、俺と同い年か。

　スタイルがよく、鈴すず音ねとタイプこそ違うけれど、奇行さえしなければ、やはり正統派のお嬢様だ。いや、お姉様という感じかな。

「は、はあ……どうも。ムラマサ先輩の後輩で、和泉いずみマサムネといいます」

「山やま田だエルフよ。よろしく」

　少し距離を置いた上で、自己紹介を返す俺たち。

「────」

　智とも代よさんは、一瞬だけ目を見張った。

　おそらくは、俺たちの──特にエルフの名前に、聞き覚えがあったからだろう。

　ただ、ムラマサ先輩のように崇あがめられるようなことはなく。

「先生方に来ていただけるなんて、とても光栄です」

　と、落ち着いた対応。

　俺はちらりとムラマサ先輩を見て、

「あのさ、もしかしてムラマサ先輩って、文芸部に入ってるの？」

「いいや、入っていない。九く条じよう先輩や鈴すず音ねに、何度も誘われたのだが、断ったよ。部の活動に参加するつもりのない者が、所属していてはダメだろう」

「そりゃそうだな」

「部員ではないが、時折指導めいたことはさせてもらっている。学園内での執筆に、部室を使わせてもらう代わりにだ」

「む、ムラマサ先輩が──」

「小説の指導をしてるって!?」

　俺とエルフが同時に驚く。

「い、意外か？」

「いやだって……あんた、そういうタイプじゃないじゃない？」

「はは、確かに」

　ムラマサ先輩が苦笑する。

「我ながらそう思うし、まともな指導はできていないはずだ。皆の作品を読んでは、辛辣な感想を述べてばかりだよ。部員を泣かせてしまうこともある。──それでもいいと言われては、仕方がない。小説に対して噓うそは言えないが、親しい友人や先輩の頼みなら、聞くとも」

「…………………………」

　本当に────

　学園祭に来て、よかったと思う。

　ムラマサ先輩に対する印象が、ガンガン変わっていっている。

　いままでの認識が間違っていたわけじゃなく、新しい一面を見せてくれている。

　学校でのムラマサ先輩は、どこまでもストイックで排他的な小説の鬼ではなく──だけではなく。主義を曲げることになっても、友達の頼み事を聞いてあげるような……

　そんな、優しい『梅うめ園ぞの花はなちゃん』でもあったのだ。

　まあ、もっとも。本人に言っても、恥ずかしがるばかりで否定するだろうけどな。

「そっか……」

　俺は、温かな気持ちで頷うなずいた。

「そういえばさ」

　次いで、エルフが智とも代よさんに聞いた。

「第一とか第二文芸部ってのは？」

「高等部の文芸部が第一、中等部の文芸部が第二文芸部となります。わたくしどもの部室は上の階にあるのですが、文化祭中はここで中高合同の出し物を……といっても、部誌を公開しているだけですけれど」

　なるほど長机の上に、文芸部の部誌が積まれている。

　これが第一、第二文芸部の『出し物』というわけらしい。

「もしよろしければ、ご自由にお持ち帰りください。……素しろ人うとの作品で、お恥ずかしい限りなのですが……毎年余ってしまうので、ぜひ」

「じゃあ、いただきます」

　俺たちは、部誌を手に取って、ぱらぱらとめくる。

　部員たちが執筆した小説が掲載されているようだ。

「あら、高等部は縦書き小説なのに、中等部のは横書きになってんのね？」

「ええ、中等部の皆さんは、普段ネットで活動しているので」

「へえ──ネットって、ウェブ小説？」

　エルフは、智とも代よさんではなく、奥にいる鈴すず音ねに聞いた。

「はい、主に『なろう』と『カクヨム』で活動しています」

「おぉい文芸部！　マジで!?」

「マジですわ。小説を投稿したり、ツイッターや掲示板で交流したり。部誌に掲載した作品も、すべて書き下ろしなのですが、皆、横書きに慣れきっていて……それでこのような形に」

「はあー……そうなんだ。横書きの本なんて珍しい……書籍化したケータイ小説みたいね」

　古いたとえを持ち出してきたな。

　しかしそうか……文芸部の最新スタイルって、ネット密着型なんだなあ。

　こんなところで、見知ったサイト名を聞いて、びっくりしたよ。

　……ところでウェブ小説といえば、だ。

　さっき『後回しにした件』について、指摘する頃合いだろう。

　文芸部の部室には、いま、黒いセーラー服のお嬢様たちが集っているのだが……

　奥の方に、見覚えのある人物が複数名混じっている。

　うち二人は、朝方に管理棟ラウンジで別れた、

「草くさ薙なぎ先輩、綾あやちゃん」

　奥に向かって声をかけると、こちらに背を向け会話に集中していたらしい綾あやちゃんが、びくっと反応した。

「あっ、和泉いずみせんせぇ……」

「おう、和泉いずみか」

　次いで草くさ薙なぎ先輩も、俺に気付く。

「二人とも、なんでここに？　高等部の方へ行ったんじゃ？」

「え、あ、はい。あの──師匠が、『気が変わったから私の好きなところに行っていい』って……」

　あれ、草くさ薙なぎ先輩が優しい。

「どういう風の吹き回しです？」

「そりゃ和泉いずみオマエ……『本来の目的』が果たせないんじゃ、行ってもあんま意味ねーなって気付いてさ。ぶらぶら子守でもしてっかって……まあ、そんな感じだよ」

　それで綾あやちゃんが興味を持った、文芸部へやってきた、と。

　二人がここにいる理由はわかった。

　わからないのは、二人が……というよりも主に綾あやちゃんが、会話をしていた相手だった。

「ふむ、しばらくぶりだ、和泉いずみ君」

「梅うめ園ぞのさん……」

　そう、ムラマサ先輩の御お父ちち上うえ──梅うめ園ぞの麟りん太た郎ろう氏が、綾あやちゃんを含めた中等部のお嬢様たちと、輪になって話していたのだった。

　いったいなにやってんだろう、このオッサン。

　さすがにちょっとうらやましいぞ。

　ムラマサ先輩の父親だから、文化祭に来ていること自体はわかるんだけど。

「どうして文芸部に？」

　麟りん太た郎ろう氏は、厳いかめしい真顔のままでこう言った。

「いま私たちは、文化祭を楽しむついでに、『なろう』のオフ会をしているところなのだ」

「オフ会!?　ＪＣお嬢様方とですか？」

　ってか『文化祭のついで』ってどういう意味!?

「うむ、君も知っているだろう。私が趣味でウェブ小説を投稿していることを」

「はあ、まあ」

　大作家のくせにちっともポイント取れないもんだから、めちゃくちゃムキになって傾向と対策を練っていたのは覚えてますよ。

「その後どうなったんです？」

「最初は本名そのままをユーザネームに使っていたのだが、感想欄で『梅うめ園ぞの麟りん太た郎ろうの大ファン』と名乗る方々に粘着されてしまったのだ。『悪質な偽にせ物ものは消えろ』だの『先生の文章を表面だけ似せやがって』だのとね」

「あー」

　そりゃあ、その人たちも本物の『梅うめ園ぞの麟りん太た郎ろう』が投稿してるだなんて思わないだろう。

　自分のファンに偽にせ物もの扱いされて[image: 叱]られるとか……本当になにやってるんだこの大作家。

「なので、投稿用のユーザネームは『りんちゃん』に変えた」

　りんちゃんってツラじゃねーぞ！

　麟りん太た郎ろう氏はさらに、低く渋い声で、明らかにイメージと違う内容の台詞せりふを続ける。

「りんちゃん名義のツイッターとフェイスブックも始めたし、投稿作家たちとも積極的に交流するようにした。あえて女子っぽい口調でだ」

「超悪質ですよそれ！」

　さすがに口をついてツッコミが飛び出してしまった。

　その顔と年でネカマとか、本当にきつい。想像するだけでも辛つらい。娘もいるのに……。

「若者の話題についていけるよう、流行のネタなども作中に出せるよう、ちゃんと人気アニメなどを一通りチェックするようにしたのだぞ」

　この念の入れようが、何十年もトッププロとして君臨する秘ひ訣けつだったりするのだろうか。

　真ま似ねしたくねえな。

「すると皆、なぜか親切に投稿小説のコツなど教えてくれるようになってな。対策がさらにはかどったよ」

　女子っぽい口調でオタトークに付き合ってくれる、女子っぽいハンドルの新入り投稿者。

　さぞかし人気が出たことだろうな。

「全力でなろう対策を徹底した結果、最近では私の投稿作品が、日間ランキングにちょくちょく顔をのぞかせるようになってきたのだ」

「すごいというか……さすがというか……そこまでしたらマアというか」

　実に表現しがたい。あんまり褒めたくない感じではある。

「しかし、すぐに落ちてしまうんだなこれが。なかなかどうして維持できん。傾向と対策をしっかりすれば書籍化余裕とかのたまっている輩やからは、なにもわかっとらん。上位ランカーは、さすがだよ。小手先で真ま似ねている私とは決定的に何かが違うのだ。悔しいが認めるしかない」

「……………………」

　とりあえず……色々言いたいことはあるが……

　この人が本気でなろうトップを狙っているのはわかった。

　ハマると夢中になるタイプなんだな、きっと。

　そういうところは、娘と似ている……のかもしれない。

　麟りん太た郎ろう氏は、「そこでオフ会だよ」と続ける。

「さらなるコツを聞き出すべく、ネットで仲良くなったなろう作家たちとオフ会をすることになったのだ。上位の方々から、私に足りないものを吸収できればとね。ところが、よくよく聞いてみれば、なんと皆さん、花はなちゃんと同じ学校のお嬢さん方ではないか！　和泉いずみ君、覚えておくといい──なろうの上位ランカーは、全員女子中学生なのだぞ！」

「マジかよすげえ！」

　連中のツイッターを見る目が、これからは変わってしまいそうだ。

「『りんちゃん』さんを文化祭に誘ってみたら、娘さんが同じ学校に通っているって言われて！　すっごく驚いちゃいました！」

　麟りん太た郎ろう氏のそばにいる、中等部のお嬢様（上位ランカー）が気安い口調で言った。

　驚いたで済ませていることに驚きだよ。

　ネットで交流していた相手（女子っぽい）が、同じ学校の生徒の父親だったんだぞ。ノリが軽くないですかね、このお嬢様方。

「それなら『りんちゃん』さんとも学祭で会えるね、ってことになって……部室に招待させていただいたんです。うちの出し物なら、忙しくもなりませんし、お話できるかなって」

「本当に偶然だよねー。あの『りんちゃん』さんが、実は男性で──しかも、千せん寿じゆムラマサ先生のお父さんだったなんて！」

　他のお嬢様方や、綾あやちゃんも、うんうんと頷うなずいて同意している。

　……あれ？

　どうもこの様子だと、この娘たち……大作家『梅うめ園ぞの麟りん太た郎ろう』を……知らない……のか？

　ムラマサ先輩の父親としか──認識していない？

　噓うそだろ……？　梅うめ園ぞの麟りん太た郎ろうだぞ？　著作が大河ドラマにもなってんのに……。

　大丈夫かこの文芸部。

　愕がく然ぜんとする俺に、いつの間にかそばにいた鈴すず音ねが、耳元でささやいた。

「わりと皆さんご存じないみたいです」

「……そうなんだ」

　時代小説の大家なのに。

　この文芸部で麟りん太た郎ろう氏は、あくまで新人ウェブ作家『りんちゃん』であり、梅うめ園ぞの花はなの父親というだけの存在になっている。

「そんなわけで、こちらのお嬢様方に小説の書き方などをご教示いただいているのだよ」

　もっとも、当人はむしろその状況を、楽しんでいるようだったが。

　オッサン、娘から呆あきれた目で見られているぞ、大丈夫か。

「おじさま！　さっきのお話の続きですけど！」

　麟りん太た郎ろう氏に、勢い込んで話しかけたのは、綾あやちゃんだ。

　聞くところによると、綾あやちゃんは、ネットの集まりのメンバーではないらしいが、オフ会に飛び入り参加させてもらい、先ほどからウェブ作家『りんちゃん』に対し、持論を述べているらしい。

「読者におもねってただウケる要素を詰め込むというそのスタンスが、私、よくないと思うんです！　そんな小手先で素晴らしい小説が書けると思っているんですかっ！」

「ははは、これは手厳しい。確かにそうかもしれん」

「もう！　笑ってないでもっと真剣に小説に取り組んでくださいっ！　傾向と対策を練って、『〝今〟、〝ここ〟でウケるもの』を書くんじゃなくて、『いつ誰が読んでも最高に面白い作品』を目指すのが、正しい小説家のありかただと思います私！」

「すまないがお嬢さん、私に、そんなものは書けないのだ。才能がなくてね」

「志が低ぅ──い！　ダメダメです『りんちゃん』おじさま！　いま作品を軽く読ませていただきましたけど──率直に言って、新人にしては、なかなか見所のある方だなって思いました」

「おお！　そうかね！」

「はい、もちろんいまはまだまだですけど、この調子で努力して文章力をつければ──」

「つければ？」

「いつかプロデビューできるかもしれませんよ！　私もアドバイスしますから、がんばってください！」

「そう言ってくださる方がいると、私も少しは自信が持てる」

　おそろしい会話だった。

　あんまり関係のない俺でも、ひやひやする。

　鈴すず音ねはよくこのやり取りを、ニヤニヤ見ていられるものだ。

　心臓に悪すぎる……。

　さて。

　ここで草くさ薙なぎ先輩が置かれている状況について、改めて確認してみよう。

　自分の弟子が梅うめ園ぞの麟りん太た郎ろうに、『小説の書き方指南』をしている。

　そんな地獄のような光景を、師匠である彼は、真っ青になって眺めていた。

「……く、来るんじゃなかった。……今日は最悪の日だぜ……」

　一方で──

「いや、今日は実に楽しい日だ……来てよかったなあ」

　梅うめ園ぞの麟りん太た郎ろうことりんちゃん先生は、ほくほく顔で文化祭をエンジョイしていた。

　その後頭部が、すぱん！　と強くはたかれる。

　ムラマサ先輩の仕業だ。彼女は、げんなりとした様子で、

「……パ──お父さん。なにをやっているのだ、まったく……」

「や、やあ、花はなちゃん。来たぞ、招待ありがとう」

「招待ありがとうじゃない！　は、恥ずかしいだろう！　帰ってくれ、もうっ！」

　真っ赤になって怒っている。

　なんというか……『お父さんが授業参観に来て恥じらう乙女』の図だった。

「そう怒らないでくれ。小説指南だけじゃなく、皆から花はなちゃんのことも色々聞いたぞ」

「なっ」

「本物の恋がしたい。この文化祭で『青春の思い出』を作りたい──そうじゃないか」

「なっ、なっ、なっ……」

　はわわわわ……と、動揺するムラマサ先輩。

　その動機は、先日先輩自身が口にしていたもの、その話を聞いた俺と紗さ霧ぎりが想像したもの。

　それらとほぼ一致していた。『本物の恋』という、詩的ポエミイなフレーズは初耳だったが。

「しかし、どうなのだろうな、和泉いずみ君よ」

「えっ？」

　このタイミングで俺に振ってきやがった。

「君は──どう思う？」

　試されている、と、感じた。

　一瞬ひるんだが、だからといって俺が言えることなど変わらない。

　思ったままを口にする。

「ムラマサ先輩。俺、先輩のクラスや、この文芸部での様子を見ていて感じたんですけど」

「な、なんだ？　マサムネ君」

「先輩は、もう、十分に青春してると思いますよ」

　ムラマサ先輩は、しばらく黙っていたが……やがて、

「そ、そういうものだろうか……？」

　照れくさそうに、首をかしげていた。




　文化祭二日目が終わり。

　校門前は、夕焼けの色に染まっている。

「皆、今日はありがとう」

　招待した面々に向けて、ムラマサ先輩が穏やかに礼を述べた。

「こちらこそ、ありがとうございます──ムラマサさん」と、シドーくん。

「ふふん、楽しかったわ！」と、エルフ。

「みんなと、もっともっと仲良しになれた気がしますっ！」と、めぐみ。

「……色々辛つらいこともありましたが、得がたい体験ができましたよ」と、草くさ薙なぎ先輩。

「千せん寿じゆムラマサ先生っ！　あたしっ……お、お話しできて光栄でしたぁ！」と、綾あやちゃん。

　めいめいに、応える。皆の顔は、一様に笑顔だ。

「今日一日で、ムラマサちゃんの印象……けっこう変わったと思う。前より仲良くなれたし……前よりもずっと…………負けられない強敵になった」

　紗さ霧ぎりもお面の奥で、きっと笑みを浮かべている。

　もちろんこの俺も。

「いい文化祭だったよ、先輩。来てよかった」

「そうか、なら、誘ってよかった」

　ゆっくりと皆を見回し、ムラマサ先輩は言う。

「君たちのおかげで、私の望みは果たされた。学外から友人たちを招いて、ともに文化祭を巡り……たくさん、楽しんでもらった。私自身も、楽しかった。学校の友達を、君たちに紹介することができた。……一時でも、普通の女学生になれたようだったよ──マサムネくんは、すでに青春していると言ってくれたが、それでも……こうしたかたちのイベントは、私にとって新鮮だったのだ」

「……ん……私も」

　紗さ霧ぎりが、目を柔らかく細め、同意する。

　引きこもり少女にとっても、浮き世離れした文学少女にとっても。

　新鮮な体験、だったのだろう。じんわりと、余韻にひたってしまうほどに。

「その……皆……あの……だな。もし、よかったら、なのだが」

　ムラマサ先輩は、自信なさげに、もじもじしながら。

　さらに彼女の印象を変える一言を口にする。

　ぱ、と、顔を上げて、

「また、遊ぼう」

　それに、みんながなんて答えたか、なんて。

　それこそ、書く必要のない蛇足だろう。







　文化祭、三日目。

　俺はひとり、菜なの花はな学園の校門前に立っていた。





　──文化祭の三日目、学校で私と待ち合わせてくれないか？

　──そして、そこで私の小説を読んで欲しい。それだけでいいんだ。

　──感想は求めない。私のことを好きになれとは言わない。

　──ただ、私の書いた物語を、私の前で読んで欲しい。






　ムラマサ先輩との約束を果たすためにだ。

　先輩からは『夕方、後夜祭が始まる頃、校門まで来てくれ』と、言われていた。

　約束の時間には、ずいぶんと早い。

「……………………」

　俺は昨日と同様、受付で招待状を見せ、学内へと入っていく。

　肌寒い陽気だった。いつの間にか、もうそんな季節になっていたのかと天を仰ぐ。

　空には、雲一つない。

　きっとあの人の心も、あれくらいに澄み切っていて。

　だから、迷わない。真まっ直すぐに進むことができる。

「目が覚めるようだよ、まったく」

　息を吐いて、再び歩みを進める。向かったのは、部室棟。文芸部の部室だ。

　扉をノックすると「どうぞ」という女の声。

　俺は、無言で扉を開く。

　そこには制服姿の黒髪少女が、パイプ椅子に腰掛け、俺を待っていた。

　そう……俺は昨日、ムラマサ先輩ではない『ある人物』とも、会う約束をしていたのだった。

「来てくれてありがとうございます、お兄様」

　宇う佐さ美み鈴すず音ね。

　彼女は、しっかりと膝を揃そろえ、綺き麗れいな姿勢で座っている。





　──お兄様、花はなちゃんとの約束の一時間前に……文芸部にいらしてください。






　これは昨日、文芸部を去る際に、こっそりとささやかれた台詞せりふである。

　まるで不実な誘惑をするかのような、甘い感触の言葉。

「こちらへ」

　ちょいちょい、と、指で俺をまねく鈴すず音ね。行儀の悪い仕草だったが、上品さがまるで損なわれていない。むしろ……指示に従っていると、彼女の下僕になったような錯覚さえ……。

　い、いかんいかん。俺にそういう趣味はない。

　俺は軽く首を振り、鈴すず音ねの前に進み出る。すると彼女は、にこ、と、両目を細めて笑う。

　俺は椅子を引き、鈴すず音ねの隣に腰掛ける。

　縦長の窓から差し込む陽光が、なんの変哲もない部室を、神聖な場所のように演出していた。

「どうして俺を……ここに呼んだんだ？」

「花はなちゃんが、小説を書き上げる前に……貴方あなたに想おもいを伝える前に……どうしても、知っておいて欲しいことがあるのです」

「そ、そか」

「ちなみに……愛の告白ではありません」

「わかってるよ」

「あら、期待してくださっているかな、と思いましたのに。ほら、ライトノベルでは定番ではありませんか──私のような女の子が」

「？？？　どういうこと？」

　わからないんだが。

　鈴すず音ねは、小悪魔のような笑顔で、己の胸に手を置き、

「新たな舞台で出で逢あう、〝現地妻ゲストヒロイン〟です」

「俺にそんな甲か斐い性しようはない！」

「たくさん〝現地妻ゲストヒロイン〟を落としていそうな声ですのに」

「そろそろマジで怒られるラインを越えそうだからやめてくれ──そんな話をするために、俺を呼んだのか？」

「まさか。──見せたいものがありまして」

「見せたいもの？」

「ふふ……あれです」

　鈴すず音ねは、人差し指で、すっと部室内の一角を指す。

　そこでは……

「……あ」

　制服姿のムラマサ先輩が、小説を執筆していた。

　使っているのは、鉛筆とノート。

　真まっ直すぐに背筋が伸びていて、神懸かりのように瞳の虹こう彩さいが薄い。

　極限まで集中しているからか、俺が入ってきたことにも気付いていないようだった。

「……………………」

　神懸かった無表情で執筆していた彼女の顔が、書いているうちに、ゆっくりと微ほほ笑えみへと変わっていく。頰がほんのりと朱に染まり、筆を、そっと柔らかく動かしている。

　穏やかな恋心を、ほんの一滴ずつ、紙面に垂らしていくような所作。

　いままでに見た執筆風景とはまるで違う。

　俺の知らない、千せん寿じゆムラマサの姿だった。

「ここは特等席なのです」

　鈴すず音ねは言った。

「今日だけは、お兄様にも見せてあげます」

「……………………」

　俺は、しばらく返事ができなかった。

　ただ、先輩が執筆している様子を、ぼうと眺めていた。

　微ほほ笑えみだった表情は、次いで切なげに歪ゆがみ、淫いん靡びで荒い息づかいへと変化する。

　彼女は恋心を紙面へと垂らしながら、くるくるとその表情を変えていく。

　そのひとつひとつが、俺の胸を締め付けた。

　それでも、目が離せない。

「知らなかったでしょう？」

「ああ」

　かすれた声で、答える。そして、問うた。

「なんで、こんなことを？　『もうひとつの使命』……ってやつか？」

「恋の応援、というわけじゃないのです。クラスの皆さんも、私も、花はなちゃんの初恋を成じよう就じゆさせてあげたい、とは、思っておりません。それは花はなちゃんが自分でやろうとしていることで、許可なく手助けするのは、烏お滸こがましいことだと思うのですよ。ただ──」

　そこで鈴すず音ねの声に、わずかな怒りが含まれた。

　ように、聞こえた。

「よく知らないままに、『花はなちゃんよりも他の女の子の方が好き』と言われるのは、いやなのです。烏お滸こがましくとも、そこは譲れません。だから、知っていただくことにしました」

　それが私の使命なのです、と、鈴すず音ねは嗤わらう。

　別におまえなどどうでもいいのだ──そう言っているような眼まな差ざしだった。

　……さすがに悪く取りすぎか……シチュエーションのせいだな。

　この清浄すぎる場が、少女たちを天使や悪魔のような上位存在に見せているのだろう。

「それで、俺をここに呼んだのか。先輩が、小説を書き終える前に」

「はい」

「ムラマサ先輩のことをもっと知ってもらうために、俺たちにちょっかいをかけていた？」

「はい。その甲か斐いあって……昨日と今日とで、少しは、貴方あなたの知らない花はなちゃんの魅力が見えてきたのでは？」

「まあ……な」

　俺は昨日、文化祭で、梅うめ園ぞの花はなの知らない一面を見てきた。

　そしていま、この部室で、千せん寿じゆムラマサの知らない顔を見ている。

「ちゃんと、花はなちゃんのことを知ってもらいたかっただけなのです。悪いところも、いいところも、可か愛わいいところも、無様なところも、真面目なところも、あほうなところも……『花はなちゃんの好きな方』に、知っておいて欲しかった」

[image: ]

　鈴すず音ねは席を立ち、くすりと妖しく笑みを浮かべる。

「ああ……これも、恋の手助けになってしまうのかもしれませんね」




「だって、そうすれば、私たちの花はなちゃんが負けるわけないのですから」




　鈴すず音ねはそう言い残し、音を立てずに部室から出て行った。

　俺は、ひとり取り残される。

　しん、と、静まり帰った部室に、鉛筆の音だけが響く。

　……会ったばかりの頃、俺の家に乗り込んできて、なぜか小説を書き始めた先輩。

　……夏合宿で、俺のあげた小説を夢中で読みふける先輩。

　……遊びに来たのに、ふと気付くと小説を書いている先輩。

　着物姿の先輩、制服姿の先輩、浴衣ゆかた姿の先輩、私服の先輩、ビキニの先輩。

　怒り、恥じらい、喜び、哀かなしみ。

　知り合ってからこの一年ばかりで、彼女の色んな顔を見てきたけれど──

　確かにここは、特等席だ。

　この横顔は、かつてないほどに美しい。

　彼女が小説を書き終えるまで、ずっと見み惚ほれていた。







「…………よぉしっ、できたぞっ」

　彼女が筆を置いたのは、それからちょうど一時間が経たった頃。

　机上からノートを両手で取り上げ、最終ページをじっと見つめる先輩。

　作品を書き上げた余韻にひたっているのか、そのまましばらく動かなかった。

　それから、ぎゅ、とノートを両手で抱きしめる。

「……マサムネくん……」

　まるで書き上げた作品が、俺自身であるかのように。

　その様子が、あまりにも愛いとおしそうで、見ているこっちが恥ずかしくなってくる。

　うう……顔が熱い。

　声をかけるのもためらわれ、彼女が俺に気付くまで、じっと見つめ続ける。

　目を離すのが惜しい光景だったが、ふと前触れもなく、その時が訪れる。

「？　あっ……マサムネくん？」

「や、先輩」

　片手を挙げて応えると、ムラマサ先輩は、その場で立ち上がり、目に見えてうろたえた。

「えっ？　えっえっ？　……ほんもの？」

「うん、じゃなきゃ、なんだってんだ」

「……夢かな、って」

　恥ずかしそうに、呟つぶやく。片腕で身体からだを抱き、消え入るような声で、

「あ、あの……いま、ずっと君のことを考えていて……だから私……小説を書きながら眠ってしまって……それで夢の中にいるのかも、って……」

「あ、あぁ……そういう……」

　背中を、羽でくすぐられているような感覚。

　言っている本人も恥ずかしいんだろうけど、こっちもムチャクチャ恥ずかしいよ先輩！

　彼女は俺に近寄って、そっと頰に触れてきた。

「本物、だよな？」

　ぞくっ、と、する。

「ああ……本物の、和泉いずみマサムネだ」

「そっか……あ、す、すまない！　勝手にさわって……えと、ど、どど──どうして？」

　どうしてここにいるのか──って、言いたいのだろう。

　口べたなやつとの会話は、慣れているのだ。

　だからここで『ずっと見ていた』なんて本当のことを口にしたら、相手が死ぬほど恥ずかしがって大変なことになるってのもわかる。

「早く着いたから。ここにいるかな、ってさ。いま来たばかりだよ」

「そ、そうなのか……」

　ほっ、と胸を撫なで下おろしている。やはりこの方向で、正解だったらしい。

「小説、調子はどう？」

「ああ、いま、書き上がったところだ。見直しをしたいから、もう少しだけ待っていてくれるか？」

「もちろん、いくらでも」

　あの素晴らしい小説の続きが読めるなら、何日だってここで待つさ。

「ありがとう。では、校庭……家庭科部のカフェで待ち合わせようか」

「ここで待ってちゃダメなのか？」

「……見られていると、恥ずかしいじゃないか」

「いつもは周囲の目なんて気にしてないくせに」

「い、いつもと今日は違うんだっ！　だってこれは……君と私の、小説なんだぞ……？」

「そ──そだな、悪い！」

　危ない……からかったら、カウンターを決められてしまったぞ。

「じゃ！　先に行って待ってるから……！」

　逃げ去る俺の心臓は、ばくばくと拍動していた。




　文芸部から退室した俺は、その足で待ち合わせ場所へと向かった。

　昨日、みんなで行った、あのオープンカフェだ。

　珈琲コーヒーを注文し、先輩を待つ。

　すでに日は傾き、空は茜あかね色いろに染まりつつある。

　祭りの終わり。

　校庭では、生徒たちがステージの片付けを終え、キャンプファイヤーの準備をしているようだ。

　文化祭といえば、キャンプファイヤー。

　そんな印象があるけれど、それってどこからきたんだろう？

　少なくとも現実ではないと思う。

　だって、こんなに本格的なものは、創作の中でしか見たことがない。

　物語の中にしかない、輝かしい『祭りの終わり』。

　誰もが憧れ、しかし体験することのない、理想の青春。

　だから。

　きっと俺は、いま、異世界の光景を見ているのだろう。

「待たせてすまない、マサムネくん」

　二杯目の珈琲コーヒーがなくなった頃、彼女の声が振ってきた。

「先輩、もっとゆっくりでもよかったのに」

「いや、もう、十分だ。しっかりと吟味し、完成させた」

「そっか」

「……約束通り、読んでくれるか？」

　彼女は両手で、ノートの束を差し出した。

　千せん寿じゆムラマサによる、手書きの生原稿。

　梅うめ園ぞの花はなによる、想おもいを込めた、長く濃密な恋文だ。

「ああ」

　俺は頷うなずき、小説を受け取った。

　そうして、読み始める。

　千せん寿じゆムラマサ渾こん身しんの、『世界で一番面白い小説』。

　梅うめ園ぞの花はなの初恋を描いた、一心不乱な恋物語を。

　…………………………………………。

　…………………………。

　………。

　読んでいる間、俺はいっさい口を開かなかった。

　まさしく書の奴隷となってページをめくる。

　禁断の恋を、美しく描く問題作。

　恋愛観を変節させる洗脳小説。

　以前読んだ印象からは、読み進めるほどにかけ離れていった。

　序盤は洗練された技巧を強く感じるのに、後半に至るにつれて文が乱れ、しかし、込められた熱量が上がっていく。

　少女の初恋を描く、紅ぐ蓮れんの炎ほのおで鍛造されたような、青春小説だった。

　時間を忘れ、夢中で読みふける。

　迸ほとばしるようなクライマックスが過ぎ、しめやかな愛の告白へと至る。

　そこでようやく、身体からだを灼やく熱さが、幻だけではないことに気付く。

　視界の端に、現実の明かりが見える。

　キャンプファイヤーの炎。

　──後夜祭が、始まったのだ。

　ざわめきには、若い男女の声が混じっている。

　青春の一時を、皆、精一杯楽しんでいるのだろう。

　俺たちと同じように。

「マサムネくん」

「………………」

　返事はできない。声に気付いても、目を文章から離すことができなかった。

　けれどヒロインと同じ声をした彼女は、案山子かかしのような俺に語りかける。

「そのまま聞いてくれ」

「……………………」

「これまで私は……君のことだけを考えて、恋の物語を書いてきた。ひとつのことだけを、突き詰めていくのが常に正しいのだと思っていた。それが間違っているとは思わない。けどな……」

　昨日、楽しかったんだよ──と。

　彼女は、懺ざん悔げするように言った。

「本当に楽しかったんだ。みんなで一緒に文化祭で遊んで……色々なことを話して……くだらないことで笑い合って、ときに怒って、喧けん嘩かをして。……でも、皆と別れた後で、ふと思ったんだ。いつものことではないか、と。私が気付いていないだけで、そんな日常は、ずっとそばにあったのかも、と。青春は、『私』と『君』の閉じた世界ではなく、周囲を含めた騒がしい世界にこそあった」

　自然と文から、目が離れた。

　彼女の台詞せりふが、小説と混じり合い、俺の中へと染しみ込こんでいく。

「君の言うとおりだった。なんのことはない、私はすでに、青春の日々を送っていたんだ。──特に、君たちと出会ってからは。覚えているか？　私たちが、初めて会った日のことを」

「ああ」

　ムラマサ先輩は、手を祈るように組み、まどろむように遠い目をする。

「素敵な出逢いだったな」

「噓うそぉ、最悪の出遭いだったぞ」

「わ、私にとっては素敵な出で逢あいだったのだっ」





　──君の夢は、ここで潰す！

　──私のことは、ムラマサ先輩と呼びなさい。






　懐なつかしい。

　ほんの一年ちょっと前のことなのに、もう、ずっと昔のことのようだ。

　先輩には、『最悪の出遭い』だなんて言ったけれど。

　振り返れば、いい思い出だ。

　きっと一生、忘れることはない。

「えっと……君と、初めて会ったとき、な。ほら、出版社の前で、私がエルフに話しかけられて──」

「ああ、覚えているよ。先輩が、小説を落としちゃって……」

「それを、君に拾ってもらった」

「そうそう、そうだったっけ」

「実を言うと、君を初めて見たときから……ちょっといいな、と思っていたんだ」

「え！　そ、そうだったの？」

　そ、そんなそぶりはちっとも……。

「ひ……一ひと目め惚ぼれ、って、こと？」

「そ、それは！　よ、よくわからないがっ！　でも、なんとなく……いいな、って」

「あ、そう──なんだ」

　な、なんだこれ。

　先輩から告白されるかも──とは、覚悟してきた。

　で、ででで、でもこんな！　甘あま酸ずっぱい会話をする羽目になるなんて、思っちゃいなかったよ！　完全に想定外だ！　パニクってしまう！

「……当時は、そういう……色恋沙汰のこと……よくわかっていなかったから……最初は気付かなくて……いま思えば、そうだった……と思う。一ひと目め惚ぼれ、だった……かもしれない。君のことを、尊敬する『和泉いずみマサムネ先生』だと認識する前から、その……ほのかな恋心めいたものを……抱いていたんだ」

　うわあああああ……。

「……も、もうひとつ、君に伝えておくことがある」

　もうこれ以上、なにがきても驚かないぞ。

「私の、初恋のことだ」

「！」

「それこそ、いま思えば、そうだった……というものだが、な」

　ムラマサ先輩は、遠い目で、幼い日の恋を語り始める。

「私が、和泉いずみマサムネの小説と出で逢あったのは、まだ幼い頃……君の個人小説サイトでだった。いま父が熱心に投稿しているような、ああいった形式のものではなく、ブログ？　でもなく……あくまで個人が運営する……ホームページというのだろうか……それだった」

「ああ、それは……俺が……小学生の頃に作ったやつだな」

　小学生趣味全開のデザインだったので、あまり思い出したくない。

　当時、紗さ霧ぎりと交流していたあの投稿サイトだけではなく、デビュー前の和泉いずみマサムネは、自分のホームページでも小説を掲載していた。

　初めてのファンである『あの人』＝紗さ霧ぎりに、『小説を書く速度があまりにも速くて引く』『なんでもかんでもあのサイトに投稿することもないだろう』と提案されたのがきっかけだ。

　個人的にはピンとこなかったのだが、そういうものかと思い、ホームページを作って『日々大量に生まれてくる小説を、一時的に置いておく場所』として使用していた。

　俺の書く小説をすべて読みたいという奇特な人だけが来場する……なんというか、ひなびたサイトだったよ。

「アクセスはせいぜい一日、二人とか、三人とか……うち二人は俺と紗さ霧ぎりで……」

「最後のひとりは、私だな」

「全員身内だったのかよ」

　乾いた笑いが漏れる。

　初めてのファンが紗さ霧ぎりで……二人目のファンがムラマサ先輩だったってことだろう？

　そんな偶然……いや、違うか。

「いまとなっては、だろう？　マサムネくん」

「……そうだな」

　広大なネット上で出会った俺たちが、現実で再会したのは、決して偶然じゃない。

　俺と紗さ霧ぎりが再会したのは、約束し、別れ、同じ夢を目指したからだし……

　先輩と再会したのは、同じ職業に就いて、必死にがんばってきたからだ。

「当時の私はな、ネットを始めたばかりで……『もしかしたらここに、自分が面白いと思えるような何かがあるかもしれない』と、淡い期待を抱いていた。漫画も、映画も、ゲームも、スポーツも、小説も……皆のように楽しめない私が、心からわくわくできるような宝物を探していた。半ば諦め気味だったがね」

　ムラマサ先輩は、本屋に自分が楽しめる小説など売っていない。

　だから自分で書いているのだ、と、かつて言っていた。

　これはきっと、それ以前の話ではないか。

　つまり、これは、梅うめ園ぞの花はなが千せん寿じゆムラマサになる前の話だ。

「当時のムラマサ先輩は、まだ小説を書いていなかった？」

「書いたことはあった。父から、気まぐれに手ほどきを受けたこともあった。しかし、それを面白いとは感じていなかったな。父は『それなら安心した』と笑っていたよ」

　あの人、娘が小説家になるのを反対していたらしいからな。

　同時に、人生で『楽しいこと』を見つけられない娘を、心配もしていたのだろう。

　だから、娘に小説を教えるけれども、小説家になるのは反対するという、いまいち一貫しない行動になっている。

「だが、私は見つけたんだ。君の小説を」

　ムラマサ先輩は言った。彼女の口から、思い出し笑いが漏れる。

「面白かったよ。本当に、面白かった」

　シンプルで、ひねりのない感想だった。

　それが、なによりも俺には嬉うれしい。有名なランキングに載ることよりも、著名な作家から推薦文をいただくよりも、読者からの短い感想こそが、宝石よりも得がたい報酬になる。

「ありがとう」

　と、ひねりのない感謝を返す。

　俺の顔は、きっと赤くなっていた。それから照れ隠しのように「なんでだろうな？」と続けた。「あの頃の俺って、小学生で、素しろ人うとで……下手くそだったと思う。なのになんで、先輩の心を動かすことが、できたんだろう。面白がって……好きになってもらえたんだろう」

「当時の私に聞いたら、『好きなものは好きなのだ。理由など知らん』と言うだろうな」

　くすくすと笑いを漏らしながら言う先輩。

　……まあ、好きってそういうものかもなあ。作品でも、人でも。

　俺だって、紗さ霧ぎりのどこが好きなのかって聞かれたら……いくらでも言葉で説明できるけれど、それですべてを説明し切れるかというと、そんなことはない。

　最後はやはり、この台詞せりふに戻ってくる──好きなものは好きなのだ。

「そうだろう？　しかし私たちは文章書きだ。がんばって言葉にしてみようじゃないか。──強いていうなら、私たちは相性が良かったのだろう。梅うめ園ぞの花はなと和泉いずみ正まさ宗むねは、非常によく似た感性をしていて──同じものを面白いと感じ、同じものに怒りを感じ、同じものに笑い、同じものを哀かなしむ人間なんだろう」

　私たちは、よく似ている──と、先輩は言った。

「それでいて、別の人間なのだ。ふふ、最高だとは思わないか？　自分の好みを誰よりも把握している『自分ではない人間』が、娯楽作品を作ってくれるのだ。面白いに決まっているな」

「確かに。俺も、千せん寿じゆムラマサ先生の作品を読んでいて、他人の気がしなかったよ」

　初対決のときにも、同じことを言ったかもしれないな。

　もう一度繰り返そう。

「俺が俺のためだけに書いた小説を、記憶を消して読んでいるようだった」

「私もだ。君が初期に書いた物語は、特に、自己投影が強かったからな──私も、まさに自分が勇者となって、冒険しているような気分だった」

「昔の作品の話やめない？　辛つらいんだけど？」

　初めて書いた小説とか、そうなるに決まってるだろ！

　悪かったな、勇者マサムネで！

「それだけではない。君の小説には、家族を大切に想おもう気持ちが……亡なくした母への想おもいが、強く込められていた。きっとそれが……私の心に響いたのだ」

「…………………………」

　俺は何も答えなかった。

　ムラマサ先輩の母親を、まだ見たことがない点に思い至ったが、口に出すことはなかった。

　ただ、深く納得した。

　俺たちの感性が似ている理由。

　父親と、息子。

　父親と、娘。

　……そうか、俺たちは……

「君は私だ、と、感じた。もうひとりの私が、こんなに面白いことをやっている──なら、私もひとつがんばってみるとしようか」

　にか、と。

　梅うめ園ぞの花はなは、俺の見たことのない顔で笑う。

「それで、改めて、本気で小説を書くことにした」

　とんでもない話だった。

　梅うめ園ぞの麟りん太た郎ろうからの手ほどきがあったとはいえ、神楽かぐら坂ざかさんに原稿を発見されるという偶然があったとはいえ……俺より早くデビューして、大ヒットを飛ばして……。

　和泉いずみマサムネをプロのステージで待ち受けていた。

　同じ主題テーマを扱う、上位互換の宿敵として。

「これが、千せん寿じゆムラマサの始まりだ」

　その後の俺は知ってのとおり、色々あってラブコメを書くことになり……

　こうしていま、彼女と向き合っている。

　本当に、途方もない話だった。

「これが、私の初恋だ」

　先輩は、そこでうつむき、頰を赤らめる。

「小学生だった当時の私は、まだ見ぬ、もうひとりの私に……和泉いずみマサムネ先生に……恋をしていた。それから年月が経たって、中学生になって……君に出会い、もう一度、恋をした」

　はっ、と気づき、慌てて弁明をする。

「ほ、惚ほれっぽいやつだとは思わないでくれっ………………その……君にだけなんだ……そんなふうになったのは」

「……………………」

　きっと俺の顔は、林りん檎ごのような色になっていることだろう。

　寒い日のはずなのに、炎と彼女が、ひたすら俺を熱してくる。

「私は、人生で二回恋をして……そのどちらも、君だった」

「………………」

　俺たちは、すぐそばで見つめ合う。

　黒い制服。

　黒い髪に、白い肌。

「もう一度、伝えさせてくれ」

　キャンプファイヤーの炎と、沈みゆく夕ゆう陽ひ。

　世界のすべてが、茜あかね色いろに染まっている。

　潤んだ瞳が、真まっ直すぐに俺を見ている。




「大好きだぞ、マサムネ君」




　どんな男も虜とりこにする、魔性の誘惑。

　何度目かの告白は、傑作の余韻と混じり合い、最大の効果を発揮していた。

　俺は、彼女の想おもいを受け止めて、素直な気持ちを口にする。




「俺も、大好きだよ、先輩」
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「だけど、もっと好きな人がいるんだ」







　それを、撥はね除のける。

「……………………………」

「その人を幸せにすると誓った。だから、応えられない」

「………………そうか」

　俺たちの会話は、小説のラストシーンと、よく似ていた。

　違うのは、告白の結末と、彼女の表情。

「君は、そう言うと思っていた。やはり、書いたとおりには、いかなかったな」

　茜あかね色いろの世界で炎を背にし、ムラマサ先輩は、切なげに笑っている。

　天才の書き上げたラストシーンよりも、目の前の少女の方が、ずっとずっと綺き麗れいだった。

「……ようやく、完全にものにしたぞ」

　ムラマサ先輩は、そこで大きく息を吐き、脱力した。

　それから、吹っ切れたような強い声で、

「これが青春なんだな」

　俺たちは、いま、世界の誰より青春している。

　いつかの将来、はるか遠い未来、俺が爺じいさんになった頃。

　懐なつかしく思い出す青春時代は、きっとここに違いない。
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　あの文化祭が終わってから、一夜明け、月曜日の夕方。

　ムラマサ先輩の御お父ちち上うえこと、梅うめ園ぞの麟りん太た郎ろう氏から俺に電話がかかってきた。

「はい、和泉いずみです」

　この人からの電話が、いい用件だったためしがない。

　俺は、警戒して問うた。

「ええと……どのような御用向きでしょう？」

『いや、なに。娘の書き上げた例の小説について、君にも顚てん末まつを教えておこうかと思ってね。──他ひ人と事ごとではあるまい？』

「……そうですね。お願いします」

　千せん寿じゆムラマサの書き上げた新作恋愛小説。

　先日、一番最初に俺が読ませてもらったあの作品は──

　結局、出版しないことになったらしい。

「あの神楽かぐら坂ざかさんが、よく諦めましたね。相当執着していたみたいでしたけど」

『ああ、子供の頃のように、半べそで悔しがっていたよ。しかしああなってしまっては、あやめちゃんにも、私にも、どうしようもないからな』

「というと？」

『あの小説は、もうこの世に存在しないのだよ』

　ムラマサ先輩の手によって、焼却されてしまった──のだという。

　スマホを取り落としそうになったよ。

　相変わらずあの人の行動は、とんでもない。

　でも。

「ムラマサ先輩らしいですね。確かにそれなら、どうしようもない」

『だろう？　くくく……つまりだな、あの小説を最後まで読むことができたのは、この世で君だけというわけなんだ、和泉いずみ君』

　ああ、そういうことに、なるのか。

　あの恐るべき大傑作は、もはやこの世になく。

　俺の心の中だけに、残っている。

　あの日の炎とともに、焼きついている。

「もしかして、どんな内容の話だったか、俺に聞くために電話をしてきたんですか？」

『人づてにあらすじを聞いたところで、小説を読んだことにはならんな』

「ですよね。……その、先輩は、どうしてます？」

『ほう、自分で振っておいて、気になるわけかな？』

　……………………。

　どうやらことの顚てん末まつについては、ある程度存じていらっしゃるらしい。

「はい、気になりますよ、そりゃ。大好きな先輩のことですから。──文句あります？」

『ないとも。──泣き疲れてフテ寝しているよ。家族への八つ当たりが激しくて、たいへん迷惑している』

　疲れ果てた声だった。

『私は娘を慰めてお父さんとしての株を上げるべく、こう言った──』





　いいかい花はなちゃん。学生時代の彼氏彼女なんてのは、すぐに別れるから大丈夫だ。

　まあ私は、幼おさな馴な染じみの女の子と初めて付き合って、そのまま結婚したが。






　大丈夫じゃないじゃないか。

　初恋を見事に実らせた実例だった。

『そしたら「うわぁぁん！　パパのばかぁ！　どっか行って！」──これだよ。君のせいだぞ』

「言葉の選択が悪すぎますよ！　……ほんとに大作家ですか？」

『小説で書けても、自分の口からはいい台詞せりふなんぞ、そうそう出てこないんだよ』

　しみじみと彼は言った。

　本当にそのとおりだとつくづく思う。

　俺がもっと、せめてラノベの主人公程度に、いい台詞せりふを言うことができていたなら。

　もっと色々、上う手まくいっていたのだろうか。

　まあ、どこまで行っても俺は俺なのだし、考えても詮ない話なのだが。

『断言するが、私の娘は、すぐに立ち直って動き出すぞ』

「知ってますよ」

　それが千せん寿じゆムラマサだ。

『忠告するが、私にも──次、なにをしでかすかわからんぞ』

「知ってますよ」

　それが梅うめ園ぞの花はなという女の子だ。

『これで終わりだとは思わんことだ。まだまだ君に迷惑をかけることになると思うが──まあ、よろしく頼む」

「頼まれました」

　俺は、あの人のことが、大好きですから。

『さて、用件は以上だが──ああそうだ、和泉いずみ君、一つだけ、聞かせて欲しい』

「なんでしょう？」

『どうだった？』

「────────」

　俺は、笑って答える。

「世界で一番面白い、最高の青春小説でしたよ」







　あとがき




　伏ふし見みつかさです。

　エロマンガ先生十巻を手に取っていただきまして、ありがとうございました。

　今巻の表紙は、制服姿のムラマサです。指の怪我が治ったので、包帯が取れているのですが、気付いていただけましたでしょうか？　お話の内容にぴったりの、可愛いイラストになっていると思います！

　そして……九巻発売から一年以上も空いているのに、見捨てず読んでくださったことを感謝いたします。原稿は二〇一七年中に書き上がっていたのですが、幾つかの理由で出版が遅れていたのです。長くお待たせして申し訳ありませんでした。

　今、こうして発売日を迎えることができたのは、根気強く応援してくださった皆さんのおかげです。一年ぶりの新刊、楽しんでいただけたなら、嬉しいです。




　エロマンガ先生のＯＶＡについて。

　つい先日、脚本が完成しました。

　可愛らしいヒロインたちの活躍はもちろん、竹たけ下した監督発案の皆さんをびっくりさせるアイデアも入っていて、きっと楽しい映像になると思います。続報にご期待ください！




　コミック関連のお知らせ。

　電撃大王にて山やま田だエルフのスピンオフ、

『エロマンガ先せん生せい　山やま田だエルフ大だい先せん生せいの恋こいする純じゆん真しんごはん』が連載開始します。

　作画は優ゆう木きすず先生です。七月二十七日発売の電撃大王九月号に第一話が掲載されますので、ぜひ読んでみてください。

　そしてコミック版エロマンガ先生第七巻が、六月九日に発売されました。

　この本の著者近影に注目です！




　ニコニコ動画・伏ふし見みつかさチャンネルが一周年を迎えました。

　これまで視聴してくださった皆さん、ありがとうございました！

　現在、様々な企画が本格始動しつつあり、新情報の発表等で今後ますます盛り上がっていくと思います。過去の動画も視聴できますので、よかったら登録してみてください。

（http://ch.nicovideo.jp/tsukasa-fushimi）




『俺おれの妹いもうとがこんなに可か愛わいいわけがないif』について。

　現在あやせ編の上巻初稿が書き上がっています。

　発売時期は未定ですが、仕事の渋滞が解消され次第、取り組んでいきます！




　エロマンガ先生十一巻について。

　この本の続きとなります十一巻は、近々発売日をお知らせできるはずです。

　この十巻が皆さんの目に触れる頃には、書き上がっていると思います。




　エンゲージプリンセスについて。

　二〇一七年から制作に関わってきたブラウザゲームが発表されました。

　タイトルは『エンゲージプリンセス～眠ねむれる姫ひめ君ぎみと夢ゆめの魔ま法ほう使つかい～』。

　私が担当するのは、メインストーリーとキャラクタークエスト二十名弱。

　もちろん私が担当していないヒロインも、たくさん登場しますよ。

　本企画の言い出しっぺである黒幕・三み木き一かず馬まさんから、『ソーシャルゲームでボリュームのあるラブコメ小説を読んでもらいたい』というベースとなるコンセプトのリクエストを受けたり、世界観設定を『フリーダムウォーズ』『ゴッドイーター』等を手がけた保やす井い俊とし之ゆきディレクターと作ったり、私にとっての大先輩たちを含む電撃文庫作家陣とキャラクタークエストを作ったり……緊張しつつも楽しい制作でした（そして、ひたすら畏れ多い監修作業でした）。

　サブストーリーと、メインストーリーの一部を担当してくださった、藤ふじ浪なみ智とも之ゆき先生と白しら川かわ噓うそ一いち郎ろう先生には、特に感謝しております。

　そうそうたる制作メンバーの中で、私が果たすべき役割は『超可愛いヒロインを創ること』だと思います。ですので、その点は力を尽くしました。かんざきひろさんのイラストと、三み澤さわ紗さ千ち香かさんや日ひ高だか里り菜なさんの声のお力も加わって、無敵のヒロインになったはずです。

　ぜひ遊んでみてくださいね。

　二〇一八年現在、事前登録受付中です。

（http://engageprincess.nicovideo.jp/）




　実は、まだ書けないお知らせが結構たくさんあります。

　その中には、『エロマンガ先生』や『俺の妹がこんなに可愛いわけがない』を読んでくれた皆さんが、きっと喜んでくださるだろうものもありますので、ぜひ、楽しみに待っていてください。

　九巻のあとがきで、『エロマンガ先生十巻の発売日が発表されるまでは、全速力で走り続けると誓います』と書きましたが──

　引き続き、全力疾走で頑張ります！





二〇一八年五月　伏ふし見みつかさ
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伏ふし見みつかさ

６月に発売した、コミック版エロマンガ先生⑦巻の表紙画像です。今巻は特に自信作なので紹介させてください。様々な部分がブラッシュアップされ、原作小説を越えるエピソードになったと思います。ぜひ読んでみてくださいね。rin先生、ありがとうございました。
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イラスト／かんざきひろ

イラストレーター兼アニメーター。１９７８年生まれ。本業の傍ら、海外でレコードをリリースするなど音楽活動もこなす何でも屋状態の変な緑色の生物。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「伏見つかさ先生」係

「かんざきひろ先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。









[image: ]











エロマンガ先せん生せい⑩




千せん寿じゅムラマサと恋こいの文ぶん化か祭さい








伏ふし見みつかさ
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